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三重県埋蔵文化財センターでは、平成20年度から、新名神高速道路の四日市

ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ間の路線内に存在する埋蔵文化財の発掘調査を実施して

まいりました。対象となる埋蔵文化財は22遺跡、発掘調査対象面積は約34万㎡

と広大です。

当センターとしては、供用開始までのスケジュールに対応するため、担当職

員を増員するとともに現地調査を最優先し、５万㎡を超える面積を調査した年

もありました。

すべての現地調査が終了してから本格的に報告書作成に取り組みはじめ、こ

こに桑名市大字志知・四日市市西大鐘町に所在する北山Ｃ遺跡・西山古墳群の

調査成果を、とりまとめることが出来ました。後世の開発によって削平されな

がらも、わずかに残っていた主体部や、台地の端まで広がる数多くの周溝の存

在によって、未知の古墳群の存在が明らかになり、地域の歴史に新たな１ペー

ジが加わりました。

現地調査から報告書作成まで一貫してご理解とご協力をいただいた中日本高

速道路株式会社名古屋支社四日市工事事務所をはじめとする関係機関の方々、

志知第一～第四自治会・西大鐘町自治会など近隣にお住まいの方々に心からの

お礼を申し上げます。

令和２年３月

三重県埋蔵文化財センター

所長 上 村 安 生





例 言

１ 本書は、三重県桑名市大字志知・四日市市西大鐘町に所在する北山Ｃ遺跡・西山古墳群の

発掘調査報告書である。

２ 本書で報告する発掘調査は、近畿自動車道名古屋神戸線（四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）

建設事業に伴う緊急発掘調査である。

３ 発掘調査にかかる費用は、中日本高速道路株式会社が全額負担した。

４ 発掘調査成果は、『近畿自動車道名古屋神戸線（四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）建設事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査概報Ⅲ～Ⅴ』の３冊においてその概要を公表しているが、本書

をもって正報告とする。

５ 調査は下記の体制で実施した。（詳細はⅠ－２参照）

・ 委託者 中日本高速道路株式会社名古屋支社四日市工事事務所

・ 受託者 三重県教育委員会

・ 調査主体 三重県教育委員会

・ 調査担当 三重県埋蔵文化財センター

６ 本書の執筆は三重県埋蔵文化財センター職員の森川常厚・服部芳人・鈴木規之・山中由紀

子・水橋公恵が行ない、写真撮影は調査担当者および萩原義彦が行った。編集は水橋が行

なった。文責については目次及び文末に記載したが、Ⅲ・Ⅳ章の分担は以下の通りである。

Ⅲ･･･第２次調査分：森川・鈴木、第５次調査分：山中・水橋、その他：水橋

Ⅳ･･･第２次調査分：森川、第５次調査分：山中・水橋、その他：水橋

７ 本書で示す方位は、世界測地系第Ⅵ座標による座標北である。

８ 本書で表記する土色は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会

社 1967年初版）に拠った。

９ 本書で使用した地図は、国土地理院発行の１：25,000の地形図「菰野」「桑名」「四日市西

部」「四日市東部」、三重県共有デジタル地図Ⅷ平成19年測図を用いた。三重県共有デジタ

ル地図は三重県市町総合組合の承認を得て使用した。（承認番号：平成31年４月３日付

三総合地第１号）

10 本書では、以下のように遺構の略記号を使用している。

ＳＨ：竪穴建物 ＳＢ：掘立柱建物 ＳＫ：陥し穴・墓壙・土坑 ＳＤ：溝・周溝

11 発掘調査及び報告書作成に際し、下記の方々・機関等に多大なるご協力・ご指導を賜った。

記して感謝の意を表したい。（順不同、敬称略）

辻川哲朗 堀真人 藤居朗 公益財団法人滋賀県文化財保護協会 草津市教育委員会

桑名市教育委員会 四日市市教育委員会 志知第一～第四自治会 西大鐘町自治会

12 調査図面・写真・出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターが保管している。
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近畿自動車道名古屋神戸線（以下、新名神高速道

路とする）は、名古屋市と神戸市を結ぶ、総延長約

175㎞の高規格幹線道路である。昭和40年に開通し

た名神高速道路は、自動車交通の増大により、慢性

的な渋滞や混雑を生み、高速性・定時性が損なわれ

る状況が生じてきた。そこで、この課題の解消の対

策として、代替路線の新名神高速道路の整備が進め

られることとなったのである。

三重県教育委員会と中日本高速道路株式会社名古

屋支社四日市工事事務所は、平成21（2009）年２月

24日付けで、事業地内に所在する埋蔵文化財の取り

扱い、及び発掘調査の方法についての協定書を取り

交わし、四日市JCT～亀山西JCT間の発掘調査を実施

してきた。

既に刊行している報告書①には、新名神高速道路

事業の概要、発掘調査に至る経緯、保護措置などの

詳細について記載しているため、参照されたい。

（１）調査経過の概要

北山Ｃ遺跡は、四日市市西大鐘町の集落北方、標

高56ｍ～61ｍの台地上に位置する、弥生時代から古

墳時代の遺跡である。遺跡の面積は、概ね南北800

ｍ、東西250ｍと20万㎡を超えるほど広大である。

1970（昭和45）年に、大阪市の業者が住宅団地造

成を目的に当遺跡一帯を買収した。翌年、三重県教

育委員会文化課と四日市市教育委員会が実地踏査を

行った結果、造成地内全域に遺物の散布が認められ

ため、遺跡であることを確認した。その翌年、会社

側は造成計画を変更し、造園用樹木の育苗園として、

表土掘削を行うこととなった。

そこで、1975（昭和50）年、四日市市教育委員会

が主体となって、概ね20ｍ間隔で４ｍ四方の試掘坑

を88か所設定した第一次の試掘調査が実施された。

調査の結果、竪穴住居、掘立柱建物、土坑などの遺

構が検出され、６世紀前半から７世紀後半にかけて

の土師器・須恵器のほか、鉄滓が出土した②。

また、1987（昭和62）年には、スポーツ施設・管

理施設等の建設に伴う第二次の試掘調査が行われた。

場所は、遺跡の南部に当たり、20ｍ間隔で４ｍ四方

の試掘坑が29か所設定された。調査の結果、弥生時

代の溝、古墳時代の掘立柱建物、土坑、溝が検出さ

れ、弥生時代後期の壺・甕の他、古墳時代の土師器・

須恵器が出土した③。

さて、今回、新名神高速道路の計画がなされ、北

山Ｃ遺跡が所在する丘陵の北端を東西方向に走るこ

ととなった。そのため、用地買収や伐採などの発掘

調査の諸条件が整った平成23年度から、二次調査の

必要の有無確認の一次調査を実施してきた。以下に、

平成29年度にかけて行われた発掘調査の年度ごとの

概要を記述する。

平成23年度

概ね用地買収や伐採が終了したため、８月から、

幅２ｍの調査溝を７本、総延長300ｍの計600㎡を設

定して、遺構・遺物の有無の確認を行った。その結

果、４本の調査溝から、幅１ｍほどの溝状遺構が確

認され、そのいくつかは途中で直角に曲がっていた。

出土遺物も数点であるが、須恵器・土師器があり、

古墳の存在の可能性が考えられた。

対象とした範囲の中央部で遺構・遺物とも確認さ

れなかったため、二次調査については、東側の500

㎡（東区）と西側の3,000㎡（西区）の２か所に分

断されるが、合計3,500㎡が次年度の前半に計画さ

れた。

平成24年度

前年度、二次調査が必要となった、3,500㎡の内、

西区3,000㎡の一部の用地引渡しが、９月末頃とな

る予定であった。そこで、引渡し後、速やかに発掘

調査が開始出来る体制を年度前半から整えて、10月

から発掘調査（第２次調査）を開始することとなっ

た。

東区に関しては、発掘調査の過程で、古墳の周溝

が調査区外へ広がる事が判明したため、調査範囲を

さらに拡大することとなった。当年度は、結果的に

Ⅰ 前 言

１ 調査に至る経緯

２ 調査の経過
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合計、4,350㎡の調査を行って終了した。

年度の後半、次年度の調査を検討する定例会で、

遺跡範囲の拡大に伴う東側への伐採や、伐採後の一

次調査の検討、東区周辺に所在する高圧線の移設工

事の緊急性などの調整協議を行った。その結果、高

圧線周辺の二次調査900㎡を平成25年7月までに終了

すること、伐採後に一次調査を1,000㎡実施し、仮

に二次調査が全面必要になった場合は、平成25年度

だけでは終了できないため、複数年発掘調査が必要

なことなどが決まった。平成25年度の調査計画とし

ては、4,000㎡の二次調査を行うこととなった。

なお、年度末には、遺跡範囲の拡大と、新たな古

墳群の発見（西山古墳群と命名）に伴う行政的な手

続きも行った。

【第２次調査 調査日誌（抄）】

10月26日 調査前写真撮影

10月30日 西区表土掘削開始

11月９日 西区人力掘削・東区表土掘削開始

12月10日 大雪のため現場中止

12月17日 東区人力掘削開始

１月10日 空中写真撮影

１月30日 拡張部表土掘削開始

１月31日 拡張部人力掘削開始

２月13日 桑名市教育委員会職員現地確認

３月１日 現地作業終了

平成25年度

年度が改まり、まず昨年度東区に隣接する高圧線

周辺の915㎡の発掘調査（第３次調査）から開始し

た。調査の途中、６月中旬には、伐採作業が終了し

たため、一次調査として、東側へ丘陵の東側縁辺ま

で調査溝を６本設定して発掘調査を実施した。いず

れの調査溝からも古墳の周溝と思われる遺構や遺物

が確認されたため、丘陵の東側縁辺までの平坦面全

体が二次調査の対象となった。

８月の定例会において、工事計画との調整を図っ

た結果、９月から計画路線内の南側に4,000㎡の発

掘調査（第４次調査）を実施することとなった。残

りの調査面積8,750㎡については、翌年度に繰り越

すこととなったが、供用開始予定が迫る中、発掘調

査を９月末までに終了することを依頼された。

なお、普及啓発活動の一環として、第４次調査の

現地説明会を12月15日（日）に行い、117名の参加が

あった。

【第３次調査 調査日誌（抄）】

５月13日 調査前写真撮影・表土掘削開始

５月21日 人力掘削開始

第２次調査からつづく竪穴建物や掘立柱建物

のほか、竪穴建物１棟と古墳２基を北から順

に調査。

６月27日 一次調査開始。台地の東端まで古墳群が広が

ることが判明。

７月10日 通路部分表土掘削開始

７月16日 通路部分人力掘削開始

７月31日 調査後写真撮影

９月６日 現地作業終了

【第４次調査 調査日誌（抄）】

９月９日 調査前写真撮影・表土掘削開始

９月19日 人力掘削開始

調査区全体に広がる古墳周溝を東側から順に

調査。

10月１日 ７世紀の土壙墓発見

10月23日 古墳の主体部残欠発見

11月20日 最後の遺構から鉄斧・鉄刀などが出土し、古

墳時代の土壙墓と判明。

12月４日 空中写真撮影

12月15日 現地説明会開催

12月24日 現地作業終了

平成26年度

昨年度の協議で依頼された8,750㎡の発掘調査を

９月末までに終了させるために、調査体制としては、

担当職員４名の２班体制を採り、調査に臨んだ。

遺跡北方（桑名市側）の眺望
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調査の開始直後、表土除去の作業中に、調査区内

で産業廃棄物の存在を確認した。一時的ではあるが、

産業廃棄物の安全確認のため、その周辺の調査を取

りやめ、調査計画を見直すことなども行った。

最終的には、9,047㎡の面積を調査して、10月中

旬には終了することが出来た。

なお、普及啓発活動の一環として、第５次調査の

現地説明会を８月31日（日）に行い、179名の参加が

あった。

また、調査途中に数回行われた定例会では、高速

道路の路線外ではあるが、周知の北山Ｃ遺跡の範囲

内で、15万㎡の掘削土の仮置きや、その西側にある

市道北山１号の拡幅工事、第５次調査区の南側での

志知工事用道路などの計画が提示された。調整協議

の結果、掘削土の仮置きについては、慎重工事での

対応であること、北山１号線は一次調査が必要であ

り、結果次第で二次調査となること、志知工事用道

路は第５次調査区に隣接しているため、二次調査が

必要であることが決まった。

翌年度の計画として、志知工事用道路の二次調査

2,900㎡と、北山１号線の一次調査222㎡を行うこと

となった。

【第５次調査 調査日誌（抄）】

５月９日 調査前写真撮影

５月12日 表土掘削開始。開始した直後に古墳の周溝が

調査区外（東側）へのびることが判明したた

め、拡張することに。その後、北側へも古墳

がのびることが判明。北側は伐採が必要なた

め、当初の調査終了後、行うことにした。

６月10日 人力掘削開始

調査区全体に広がる古墳周溝と土壙墓を東側

から順に調査。

８月28日 空中写真撮影

８月31日 現地説明会開催

９月12日 拡張部表土掘削開始

９月16日 拡張部人力掘削開始

９月24日 現地作業終了

９月29日 現地引き渡し

平成27年度

志知工事用道路部分の発掘調査（第６次調査）に

ついては、第５次調査区の南側に隣接するため、昨

年度同様に調査区内や排土置場予定地内に、多くの

産業廃棄物が存在していた。また、北側の第５次調

査区は、既に道路の建設工事が行われているため、

深く開削が行われている中での発掘調査であったが、

最終的は、2,423㎡の面積を行い、終了した。

なお、普及啓発活動の一環として、第６次調査の

現地説明会を10月31日（土）に行い、140名の参加が

あった。

北山１号線の一次調査については、四日市市との

伐採許可手続きや不法投棄など、発掘調査のための

調整がなかなか進まない状況であった。ようやく10

月に諸条件が整ったため、ネクスコの労務提供で調

査を行った。２ｍ×３ｍの調査坑を36か所設定して

行った結果、遺構が確認され、計画道路延長の概ね

中央部分が二次調査の対象となった。

この二次調査であるが、平成28年度に発掘調査を

依頼されてはいたが、年度末の定例会の時点でも計

画図面が未完成であり、現地の幅杭打ちなども行わ

れていない状況であった。そのため、他の遺跡との

合計対応面積の検討もあるため、平成28年度内に、

道路計画図面の完成や地元との各種調整を行い、発

掘調査は平成29年度の前半で行うこととなった。

【第６次調査 調査日誌（抄）】

６月24日 表土掘削開始

７月10日 人力掘削開始

第３・４・５次調査からつづく古墳や掘立柱

建物のほか、陥し穴・土壙墓・古墳などを西

から順に調査。

８月17日 前日からの大雨のため作業中止。調査区の西

端付近冠水。眼下にみえる工事区も被害甚大。

現地説明会の様子
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10月26日 空中写真撮影

10月31日 現地説明会開催

11月４・５日 県立桑名西高等学校の日本史講座選択生

徒見学

11月12日 現地作業終了

12月17日 現地引き渡し

平成29年度

北山１号線の道路計画図面については、道路幅や

勾配の検討を再三行い、また、果樹園や樹木の伐採

などの地元調整もようやく整ったため、発掘調査

（第７次調査）を６月下旬から開始した。細長い調

査区で、また、台風などによる浸水で苦労したもの

の12月初めに調査を終了した。遺跡の西端に当たる

ため、溝やピットを若干確認したに止まる。調査面

積は1,960㎡であり、この第７次調査をもって新名

神高速道路関連の発掘調査は終了となった。

【第７次調査 調査日誌（抄）】

７月31日 表土掘削開始

８月18日 人力掘削開始

11月８日 空中写真撮影

11月13日 現地作業終了

（２）調査の体制

各年度の担当・体制などは、次のとおりである。

平成23年度

・一次調査

担当：鈴木規之・石井智大 （調査研究Ⅱ課）

現地作業：西武緑化有限会社

期間：平成23年７月11日～平成23年９月９日

面積：600㎡

平成24年度

・第２次調査

担当：森川常厚・鈴木規之 （調査研究Ⅲ課）

調査補助：安西工業株式会社

期間：平成24年10月10日～平成25年３月18日

面積：4,350㎡

平成25年度

・第３次調査

担当：鈴木規之・水橋公恵 （調査研究３課）

現地作業：株式会社アート

期間：平成25年４月24日～平成25年８月29日

面積：915㎡

・一次調査

担当：鈴木規之・水橋公恵 （調査研究３課）

現地作業：株式会社アート

期間：平成25年６月19日～平成25年７月12日

面積：1,000㎡

・第４次調査

担当：水橋公恵・鈴木規之 （調査研究３課）

調査補助：大成エンジニアリング

期間：平成25年８月21日～平成26年１月14日

面積：4,030㎡

平成26年度

・第５次調査

担当：水橋公恵・山中由紀子・矢田陽・鈴木規之

（調査研究３課）

調査補助：大成エンジニアリング

期間：平成26年４月18日～平成26年９月29日

面積：9,047㎡

平成27年度

・第６次調査

担当：松永公喜・水橋公恵 （調査研究３課）

現地作業：株式会社島田組

期間：平成27年６月５日～平成27年12月11日

面積：2,423㎡

・一次調査

担当：村上央・服部芳人 （調査研究３課）

労務提供：ネクスコ中日本

期間：平成27年10月19日～平成27年10月22日

面積：216㎡

平成29年度

・第７次調査

担当：松永公喜・泉賢治 （調査研究３課）

現地作業：共栄建設株式会社

期間：平成29年６月28日～平成29年12月４日

面積：1,960㎡

（３）文化財保護法等にかかる諸通知

◎文化財保護法第94条に基づく三重県文化財保護条

例第48条第１項（周知の埋蔵文化財における土木

工事等の発掘に関する通知）

・平成22年８月６日付け、中高名支四工第760号

（中日本高速道路株式会社名古屋支社四日市工事

事務所長から三重県教育委員会教育長あて）
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◎文化財保護法第99条第１項（発掘調査の着手報告）

・平成24年11月６日付け、教埋第302号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて） 【平成24年度・第２次】

・平成25年５月10日付け、教埋第57号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて） 【平成25年度・第３次】

・平成25年９月９日付け、教埋第233号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて） 【平成25年度・第４次】

・平成26年５月２日付け、教埋第39号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて） 【平成26年度・第５次】

・平成27年６月19日付け、教埋第99号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて） 【平成27年度・第６次】

・平成29年７月６日付け、教埋第120号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて） 【平成29年度・第７次】

◎文化財保護法第100条第２項（文化財の発見・認

定通知）

・平成25年３月13日付け、教委第12-4442号

（三重県教育委員会教育長から四日市北警察署長

あて） 【平成24年度・第２次】

・平成25年９月５日付け、教委第12-4406号

（三重県教育委員会教育長から四日市北警察署長

あて） 【平成25年度・第３次】

・平成26年１月８日付け、教委第12-4412号

（三重県教育委員会教育長から四日市北警察署

長あて） 【平成25年度・第４次】

・平成26年10月23日付け、教委第12-4422号

（三重県教育委員会教育長から四日市北警察署長

あて） 【平成26年度・第５次】

・平成27年12月21日付け、教委第12-4418号

（三重県教育委員会教育長から四日市北警察署長

あて） 【平成27年度・第６次】

・平成29年12月７日付け、教委第12-4420号

（三重県教育委員会教育長から四日市北警察署長

あて） 【平成29年度・第７次】

◎周知の埋蔵文化財の範囲変更

・平成25年３月11日付け、教埋第499号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて）

◎新たな埋蔵文化財包蔵地の把握について

・平成25年３月27日付け、教埋第567号

（三重県埋蔵文化財センター所長から三重県教育

委員会教育長あて）

（服部）

【註】

①三重県埋蔵文化財センター『伊坂窯跡・伊坂遺跡（第

５次）発掘調査報告』2011年。

②小玉道明・番条勇雄『北山遺跡試掘調査概要』四日市

市教育委員会、1975年。

③四日市市遺跡調査会『北山Ｃ遺跡-（仮称）緑の広場計

画に伴う試掘調査報告書』1988年。

そらんぽ四日市（四日市市立博物館）での展覧会

「高速道路発掘物語」（平成28年６月14日～７月17日）
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北山Ｃ遺跡は、三重県北勢地方の桑名市・四日市

市・東員町にまたがって所在し、鈴鹿山脈から伊勢

湾に向かって注ぎ込む員弁川と朝明川に挟まれた朝

日丘陵の上に立地している。今回の調査によって遺

跡範囲が追加されたため、遺跡の北側は丘陵上の平

坦面、南側は南へ向かって緩やかに下がる緩斜面

（当初の遺跡範囲）となっている。また、新たに遺

跡として認定された西山古墳群は、丘陵上部の平坦

面に立地し、北（桑名市）側の眺望が良好である。

周辺の地質や地形については、近隣遺跡の既刊報

告書①を参考にされたい。

ここでは、主に北山Ｃ遺跡・西山古墳群（１）に

関係する時代について記述する。それ以外の詳細は

近隣遺跡の既刊報告書②を参考にされたい。

（１）縄文時代

これまでは西ヶ広遺跡（８）で遺構・遺物が僅か

に知られていたにすぎないが、近年、同じ朝日丘陵

上の中野山遺跡（21）や、朝明川の対岸に位置する

小牧南遺跡（29）などで発見が相次いだ。中野山遺

跡からは早期の竪穴住居・煙道付炉穴・集石炉、中

期の竪穴住居、晩期の土器棺墓などが確認された。

小牧南遺跡からは中期の竪穴住居と掘立柱建物、勾

玉形の石製垂飾が入った埋設土器などが見つかった。

（２）弥生時代

同じ朝日丘陵上の東側には、扁平紐式銅鐸の出土

地とされる伊坂町があり、その周辺の西ヶ広遺跡・

菟上遺跡（11）・山村遺跡（12）・伊坂遺跡（10）な

どの調査によって、中期以降に本格的に開発が進ん

だことが明らかになっている。また、環壕をもつ高

地性集落の金塚遺跡（13）では、住居跡から出土し

た扁平紐～突線紐の銅鐸片が注目を集めた。近年、

丘陵上西側の中野山遺跡や居林遺跡（23）、朝明川

の対岸に位置する小牧南遺跡などでも中期から古墳

時代前期の竪穴住居が多数発見されている。

（３）古墳時代

前期の古墳は極めて少なく、四日市市大宮町の志

�神社古墳や、桑名市大字北別所の高塚山古墳の前

方後円墳が挙げられる程度である。

中期の古墳としては、朝明川左岸の丘陵上に城ノ

広古墳群（19）がある。前方後円墳１基と方墳５基

が調査され、出土した須恵器や埴輪から、方墳群の

築造開始は５世紀末とされる③。朝日丘陵上にある

広古墳群（５）も西山古墳群と同じく方墳を主体と

する中期の古墳群であるが、調査されていないため

詳細は不明である。

周辺地域では後期古墳の数が圧倒的に多い。近年、

10基の古墳が調査された筆ヶ崎古墳群（24）は、現

存する八幡古墳（36）と同じく川原石を使用した横

穴式石室であった。また、当地の特色として、死人

谷横穴墓群（43）・広永横穴墓群（15）・金塚横穴墓

群（13）といった横穴墓群が確認されていることは

注目される。

集落跡についても、後期から飛鳥時代にかけての

住居跡が西ヶ広遺跡・中野山遺跡・山奥遺跡（42）・

筆ヶ崎西遺跡（24）などで数多く確認されている。

（水橋）

【註】

①三重県埋蔵文化財センター『伊坂窯跡・伊坂遺跡（第

５次）発掘調査報告』2011年。

②前掲註①および三重県埋蔵文化財センター『北山Ａ遺

跡（第２・３・５・６次）発掘調査報告』2017年。

③三重県埋蔵文化財センター『城ノ広古墳群・城ノ広遺

跡（第２次）発掘調査報告』2005年。

【主な参考文献】

・三重県『三重県史』資料編考古１・２、2005・2008年。

・三重県埋蔵文化財センター『近畿自動車道名古屋神戸

線（四日市JCT～亀山西JCT）建設事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査概報』Ⅱ～Ⅵ、2012～2016年。

・三重県埋蔵文化財センター・四日市市教育委員会など

の遺跡発掘調査報告

Ⅱ 位置と環境

１ 地理的環境

２ 歴史的環境（第２図）
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第２図 周辺の遺跡位置図（１：50,000）[国土地理院『菰野』『桑名』『四日市西部』『四日市東部』（１：25,000）に加筆作成]
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グリッド設定（第３図） 第２次調査開始時には、

工事用道路部分（第６・７次）の調査は想定されて

おらず、本線部分の調査範囲も東端が確定していな

かった。本線部分は幅60ｍほどで、ほぼ東西方向に

伸びていたため、100ｍ四方の大地区は使用せず、

４ｍ四方の小地区のみ設定し、南北をＡ～Ｙ、東西

を１～とすることで、拡張に対応しようとした（例：

Ｊ25の東はＪ26）。

ところが、第５次調査では北側へ、第６次調査で

は南側へ調査区が張り出すことになり、南北方向が

Ａ～Ｙだけでは対応できなくなった。そこで大地区

の法則を変則的に適用し、アルファベットの前に、

北側はＮ①、南側はＳを付けて地区を表示すること

にした。（例：Ｙ117の南はＳＡ117）

第７次調査は、細長い斜め方向の調査区で、他の

調査区とは離れていたため、独自のグリッド（３ｍ

四方の小地区を、座標に対し45度傾けたもの）設定

を行った（第96～98図）。

遺構番号の付与 溝や建物などの遺構には、種類

を問わず通し番号を付与し、ピットについては小地

区（グリッド）ごとに通し番号を付けた。

古墳については、調査中は溝ＳＤ・土坑ＳＫの略記

号で取扱い、調査後、古墳としての番号を新たに付

与した（１～55号墳）。

土壙墓については、土坑ＳＫの略記号で調査し、

その後、ＳＸに変更することも検討したが、土坑の

中には土壙墓の可能性が想定されるものの確定でき

ないものがあるため、土坑・土壙墓ともにＳＫのま

ま報告することとした。 （水橋）

基本的には上から表土、褐色系粘質土、地山とな

る。地山は、礫が目立つ場所もあったが（第２次西

区北西部や第７次調査区北端にかけて）、大半は橙

色系もしくは黄色の軟質な粘質土である。地山直上

で行った遺構検出で、すべての時代の遺構を確認した。

遺構は丘陵上の平坦面に集中しており、縄文時代

の陥し穴５基、弥生時代の土坑１基、古墳時代中後

期の古墳55基・木棺墓などの墓壙②20基・竪穴建物

１棟・土坑・溝、飛鳥時代の竪穴建物２棟・掘立柱

建物３棟・土壙墓１基、時期不明の掘立柱建物１棟

などがある（第４図）。丘陵南斜面（第７次調査）

で検出された土坑や溝は、すべて時期不明である。

（水橋）

丘陵平坦面の東側で土坑を５基検出した。遺物は

ないが、規模・形状・埋土の特徴と、ＳＫ182・192

の分析結果（Ⅴ自然科学分析参照）から、縄文時代

後期後葉から晩期初頭の陥し穴と推定される。

ＳＫ182 第５次調査区東半の南壁付近で検出し

た。平面形は略円形を呈し、底面中央に円形の小穴

がある。規模は検出面では直径1.4ｍ、底面では直

径0.9ｍ、検出面からの深さは1.0ｍである。小穴は

直径16cm、深さは土坑底面から15cm。埋土は基本的

に炭化物を含む褐色系粘質土である。

ＳＫ186 第５次調査区中央付近で検出した。平

面形は略円形を呈し、底面中央に円形の小穴がある。

規模は検出面では直径1.25ｍ、底面では直径0.8ｍ、

検出面からの深さは0.8ｍである。小穴は直径15cm

で、深さは土坑底面から35cm。埋土は基本的に炭化

物を僅かに含む褐色系粘質土である。

ＳＫ192 第５次調査区中央の西山32号墳周溝内

側で検出した。平面形は長方形に近い楕円形を呈し、

底面中央に円形の小穴がある。規模は検出面では長

径1.3ｍ×短径0.95ｍ、底面では長径1.05ｍ×短径

0.8ｍ、検出面からの深さは0.7ｍである。小穴は直

径25cm、深さは土坑底面から40cm。埋土は基本的に

炭化物を含む褐色系粘質土である。

ＳＫ318 第６次調査区の西山55号墳周溝内側で

検出した。平面形は楕円形を呈し、底面中央に円形

の小穴がある。規模は検出面では長径1.0ｍ×短径

0.75ｍ、底面では長径0.65ｍ×短径0.55ｍ、検出面

からの深さは1.0ｍ。小穴は土坑床面では直径18cm

Ⅲ 調査の方法と遺構

１ 調査の方法と名称

２ 基本層序と遺構概観

３ 縄文時代の遺構（第５図）
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第５図 ＳＫ182・186・192・318・319遺構図（１：50）
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の略円形だが、下部は細く８×４㎝の楕円形となり、

深さは底面から30cmである。埋土は基本的に炭化物

を含む褐色系粘質土である。

ＳＫ319 第６次調査区の南東部で検出した。調

査区外へ続くため全体の形状は不明であるが、平面

形はおそらく楕円形を呈し、底面中央の小穴も円形

を呈する。規模は検出面では1.05ｍ×0.6ｍ～、底

面では0.95ｍ×短径0.5ｍ～、検出面からの深さは

0.9ｍ。小穴は直径27cm、深さは40cmである。埋土

は黄褐色系粘質土を基本とするが、小穴部分は砂質

土である。 （水橋）

ＳＫ６（第６図） 検出段階では西接する土坑と

一連のものと判断し、溝としていたが、掘削の結果、

長径1.2ｍ、短径0.7ｍの長円形の土坑であることが

分かった。中央部が円形に検出面から50㎝落ち込む

異様な形態を呈する。埋土は比較的濃い褐色土で差

異はないが、この部分を重複する別遺構とし、深さ

14㎝程度の長円形の土坑としたい。ほぼ完形の台付

甕（１）が横倒し状態で、底部に接して出土した。

甕は、土坑中央部に長軸に直交する状態で検出され、

埋納されたものと考えられるが、その意図は不明で

ある。 （森川）

丘陵上平坦面の調査区で古墳時代の遺構を数多く

確認した。古墳55基は第２～６次調査区のほぼ全域

に分布し、木棺墓などの墓壙20基は北東部（第５次

調査区）に集中する。他に、竪穴建物１棟、土坑が

ある。

ａ 古墳（西山古墳群）

円墳８基、方墳47基の合計55基の古墳が確認され

た。その分布は、調査区西側に円墳、中央から東半

に方墳の集中が見て取れる。

墳丘は削平され、大半は周溝を残すのみであった

が、11・16・24号墳では主体部を１基ずつ、45・53

号墳でもその可能性のある土坑を確認した。

古墳の規模（周溝を含めず）は、方墳では最大の

45号墳で16.2×13.5ｍ、最小の53号墳で一辺4.2ｍ

で、円墳では、最大の55号墳で14.0ｍ、最小の２号

墳で直径8.2ｍ（推定）である。 （水橋）

西山１号墳（ＳＤ19：第７図）

第２次調査西区中央部南端で検出した。調査区外

へ続くため全体の形状は不明であるが、ほぼ円形に

巡る溝で、円墳の周溝と考えられる。直径は周溝の

内側で約13.2ｍを測り、今回の調査で検出したもの

としては大型のものである。検出面からの深さは一

様でなく、北部は10㎝程度、東西は50㎝を測る。周

溝底は南に向かうほど徐々に深さを増し、加えて検

出面自体も南へ向かって高さを増す結果である。し

たがって、北部では本来深さがやや浅いところへ、

後世の削平が及んで僅かの残存という結果になった

ものと考えられる。周溝は内側が円形を呈するのに

対し、外側は極端な不整形である。したがって、そ

の幅は不均一で、最も広い東側及び西側で４ｍを測

る。北側では１ｍ程度であるが、前述したように削

平の影響を考慮しなければならない。ただし、東南

側の調査区端では、30㎝以上の深さを保つにもかか

わらず、幅は１ｍに急激に狭まっている。この意味

するところは、調査区端のため不明である。

他の周溝と比べれば、その残存状況は比較的良好

で、周溝断面は墳丘側の急傾斜に対し、外側は緩斜

面となる。埋土は褐色から暗赤褐色の粘質土で３層

に分かれるが、付近の古墳周溝の最上層に認められ

る攪乱土は存在しない。土層は西側では外から内へ

傾斜しているのに対し、東側は内から外へ傾斜する

傾向がある。多少の無理を承知で推測すれば、墳丘

は主に東側へ崩壊し、西側では浅い外側から順に埋

没していった結果となる。

周溝の残存が比較的良好であるにもかかわらず、

遺物の出土は極めて少ない。器形を判断できるもの

４ 弥生時代の遺構

５ 古墳時代の遺構

第６図 ＳＫ６遺物出土状況図（１：40）
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第７図 西山１号墳（ＳＤ19）遺構図（１：100）
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としては、西側から出土した須恵器壺の底部（２）

及び土師器壺の体部片である。その他では周溝東側

及び西側から土師器の小片が若干出土したに止まる。

西山２号墳（ＳＤ８：第８図）

第２次調査西区中央部で検出した。ほぼ円形に巡

る溝で、円墳の周溝と考えられる。直径は周溝の内

側で約8.2ｍを測り、検出面から周溝の最深部まで

は20～30㎝で、削平のためか比較的浅いものである。

周溝幅は１ｍほどであるが、最も残存が良好な部分

では1.4ｍを測る。埋土は褐色粘質土であるが、上

層が黒褐色の攪乱土になる箇所も西側・東側を中心

に認められる。おそらく周溝の最終埋没が近代以降

に下った結果と考えられる。１号墳と３号墳に挟ま

れるかたちで隣接するが、その間隔は１ｍ程度の非

常に近接したものである。まとまった遺物の出土は

なく、北側の周溝から受部1/4程度残存の須恵器杯

身（３）、須恵器蓋・無蓋高杯の小片が出土するに

止まる。

西山３号墳（ＳＤ７：第８図）

第２次調査西区中央北端部で検出した方墳の周溝

と考えられる溝である。北東辺は調査区外であるが、

北東側ほど削平が強く調査区端付近では消滅する。

ただし、調査区外には谷が迫っているため、北東辺

は谷に落ち込み、当初から北東辺の設定がなかった

可能性もある。周溝の内側で7.5ｍを測り、周溝幅

は１～２ｍで不均一である。これは削平が影響した

結果と考えられるが、周溝の内側は直線的な方形を

呈するのに対し、外側はやや円弧状に外に張り出す

傾向を認めることができる。深さは残存の良好な部

分でも検出面から20㎝程度で、埋土は褐色から暗褐

色の粘質土である。ただし、東南辺から南西辺にか

けてこれと重複する攪乱層があり、周溝の完全な埋

没が近代以降に下ることを示している。北西辺の北

西側の埋土である黒褐色粘質土（第８図１層）につ

いても、東南辺と類似した状況から攪乱層と判断で

きなくもないが、その確証は得られなかった。ここ

では一応ＳＤ７の埋土としておくが、その埋没時期

は古墳時代から相当下る可能性がある。

遺物は東南辺から南西辺にかけて出土しているが、

いずれも須恵器蓋・土師器の小片で、唯一図示でき

たものが西隅付近で出土した須恵器杯身（４）である。

西山４号墳（ＳＤ15：第９図）

第２次調査西区中央部で検出したが、削平が激し

く、他の遺構や攪乱溝との重複もあり、原形を止め

ていない。西側が削平のため完全に消滅しているが、

周溝内側で直径12ｍの円墳と考えられ、１号墳に次

ぐ規模である。周溝幅は、最も残りの良い北東側で

3.3ｍを測るが、この部分でも深さは検出面から30

㎝ほどしかない。埋土は褐色粘質土で、上下２層に

分かれ、周溝の自然な埋没を示しているが、２・３

号墳にみられるような最上層が攪乱層になることは

ない。

劣悪な残存状況にもかかわらず、比較的多くの遺

物が出土した。遺物は東側から南側にかけて出土し、

北側からの出土はない。周溝東側には須恵器蓋杯・

高杯等が集中して出土しているが、底から10㎝ほど

浮いた状態で、完形に近いものもなく、埋納とは判

断し難い。その北側にでは須恵器甕体部片が多く出

土し、体部の1/8程度まで接合できた（17）。他にも

同一個体と考えられる破片があり、埋納されていた

ものが削平の影響を受けたものかもしれない。周溝

南東側では、1.5～2.0ｍ間隔で須恵器の杯蓋（５）・

杯身（10）・�（16）の３個体が出土している。３

個体とも完形またはほぼ完形であるが、底から10～

20㎝浮いた状態で、�と杯身は倒立状態である。原

位置を保っていないものと判断できるが、埋納され

たものか、または墳丘上から転落したものと考えら

れる。

なお、攪乱溝を挟んで対岸のＳＫ17も周溝の一部

と推測するに無理がない。

西山５号墳（ＳＤ９：第10図）

第２次調査西区北端部で検出した。他の遺構との

重複もあり、周溝の一部を確認したに止まるが、周

溝の内側で直径９ｍほどの円墳と推測した。調査区

北側に深い谷が迫り、それに向っての傾斜が始まる

地点に位置することから、当初から北側はなく、馬

蹄状を呈する周溝であったと考えられる。周溝は、

墳丘側が急傾斜となり、１号墳と同様な形状を呈す

るが、残存部で見るかぎり１号墳に見られるような

周溝外側の平面上の乱れはない。深さは墳丘側で検

出面から40㎝を測り、他のものと比べ良好な残存で

ある。北東側と北西側では、周溝底が深く抉れてお
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第８図 西山２号墳（ＳＤ８）・西山３号墳（ＳＤ７）遺構図（１：100）
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第９図 西山４号墳（ＳＤ15）遺構図（１：100）・遺物出土状況図（１：40）
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第10図 西山５号墳（ＳＤ９）・ＳＫ２遺構図（１：100）
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り、北西側では東に回り込み、北東側ではＳＤ11と

なり、そのまま谷へ落ち込む様相を呈する。おそら

くＳＤ12からＳＫ14を経由してＳＤ11に至る流路が

あり、ＳＤ12もそれを利用して掘削されたものと仮

定したい。元来、この筋は水が流れ易い状態にあっ

たために、水流が周溝に流入し、それが二筋に分か

れて周溝を侵食したものと推測される。したがって、

北側は周溝本来の形状を示していない。南側もＳＫ

14と重複するが、それより後出のため土層で観察で

き、周溝幅は、4.5ｍを測る。埋土の主体は褐色土

であるが、それより先に墳丘側に灰黄色砂質土の堆

積があり、墳丘からの崩落と考えられる。その後の

埋没は、外側から内へと進み、最も内側は攪乱土と

なり、ここでも最終埋没は近代以降に下る。

周溝が比較的深いにもかかわらず、遺物の出土は

須恵器・土師器の小片に止まり、埋納等は確認でき

ない。ＳＤ11から須恵器杯蓋の天井部（344）など

が出土しているが、前述した状況から周溝に属する

可能性が高い。 （森川）

西山６号墳（ＳＤ54：第11図）

第２次調査東区西側で検出した方墳の周溝と考え

られる溝である。他の古墳と同様に盛土部分は全て

削平され、周溝のみを残す。周溝幅は均一にちかく、

約１ｍである。周溝内側では東西8.3ｍ、南北8.5ｍ

の規模で、ほぼ正方形を呈する。検出面からの深さ

は北溝で25㎝、西溝で18㎝、南溝で８㎝、東溝で13

㎝を測り南溝が浅く北溝が深い。埋土は灰色の強い

褐色土である。深い北側では下層を有し、にぶい黄

橙～黄褐色粘質土となるのに対し、南溝には下層が

露呈する様子がない。地形も段丘縁の北側へ向かう

につれて若干の登り傾斜となっており、南溝が浅い

のは削平によるものではなく、本来から浅かったも

のと考えられる。

東西両溝からは埋納と思われる遺物の出土はなく、

土師器高杯の脚片（19）が出土したに止まる。南溝

では、中央やや西寄りで須恵器甕の体部片（31）が

集中して出土した。接合の結果、体部1/5ほどしか

復元できなかったが、出土状況から埋納されたもの

と考えられる。下方の破片は内側を上に、上方の破

片は内側を下に向けて出土し、全体として何かを包

み込むような状態にも見える。溝底部からは６㎝浮

いた状態ではあるが、周溝掘削後、若干の時間を経

て埋納されたものと考えられる。

北溝では、溝の東端から中央にかけて12個体（18・

20～30）の遺物が不整列・断続的に連なって出土し

た。西端のものは土師器壺（18）であるが、細片に

分かれ、残存率も悪いため、他のものと同一範疇で

考えるべきではないかもしれない。他は全て須恵器

で、杯蓋１個、高杯蓋２個、壺１個、有蓋高杯２個、

杯部片３個、脚部片２個である。その内、杯蓋（20）、

高杯蓋（22）、有蓋高杯（24・25）が完形またはほ

ぼ完形であるが、出土状況は正立（20・25）、倒立

（22）、横転（24）があり様々である。また、壺（21）

は細片に分かれていたが接合の結果、完形となった。

他のものも杯部と脚部が分離しているものの、それ

ぞれの残存状況は良好である。これらの出土高は揃っ

ており、溝底部から15㎝ほど浮いた状態である。こ

のため遺物上端は検出面と同等またはそれ以上の位

置となり、遺物上部は後世の攪乱を受けている。こ

れらの状況から、蓋が被せられた壺や高杯が溝内に

埋納、または墳丘に設置されたものが転落したもの

と推測される。その時期は、周溝掘削からある程度

経過した頃である。

西山７号墳（ＳＤ55：第12図）

西山６号墳の東側で検出した方墳の周溝と考えら

れる溝である。他の古墳と同様、盛土部分は全て削

平され、周溝のみを残す。規模は周溝内側で東西7.9

ｍ、南北8.3ｍ、周溝幅は約0.9～1.5ｍで、６号墳

と同様に北溝の幅が広く南溝が狭い傾向がある。検

出面からの深さは北溝で37㎝を測るが、南溝では10

㎝程度である。埋土は最上層が灰色土で、攪乱と類

似する。浅い南溝はこの層のみである。最も深い北

溝では、この下に２層を数えるが、自然埋没の様相

を呈する。これらから、南溝が浅いのは、６号墳と

同様、削平によるものではなく、本来浅かったもの

と考えられる。

東溝の２ヶ所で埋納と考えられる須恵器が出土し

ている。一つ目は、いずれも完形の須恵器で、正立

状態の杯蓋１個体（34）と、倒立状態の杯身２個体

（35・36）が溝底に接して置かれていた。蓋を容器

とすれば、いずれも伏せるかたちとなる。周溝掘削

後に何らかの祭祀が行われたことを彷彿させる。な
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第11図 西山６号墳（ＳＤ54）遺構図（１：100）・遺物出土状況図（１：40）
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第12図 西山７号墳（ＳＤ55）遺構図（１：100）・遺物出土状況図（１：40）
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お、この杯身２個体には、両者ともに底部外面に４

～５本の直線が焼成前に刻まれている。

その北側に２ｍ離れて須恵器�（38）と須恵器無

蓋高杯（37）が接するように出土している。�は横

倒し、高杯は倒立で、幾つかの破片に分かれている。

接合の結果、ほぼ完形に復元できたが、原位置を保っ

ている可能性は低い。出土位置は溝底にほぼ接して

おり、周溝掘削後に溝底に置かれたか、古墳完成後

まもなく、墳丘から転落したものか判断できない。

西溝からは、土師器甕（33）の口縁部片、南溝から

は須恵器�（39）が1/4の残存状態で出土している

が、本来の状況を推測できる状態ではない。ただし、

�の西側では須恵器甕か壺の体部片が多数出土して

いる。接合を試みたが、完形からほど遠い結果であっ

た。なお、北溝からは特筆すべき遺物は出土してい

ない。 （鈴木）

西山８号墳（ＳＤ53：第13図）

ＳＤ53は、ほぼ正方形に巡る溝で、溝の内側で南

北約8.3ｍ、東西約9.1ｍを測る方墳の周溝と考えら

れる。北側の10号墳周溝ＳＤ58とは１ｍ未満の間隔

で近接する。検出面から溝の最深部までは、四辺と

も約35㎝、各辺の溝幅は各辺値で約1.3ｍから1.8ｍ

を測りほぼ均一である。北辺から東辺にかけて、溝

と重なる形で攪乱溝が巡る。この溝はＳＤ53が近代

以降においても完全に埋没せず、その窪みを踏襲し

たものと考えられる。当初、ＳＫ56との重複部にお

いて、この溝をＳＤ53と誤認して掘削したため、本

来ＳＫ56に伴う遺物が多く混入する結果を招いた。

ＳＫ56完掘後にその底部からＳＤ53が検出でき、し

たがって、この部分は強い削平を受けている。主体

的な埋土は灰黄褐色粘質土で、四辺の全てで認めら

れる。なお、西辺と南辺の埋土最上層の灰色土も近

世以降の可能性がある。

西溝の南部では、ほぼ底に接して、土師器壺（41）

と須恵器鉢（61）が南北に接して出土した。土圧で

潰れているものの成立状態で並べられたものと推測

される。特に須恵器鉢は、�形土器と称される出土

例の稀なもの③である。南辺では２個体の須恵器�

（58・59）が口縁部を欠いた状態で出土しているが、

溝底から浮いた位置である。この位置は前述した近

世以降の埋没を推測できる層にかかっている。周溝

の埋没が進んだ時期に墳丘から転落したものか、墳

丘削平時の災いであろうか。さらに残存度の悪い�

（60）がもう１個体あり、東溝から出土した破片と

接合している。その東溝からは比較的多くの遺物が

出土したが、多くはＳＫ56からの混入である。須恵

器の蓋杯・壺が出土しているが、原位置を保ったも

のはなく、遺物の残存度も悪い。ただし、壺（57）

は底部を除きほぼ完形に接合でき、近接する西山10

号墳周溝出土遺物とも接合している。故意に破砕さ

れたものが飛び散ったのか、墳丘削平時の災いか。

一方、西山10号墳と近接する北溝からは、特筆す

べき遺物の出土はない。ただ、土師器甕（42）の口

縁部から体部上半片が溝底に接して出土している。

（森川）

西山９号墳（ＳＤ52：第15図）

８号墳から７ｍ南に位置する方形に巡る溝で、方

墳の周溝と考えられる。規模は周溝内側で約６ｍを

測り、近隣の古墳と比較すると小型のものである。

周溝内側は４辺とも直線的であるのに対し、外側は

隅がやや丸味を呈し、外側に弧状に張り出す部分も

ある。したがって周溝幅は一定ではなく、0.5～1.4

ｍを測るが、概ね１ｍ前後である。検出面からの深

さは約15㎝で、削平が進んだ結果とはいえ近隣のも

のより浅い。なお、埋土は褐色粘質土１層を数える

のみである。

南東溝の中央部と東隅の２ヶ所から、完形の土師

器の椀がそれぞれ１個体出土した。底から若干浮い

た状態ではあるが、周溝掘削後まもなくの埋納と考

えられる。埋納状況は南西溝のもの（64）が正立、

東隅のもの（63）が倒立で、正反対の様相を示す。

その意味するところは不明であり、墳丘からの転落

の可能性も考えるべきかもしれない。

西山10号墳（ＳＤ58：第14図）

第２次調査東区北端の段丘縁で周溝を検出した。

検出時点での形状は外側が方墳、内側が円墳の形状

を呈する。深さは検出面から50㎝を測り、近隣のも

のより深い。埋土は３層に分かれるが、上部２層は

攪乱または近世以降の堆積である。最下層は厚さ20

㎝の黒色土系の埋土で、この層は北部には存在せず、

底まで近世以降の埋土が主体となる。全体的に周溝

が深いためか、完全に埋没したのは近代以降である。
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第13図 西山８号墳（ＳＤ53）遺構図（１：100）・遺物出土状況図（１：40）
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第14図 西山10号墳（ＳＤ58）遺構図（１：100）・遺物出土状況図（１：40）



調査時には上層２層を「上層」、最下層を「下層」

として２分割で掘削し、それぞれ区別して遺物を取

り上げている。周溝北端部は段丘縁と同化するが、

その延長上は麓の集落から段丘上へ登る里道に繋がっ

ている。このことから、周溝が完全に埋没する時期

を待たずに溝の窪みを里道として利用し、大きく東

へ回り込んで段丘上に登りつめ、畑作等に寄与して

いたものと判断できる。下層出土遺物にも時期差が

あることから、この里道の利用が古墳時代後期まで

遡る可能性もあり、周溝の形状も早い段階から改変

された可能性も高い。

以上により、周溝形状を注視すると、南側は８号

墳（ＳＤ53）と並ぶように周溝外側が直線状で、そ

れから直角に北に折れ直進する。これを重視して、

周溝外辺で一辺12.5ｍの方墳と考えたい。西辺は送

電線の基礎のため不明、北辺は、段丘縁で傾斜も始

まっていることに加え、後世の改変も加わり本来の

形状が残存していない。周溝幅は南辺が本来の幅を

残しているものとし、幅２ｍである。

須恵器蓋杯・�・壺・甕等、比較的多くの遺物が

出土しており、全て南側に分布する。近世の攪乱が

北部では溝底まで及んでいることの影響かもしれな

い。南側に分布する遺物も完形で出土したものはな

く、原位置を保つものはない。接合の結果、比較的

残存度の良好なものもが多いが、第14図に出土状況

を示した須恵器杯身（71）は接合の結果、完形に復

元できている。 （鈴木）

西山11号墳（ＳＤ67・68・ＳＫ303：第16～18図）

直径12.5ｍ（周溝を含めず）の円墳で、第３次調

査区南壁際で周溝北半を、第６次調査区西端付近で

周溝南半と主体部ＳＫ303を確認した。周溝は、北

西部分が５ｍほど土橋状に途切れ、その東側は幅

3.5ｍと広く、西側は幅1.5～1.9ｍで細い。深さは

20～35㎝である。埋土は自然堆積したとみられる粘

質土で、基本的に上から褐色土、黒褐色土、（明）

褐色土に分層できた。遺物は、周溝北半部の中～上

層に集中していた。

遺物は、飛鳥時代の土器が大量に含まれるが、土

師器甕・須恵器（蓋杯・高杯・�・壺・横瓶）など、

合計コンテナケース14箱分ほど出土した。飛鳥時代

になって古墳北方に建てられた竪穴建物や掘立柱建

物で使われた土器が、ある程度埋没していた周溝の

凹みへ捨てられたものと推測される。

主体部は、周溝で囲まれた範囲のほぼ中央で１基

認められた。長さ3.1ｍ×幅0.54ｍの平面隅丸方形

で、検出面からの深さは18㎝。埋土は炭化物粒や白

色粘土小塊を含む。幅が非常に狭いことから、木棺

痕跡のみを検出した可能性があると考え、外側へト

レンチを延ばし、最終的には大規模に断ち割ったが、

何も確認されなかった。主体部の内側からは、15㎝

大の円礫が、東端から３個、西端近くの底面から１

個出土した。棺を固定するためのものと推測される。

主体部から遺物は出土しなかった。

西山12号墳（ＳＤ63：第19図）

東西9.6ｍ×南北9.3ｍの方墳で、周溝のみ残存し

ていた。周溝は概ね幅1.6ｍ、深さ20㎝の断面逆台

形を呈する。埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、西溝から土師器甕（133）や須恵

器壺（135）が、北溝から砥石、北東隅の周溝から

須恵器高杯（134）などが出土した。

西山13号墳（ＳＤ206：第20図）

南半分が完全に削平を受けているため全容は不明

だが、直径12.3ｍ（推定）の円墳。周溝の規模は、

状態の良い場所で、幅1.2ｍ、深さ20㎝である。埋

土は基本的に褐色粘質土である。

土師器の小破片が６点出土した。

西山14号墳（ＳＤ86：第21・22図）

一辺11.8ｍの方墳で、周溝のみ残存していた。周

溝は概ね幅2.0ｍ、深さ50㎝の断面逆台形を呈する。

埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、北溝で土師器高杯や須恵器甕、東

溝で土師器高杯（137）や須恵器�（140）、南溝で

土師器甕、南西隅で須恵器甕が出土した。北溝の土

師器高杯（139）は、中央付近の底直上から正位置

で出土した。

西山15号墳（ＳＤ87・89・90：第23図）

東西7.6ｍ×南北7.5ｍの方墳で、周溝のみ残存し

ていた。周溝は場所によって様相が異なり、北溝は

幅1.7ｍ、深さ35㎝の断面逆台形を呈するのに対し、

東溝は幅0.8ｍ、深さ20㎝、南溝は幅1.1ｍ、深さ30

㎝で、どちらも断面Ｕ字形を呈し、北溝より鋭角で

ある。西溝については、第４次調査範囲では不連続
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第16図 西山11号墳（ＳＤ67・68・ＳＫ303）遺構図（１：200）

第15図 西山９号墳（ＳＤ52）遺構図（１：100）・遺物出土状況図（１：40）
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第17図 西山11号墳 土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第18図 西山11号墳主体部 遺構図（１：20）
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第19図 西山12号墳（ＳＤ63）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第21図 西山14号墳（ＳＤ86）遺構図（１：200）

第20図 西山13号墳（ＳＤ206）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第22図 西山14号墳 土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第23図 西山15号墳（ＳＤ87・89・90）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第24図 西山16号墳（ＳＤ88・ＳＫ202）遺構図（１：100）・土層図（１：50）、主体部詳細図（１：20）



―34―

で溝底高も一定せず、北壁付近で幅広になるなど不

定形で、第５次調査で確認できた形状と齟齬が認め

られる。これは、周溝埋土と地山とが非常に似通っ

ていたため、第４次調査の際に、上層の影響を受け

た地山を周溝埋土と誤認し掘りすぎた可能性がある。

遺物としては、北溝中央付近の中位（８・９層）

でガラス玉（143）、東溝で土師器高杯（141）、南溝

で須恵器直口壺（142）などが出土した。南溝は、

掘削後の形状と断面観察により、攪乱溝が重複して

いることが判明した。直口壺の出土層位（３層）は

攪乱溝の範疇になるが、本来、15号墳に属していた

ものと推測される。

西山16号墳（ＳＤ88・ＳＫ202：第24図）

概ね東西6.5ｍ×南北6.0ｍの方墳。中央から西側

にかけての広い範囲が近世の攪乱溝によって破壊さ

れているが、周溝と主体部が確認された。

周溝は場所によって残存状態が異なり、北西隅付

近は幅0.4ｍ、深さ７㎝、東溝は幅0.6ｍ、深さ15㎝

でどちらも断面逆台形を呈する。南溝は幅0.9ｍ、

深さ20㎝で、断面形状は他よりも鋭角である。埋土

は基本的に褐色系の粘質土であるが、近接する15号

墳とは明確に異なる色調であった。周溝からの出土

遺物はない。

主体部は、周溝で囲まれた範囲の中央やや南寄り

に位置する。近世の攪乱溝によって西端が破壊され

ているため、全容は不明だが、掘形は長さ1.9ｍ以

上×幅0.7ｍの平面隅丸方形を呈する。深さは約20

㎝。掘形内部には、丸味を帯びた断面形状の木棺痕

跡が認められた。長さ1.6ｍ以上、幅0.5ｍで、木棺

痕跡の下面は掘形床面に接している。木棺痕跡の周

囲では、土壙墓で木棺固定用に認められたものと同

質の粘土が確認されたが、量は非常に少ない。

頭位については、掘形と木棺の幅が若干広いこと

から東側と推測される。

遺物としては、木棺痕跡内側の中央やや北寄りか

ら鉄製品が１点出土した。

西山17号墳（ＳＤ84：第25図）

一辺6.5ｍほどの方墳で、周溝のみ残存していた。

南溝で周溝が一部途切れているが、残存状態が悪い

ためと思われる。周溝は、状態の良い北西隅付近で

幅1.0ｍ、深さ30㎝ほどである。埋土は（明）褐色

粘質土である。

遺物としては、西溝や南東隅付近の周溝から土師

器の甕が少量出土した。

西山18号墳（ＳＤ201：第27図）

一辺6.3ｍほどの方墳で、周溝のみ残存していた。

周溝が北東隅で途切れているが、一次調査で掘りす

ぎたためと推測される。周溝は、幅1.0ｍ、深さ20

㎝ほどで、埋土は基本的に褐色系の粘質土である。

遺物としては、北西隅で土師器甕（145）が溝底

面から10㎝ほど浮いた状態で出土した。他に、土師

器（高杯・小型壺？）、須恵器片がある。

西山19号墳（ＳＤ203：第28図）

攪乱溝による破壊や西側の谷への土の流出により、

全容は不明であるが、東西8.1ｍ以上×南北10.5ｍ

の方墳である。周溝は、幅2.0ｍ、深さ30㎝ほどの

規模で、埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、東溝の北端付近で須恵器�（147）

が溝底面から10㎝ほど浮いた状態で出土した。他に

土師器（甕・高杯・椀？）がある。

西山20号墳（ＳＤ196：第29図）

北東側の谷へ土が流出してしまったためか北溝は

検出されなかったが、一辺10.5ｍほどの方墳と推測

される。周溝は、幅2.0ｍ、深さ30㎝ほどの規模で、

埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、南西隅付近で須恵器樽形�（150）

が出土した。他に、土師器の小片が少量ある。

西山21号墳（ＳＤ195：第30・31図）

10.5ｍ×10.0ｍの方墳。北隅は周溝が途切れるが、

谷へ土が流出してしまったためと推測される。周溝

は概ね幅1.5ｍ、深さ30㎝の規模で、埋土は基本的

に褐色粘質土である。

遺物としては、四周すべての溝から埴輪が出土し

た。埴輪は、溝底から10～15㎝ほど浮いた位置で、

バラバラに割れていた。本来は墳丘に据えてあった

ものであろう。他に土師器甕もある。

西山22号墳（ＳＤ194：第32図）

5.9ｍ×5.3ｍの方墳で、周溝のみ残存していた。

周溝は概ね幅0.8ｍ、深さ15㎝の断面逆台形を呈す

る。埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、土師器の小片が少量出土した。

西山23号墳（ＳＤ83：第26図）
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第26図 西山23号墳（ＳＤ83）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第25図 西山17号墳（ＳＤ84）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第27図 西山18号墳（ＳＤ201）遺構図（１：100）・土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第28図 西山19号墳（ＳＤ203）遺構図（１：100）・土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第29図 西山20号墳（ＳＤ196）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第30図 西山21号墳（ＳＤ195）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第32図 西山22号墳（ＳＤ194）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第31図 西山21号墳 遺物出土状況図（１：40）

東西7.3ｍ×南北6.0～7.1ｍの歪な四角形を呈す

る方墳で、周溝のみ残存していた。周溝は、幅0.8

～1.4ｍ、深さ25～35㎝である。南東隅については、

第３次調査では検出されなかったが、第４次調査で

は調査区南壁まで西溝がのびていたため、第３次調

査区を再度調査したところ、南西隅が明確に途切れ

ることを確認した。埋土は基本的に褐色粘質土で、

堆積方向に偏りは認められない。

遺物としては、北溝と西溝から土師器椀（211・

212）が出土した。

西山24号墳（ＳＤ80・ＳＫ81：第33～35図）

一辺8.5ｍほどの方墳で、周溝と主体部が確認さ

れた。周溝は幅0.5～1.2ｍ、深さは最大30㎝で、北

西隅の残存状態は悪い。埋土は基本的に褐色粘質土

ある。

主体部は、周溝で囲まれた範囲のほぼ中央に位置

する。西側から南側にかけて大きく攪乱を受けてい

るため、全容は不明だが、掘形は長さ（東西）3.1

ｍ以上×幅1.0ｍの平面隅丸方形を呈する。攪乱穴

の西には、僅かに黒い土の広がりが認められた。明

確な遺構として検出することはできなかったが、主

体部の残欠もしくは地山への影響範囲とすれば、掘
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第33図 西山24号墳（ＳＤ80・ＳＫ81）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第34図 西山24号墳主体部 遺構図（１：20）・土層図（１：20）
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第36図 西山25号墳 遺物出土状況図（１：40）

第35図 西山24号墳主体部 土層図・断面図（１：20）



―44―

第37図 西山25号墳（ＳＤ82）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第38図 西山26号墳（ＳＤ85）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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形の長さは約4.3ｍとなる。掘形内部の中央付近で

木棺痕跡が確認された。長さ約2.4ｍ、幅0.4ｍで、

断面形状は丸味を帯びる。検出面からの深さは、掘

形が約10㎝、木棺痕跡は更に深く約25㎝である。

遺物としては、北溝から須恵器甕、南溝から須恵

器把手付椀（213）、主体部から鉄製刀子１点が出土

した。刀子（216）は木棺痕跡内側の南中央付近か

ら、切っ先が西側を向いた状態で出土した。

西山25号墳（ＳＤ82：第36・37図）

長辺（東西）10.9ｍ×短辺（南北）9.3ｍの方墳

で、周溝のみ残存していた。周溝は概ね幅1.4ｍ、

深さ30㎝ほどで、埋土は基本的に褐色粘質土である。

西溝の土層では、墳丘側（東）から土が流れ込んだ

状況を観察できた。

遺物としては、西溝から須恵器甕（221）が、南

溝から須恵器の高杯（219）・甕（220）、土師器高杯

（217）、東溝の上層から須恵器�（218）などが出土

した。須恵器甕（221）は、破片が周溝中央から墳

丘側にかけての溝底直上に集中して出土しているこ

とから、築造後、間もなく墳丘上から転落したもの

と考えられる。

西山26号墳（ＳＤ85：第38図）

第４次調査区南壁際から第６次調査区にかけて周

溝が検出された方墳。さらに調査区外へ続くため全

容は不明であるが、規模は一辺15.5ｍほどと推測さ

れる。周溝は、幅2.0ｍ、深さ45㎝である。埋土は

基本的に褐色系の粘質土で、自然堆積による。特に

標高の低い側にある西溝土層では、墳丘崩落土の流

入が顕著に見て取れる。

遺物としては、西溝から須恵器甕と土師器片が少

量出土した。図化していないが、須恵器甕は外面に

平行タタキ、内面に当具痕ナデ消しが認められる体

部片である。

西山27号墳（ＳＤ79：第39図）

東西7.5～8.2ｍ×南北7.8ｍの歪な四角形を呈す

る方墳で、周溝のみ残存していた。周溝は、幅1.0

～1.5ｍ、深さ15～40㎝。埋土は基本的に褐色粘質

土で、南溝周辺は見極めが難しいほど地山に似た土

である。堆積方向に偏りは認められない。

遺物としては、南溝中央やや西寄りで土師器台付

甕２個体（225・226）が、周溝外（南）側から倒れ

込んだような状態で出土した。他に、須恵器壺や土

師器の小片がある。

西山28号墳（ＳＤ73：第40図）

東西10.9ｍ×南北10.7ｍの方墳で、周溝のみ残存

していた。周溝は幅1.0～1.9ｍ、深さ20㎝である。

埋土は基本的に褐色粘質土である。28号墳南溝と29

号墳北溝はほぼ平行しているため、両者の造営時期

は非常に近いのではないかと推測される。

遺物としては、西溝から土師器高杯（227）が出

土したのみである。

西山29号墳（ＳＤ72：第41図）

西辺がやや短いが、概ね一辺9.7ｍの方墳で、周

溝のみ残存していた。北溝は28号墳の南溝と並行し

ている。周溝は幅0.4～0.7ｍ、深さ15～45㎝の規模

で、埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山30号墳（ＳＤ76～78：第42図）

ＳＤ76を北溝、ＳＤ77を西溝、ＳＤ78を南溝とす

る方墳。東溝の位置には方向性を同じくする31号墳

の西溝がある。南東隅部分で31号墳周溝埋土との差

異を入念に観察したが、新旧関係を判断することは

できなかった。規模は概ね一辺5.0ｍで、周溝の幅

は0.7～1.3ｍ、深さは7～15㎝で、残存状況は悪い。

埋土は褐色系の粘質土である。

遺物としては、北溝中央付近から土師器高杯１個

体（228）が出土したのみである。

西山31号墳（ＳＤ75：第44図）

南隅が調査区外へ続くため調査していないが、一

辺12.0ｍの方墳で、周溝のみ残存していた。周溝の

規模は、残存状態が良好な北西溝で幅3.0ｍ、深さ

50㎝である。埋土は基本的には褐色もしくは明褐色

粘質土で、中位に暗褐色土層が広範囲に確認できた。

墳丘盛土の崩壊による自然堆積がおさまって安定し

た時期に、表土化した土と考えられる。

その暗褐色土層の直上層から山茶碗（231）が出

土した。また、立木の根の隙間の周溝埋土から須恵

器蓋杯（230）が、南東溝から土師器の壺や甕の小

破片が少量出土した。

西山32号墳（ＳＤ176：第45・46図）

東西12.4～13.2ｍ×南北14.0ｍのやや歪な四角形

を呈する方墳で、周溝のみ残存していた。周溝は、
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第39図 西山27号墳（ＳＤ79）遺構図（１：100）・土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第40図 西山28号墳（ＳＤ73）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第41図 西山29号墳（ＳＤ72）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第43図 西山34号墳（ＳＤ175）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第42図 西山30号墳（ＳＤ76～78）遺構図（１：100）・土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第44図 西山31号墳（ＳＤ75）遺構図（１：200）・土層図（１：50）
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第45図 西山32号墳（ＳＤ176）遺構図（１：200）・土層図（１：50）



―53―

第47図 西山33号墳（ＳＤ189）・ＳＫ320遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第46図 西山32号墳 遺物出土状況図（１：40）
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幅2.5ｍ、深さ50㎝ほど。埋土は基本的には褐色も

しくは明褐色粘質土であるが、中位には31号墳と同

じような暗（黒）褐色土層が広範囲に確認できた。

また、その黒色系の土層よりも下層（溝底面よりも

10～20㎝ほど上）には、人頭大の礫が大量に混じっ

ていた。溝の中心よりも墳丘側に集中していたこと

から、墳丘に葺かれていた石が崩落したものと考え

られる。

遺物としては、北西隅付近から須恵器の杯身（235）・

杯蓋・壺が、北東隅付近の東溝から土師器小型壺

（232）や須恵器甕などが出土した。

西山33号墳（ＳＤ189：第47図）

第４次調査区南壁際から第６次調査区にかけて検

出された平面「コ」字形を呈する溝。残存状態が非

常に悪いため、途切れている北西隅の形状が歪だが、

一辺６ｍほどの方墳の北半部と判断した。周溝は幅

0.6ｍ、深さ10～25㎝の規模で、埋土は褐色粘質土

である。遺物は出土しなかった。

なお、土坑ＳＫ320については、墳丘想定範囲の

中央付近という非常に良い位置にあるものの、平面

形が歪で、木棺痕跡も認められず、副葬品等もない

など、積極的に主体部とする根拠は得られなかった。

西山34号墳（ＳＤ175：第43図）

東西6.6ｍ×南北7.0ｍの方墳で、周溝のみ残存し

ていた。周溝は幅0.5～0.7ｍ、深さ15㎝ほどの断面

逆台形を呈し、残存状態が悪いためか北西隅が途切

れている。埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、北溝から土師器高杯が、南西隅付

近の周溝から土師器片が出土した。

西山35号墳（ＳＤ177：第48・49図）

北西側の谷へ土が流出してしまったためか北溝は

検出されなかったが、一辺14.2ｍほどの方墳と推測

される。周溝は、幅2.0～2.6ｍ、深さ60㎝ほどであ

る。南溝中央部分は溝が浅く、外側からせりだす島

状の高まりが認められた。埋土は基本的に褐色粘質

土だが、比較的上層で暗褐色粘質土が広範囲に認め

られた。31・32号墳で認められた暗褐色粘質土と同

じ性質の土であろう。

遺物としては、南溝の島状の高まりの先端付近か

ら土師器壺（246）と鉄製�（249）が重なって出土

したことが注目される。ほかに、西溝から土師器壺

（243）が、南西隅の周溝上層から須恵器甕の小片１

点が、南溝から土師器高杯（240・241）が出土した。

西山36号墳（ＳＤ178：第50図）

長辺5.6ｍ以上×短辺4.5ｍ以上のＬ字溝として検

出した。残存状態は非常に悪いが、溝の形状・埋土

や周辺の古墳との位置関係から方墳の残欠と判断し

た。周溝は状態の良い場所で、幅1.0ｍ、深さ30㎝

ほどで、埋土は基本的に褐色粘質土である。

なお、土坑ＳＫ190については、Ｌ字溝との位置

関係から主体部を想定させるが、歪な平面形や埋土

の状態から主体部ではないと判断した。

遺物は出土しなかった。

西山37号墳（ＳＤ169：第51図）

西溝の大半は検出されず、西辺がやや短くやや歪

な形を呈しているが、概ね一辺6.5ｍの方墳である。

周溝は、比較的状態の良い場所で幅1.0ｍ、深さ25

㎝である。埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山38号墳（ＳＤ172：第52図）

長辺4.5ｍ以上×短辺4.3ｍ以上のＬ字溝として検

出した。残存状態は非常に悪いが、溝の形状・埋土

や周辺遺構との位置関係から方墳と判断した。周溝

は状態の良い場所で、幅0.8ｍ、深さ25㎝ほどであ

る。埋土は褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山39号墳（ＳＤ160：第53図）

長辺5.1ｍ以上×短辺4.7ｍ以上のＬ字溝として検

出した。残存状態は非常に悪いが、溝の形状・埋土

や周辺の古墳との位置関係から方墳と判断した。周

溝は状態の良い場所で、幅0.7ｍ、深さ20㎝ほどで

ある。埋土は褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山40号墳（ＳＤ157：第54図）

長辺6.0ｍ程度×短辺4.5ｍ以上のＬ字溝として検

出した。残存状態は非常に悪いが、溝の形状・埋土

や周辺遺構との位置関係から方墳と判断した。周溝

の規模は状態の良い場所で、幅0.5ｍ、深さ10㎝ほ

どである。埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山41号墳（ＳＤ155・156：第55図）

残存状態が悪く、周溝は途切れがちであるが、概



―55―

第48図 西山35号墳（ＳＤ177）遺構図（１：200）・土層図（１：50）



―56―

第50図 西山36号墳（ＳＤ178）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第49図 西山35号墳 遺物出土状況図（１：40）
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第52図 西山38号墳（ＳＤ172）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第51図 西山37号墳（ＳＤ169）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第54図 西山40号墳（ＳＤ157）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第53図 西山39号墳（ＳＤ160）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第56図 西山42号墳（ＳＤ162）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第55図 西山41号墳（ＳＤ155・156）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第57図 西山43・44号墳（ＳＤ163～165・167・168）遺構図（１：100）・土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）

ね一辺6.5ｍの方墳である。周溝の規模は、比較的

状態の良い場所で幅0.7ｍ、深さ10㎝である。埋土

はにぶい褐色粘質土である。

遺物としては、東隅の周溝から土師器の破片が出

土した。

西山42号墳（ＳＤ162：第56図）

残存状態が悪く、周溝が途切れがちであるが、長

辺7.0ｍ×短辺6.6ｍの方墳である。周溝の規模は、

比較的状態の良い場所で幅1.3ｍ、深さ35㎝である。

埋土は褐色系の粘質土である。

遺物としては、南隅の周溝から須恵器杯身（251）

と土師器片が出土した。

西山43号墳（ＳＤ167・168：第57図）

残存状態が悪く、周溝が途切れがちであるが、東

西5.0ｍの方墳である。周溝の規模は、比較的状態

の良い場所で幅0.5ｍ、深さ15㎝である。埋土は基

本的に褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山44号墳（ＳＤ163～165：第57図）

残存状態が悪く、周溝は途切れがちであるが、東

西6.5ｍ×南北5.5ｍほどの方墳である。周溝は、比

較的状態の良い場所で幅0.6ｍ、深さ15㎝である。

埋土は基本的に褐色粘質土である。

遺物としては、西溝から須恵器杯身（252）が１
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第58図 西山45号墳（ＳＤ151）・ＳＫ161遺構図（１：200）・土層図（１：50）
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個体出土した。

西山45号墳（ＳＤ151：第58・59図）

東西13.5ｍ×南北16.2ｍの方墳で、周溝に囲まれ

た範囲のほぼ中央に主体部の可能性がある土坑ＳＫ

161が確認された。南西隅から東溝中央付近は近現

代の攪乱溝（道路か）によって破壊され、東方向へ

の谷状地形となっている。周溝は状態の良い南溝で

幅2.5ｍ、深さ55㎝である。場所によって様相が異

なり、北溝は幅1.7ｍ、深さ35㎝の断面逆台形を呈

する。埋土は基本的に褐色粘質土で、墳丘側から、

土が流れ込んだ堆積状況が認められた。

ＳＫ161は、表土除去の際、攪乱との認識から、

重機により掘削されたため、本来の形状ではない可

能性があるが、掘りあがりの状況は、長辺4.3ｍ×

短辺1.3ｍの長方形で、中央の2.3ｍ×1.0ｍほどの

範囲がさらに窪む。僅かに残っていた埋土は褐色粘

質土で、他の古墳主体部や木棺墓の埋土に似ている。

遺物は比較的多く、西溝から土師器壺・須恵器壺

（267）、南西隅から須恵器甕、南溝から須恵器（杯

蓋・提瓶・小型甕）などが出土した。

西山46号墳（ＳＤ301：第60図）

第６次調査区南西端で検出された周溝。大半が調

査区外へ続くため全容は不明であるが、11号墳と同

規模の径12.5ｍほどの円墳と推測される。周溝の規

模は幅3.0ｍ、深さ40㎝で、調査区西壁付近のみ幅

2.1ｍ、深さ13㎝と細く浅くなる。埋土は基本的に

褐色系の粘質土である。

遺物としては、須恵器（蓋杯・甕）、土師器（椀・

甕）などが出土した。西半では飛鳥時代の遺物が多

く出土したが、東半からは本来の古墳遺物とみられ

る須恵器蓋杯（275・279・280）が溝底直上近くで

出土した。

第59図 西山45号墳 遺物出土状況図（１：40）、ＳＫ161遺構図（１：50）
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第60図 西山46号墳（ＳＤ301）遺構図（１：100）・土層図（１：50）・遺物出土状況図（１：40）
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第61図 西山47号墳（ＳＤ304）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第62図 西山48号墳（ＳＤ305～307）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第65図 西山51号墳（ＳＤ311）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第64図 西山50号墳（ＳＤ309）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第63図 西山49号墳（ＳＤ308）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第67図 西山53号墳（ＳＤ313）・ＳＫ312遺構図（１：100）・土層図（１：50）

第66図 西山52号墳（ＳＤ310）遺構図（１：100）・土層図（１：50）
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第68図 西山54号墳（ＳＤ316）遺構図（１：100）・土層図（１：50）

西山47号墳（ＳＤ304：第61図）

第６次調査区で検出された方墳。大半が調査区外

へ続くため、全容は不明であるが、一辺13.0ｍほど

と推測される。周溝は幅2.7ｍ、深さ30㎝の規模で、

埋土は基本的に褐色系の粘質土である。

遺物としては、北溝中央付近から須恵器甕（284）

と土師器椀（283）、東溝調査区壁付近から須恵器甕

（285・286）が出土した。隣接する48号墳東溝から

は、この285・286と同一個体とみられる破片が出土

している。

西山48号墳（ＳＤ305～307：第62図）

第６次調査区で検出された方墳。北溝の形状が不

自然に北へ曲がるため、別遺構の重複を想定し精査

したところ、周溝よりも新しい溝が重複しているよ

うに思われたが、確定には至らなかった。北東隅は

周溝がつながらず、土橋状になる。規模については、

南溝が調査区外へ続くため全容は不明であるが、東

西7.1ｍ×南北6.0ｍほどの長方形で、西溝は幅1.0

～2.0ｍ、深さ50㎝、北溝は幅0.9ｍ、深さ20㎝、東

溝は幅3.0ｍ、深さ30㎝である。埋土は基本的に褐

色系の粘質土である。

遺物としては、西溝から須恵器甕、北溝から須恵

器杯蓋片、東溝から須恵器蓋杯（287・288）が出土

した。北溝ＳＤ307出土の杯蓋片は東溝ＳＤ306出土

品（288）と接合し、同一個体と判明した。

西山49号墳（ＳＤ308：第63図）

第６次調査区で検出された方墳。南半が調査区外

へ続くため、全容は不明であるが、一辺8.0ｍほど

と推測される。西溝は北側が途切れる。規模は西溝

の幅0.7ｍ、深さ30㎝、東溝の幅1.4ｍ、深さ40㎝で

ある。埋土は基本的に褐色系の粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山50号墳（ＳＤ309：第64図）

第６次調査区で検出された方墳。南半が調査区外

へ続くため、全容は不明であるが、一辺は6.3ｍ以

上である。北溝は幅0.7ｍ、深さ15㎝、東溝は幅0.9
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第69図 西山55号墳（ＳＤ317）遺構図（１：100）・土層図（１：50）



―70―

ｍ、深さ20㎝の規模である。埋土は褐色系の粘質土

である。

遺物としては、北溝から器種不明の土師器片が出

土した。

西山51号墳（ＳＤ311：第65図）

第６次調査区で検出された２条の溝。埋土と地山

の区別が非常に難しく、部分的には誤認した可能性

もあるが、方墳の北東隅と考えられる。大半は調査

区外へ続くため、全容は不明であるが、北溝は幅0.9

ｍ以上、東溝は幅0.8ｍ、深さは共に20㎝の規模で

ある。埋土は褐色粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山52号墳（ＳＤ310：第66図）

第６次調査区で検出された方墳。南溝が調査区外

へ続くため、全容は不明であるが、一辺は6.7ｍほ

どと推測される。周溝の幅は西溝0.5ｍ、北溝0.9ｍ、

東溝は幅0.8ｍで、深さ20㎝である。埋土は褐色系

の粘質土である。

遺物は出土しなかった。

西山53号墳（ＳＤ313・ＳＫ312：第67図）

第６次調査区で検出された方墳。北隅は攪乱溝に

破壊され、南西隅は検出されなかったため、全容は

不明だが、一辺4.2ｍほどと推測される。周溝埋土

と地山の区別が非常に難しかったため、トレンチを

入れながら検出し掘削した。周溝の幅は0.5ｍ、深

さは20㎝である。埋土は褐色系の粘質土である。

ＳＫ312は、周溝に囲まれた範囲のほぼ中央で検

出された。長さ1.3ｍ×幅0.3ｍの略隅丸長方形を呈

する。主体部とするには小さすぎるが、深さが10㎝

しかないため、棺痕跡の底面の深い部分のみが確認

できた可能性がある。埋土は褐色粘質土である。

遺物は周溝ＳＤ313とＳＫ312のどちらからも出土

しなかった。

西山54号墳（ＳＤ316：第68図）

第６次調査区の北東隅で検出された方墳。北溝の

西半が調査区外へ続くため、全容は不明であるが、

一辺は8.2～8.0ｍと推測される。周溝は幅0.6～0.7

ｍ、深さ10～15㎝の規模である。西溝北半は途切れ

る。埋土は褐色系の粘質土である。周溝に囲まれた

範囲の中央で土坑が検出されたが、主体部ではなく

現代の攪乱である。

遺物は出土しなかった。

西山55号墳（ＳＤ317：第69図）

第６次調査区北東隅で検出された２条の弧を描く

溝。幅９ｍの調査区に収まりきらないが、直径14.0

ｍの円墳である。周溝は幅2.0ｍ、深さ55㎝で、埋

土は褐色系の粘質土である。周溝に囲まれた範囲の

中央やや南寄りで南北に細長い土坑が検出されたが、

現代の攪乱で主体部ではない。

遺物としては、北溝から須恵器小壺（290）と土

師器片、南溝から須恵器甕が出土した。

ｂ 木棺墓など

丘陵平坦面東半分で、可能性が想定されるものを

含めて20基確認した。すべて古墳周溝の外側に位置

し、古墳と重複関係にあるものは無い。

ＳＫ64（第70図） 第３次調査で検出された長さ

2.2ｍ×幅1.0ｍの平面隅丸長方形を呈する土坑。検

出面からの深さは25㎝。調査時点で、墓壙の可能性

を想定し、土層観察をしながら掘削したが、棺痕跡

は認識できず、遺物も出土しなかった。その後の調

査で数多く見つかった木棺墓と形態的特徴が似てい

ることから、その可能性を想定しておきたい。

ＳＫ92（第71図） 平面形は長さ3.2ｍ×0.72ｍ

（北側）～ 幅0.88ｍ（南側）の隅丸長方形を呈し、

深さは24㎝である。南半では木棺痕跡とみられる細

長い窪み（長さ1.3ｍ～×幅0.5ｍ）を検出した。埋

土は、基本的に明褐色粘質土で、木棺痕跡とみられ

る土層（第４層）には炭化物が少量含まれる。木棺

形状は認識しづらいが、割竹形で想像するような半

円形というよりも底部は丸みを持つがやや平らな印

象をうける。

遺物としては鉄製品（291～300）がある。南半部

では棺痕跡内の東側に刀子１点と剣１点、西側に刀

１点と剣１点があり、いずれも切っ先は北を向いて

いた。北半部では鎌２点と斧１点が床面近くにかた

まっていた。

頭位については、鉄製品の刀剣類の切っ先方向と

墓壙掘形の幅からみて、南側と考えられる。

ＳＫ152（第72図） 平面形は長さ2.32ｍ×幅1.18

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは28㎝で

ある。木棺痕跡は長さ2.08ｍ×幅0.58ｍの長方形で、

最上層（第１層）除去後に確認できた。木棺内埋土



―71―

第70図 ＳＫ64・174遺構図（１：20）
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第71図 ＳＫ92遺構図・遺物出土状況図（１：20）
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第72図 ＳＫ152遺構図・遺物出土状況図（１：20）
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第73図 ＳＫ154遺構図（１：20）
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第74図 ＳＫ159遺構図・遺物出土状況図（１：20）
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第75図 ＳＫ170遺構図（１：20）
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はやや黒味を帯びる混じり土で、床面では部分的に

木棺固定用とみられる粘土も確認された。南端から

80㎝ほどの床面に礫３個が横一列に置かれており、

棺台もしくは枕石と考えられる。石材は東から流紋

岩・花崗岩・チャートである④。

遺物は礫付近から出土した鉄鎌（301）１点のみ

である。

ＳＫ154（第73図） 平面形は長さ2.85ｍ×幅0.98

～1.15ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは

30㎝である。調査時の所見によると、全体的に根に

よる攪乱が著しいため明瞭ではないとしながらも、

色調と土の締まり具合から第２層の範囲を木棺痕跡

と判断している。木棺痕跡は長さ2.36ｍ×幅0.8ｍ

の長方形で、埋土は褐色粘質土である。土層観察壁

では木棺固定用の土を想定しているが平面的には検

出できていない。

遺物としては、鉄鏃が２点出土した。このうち302

は根攪乱からの出土で、本来の位置ではない。

ＳＫ159（第74図） 平面形は長さ2.85ｍ×幅0.87

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは12㎝で

ある。内部には木棺固定用とみられる灰白色粘土を

含む土（第４層）が井桁状に置かれ、小口部分には

閉塞用とみられる土（第５層）も観察できた。木棺

は長さ2.14ｍ×幅0.52ｍの平面長方形で、腐食土と

みられる土層（第２層）の断面形状は観察場所によっ

て異なるが、底部は若干丸みを帯びる。

遺物としては、棺内から土師器片と鉄製品２点

（刀子304・鉄鏃305）、棺外から砥石（306）が出土

した。土師器片は非常に細片であるため、埋土に混

入したものとみられる。

ＳＫ170（第75図） 長さ2.02ｍ×幅0.58～0.78ｍ

の隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは15㎝であ

る。根による攪乱が著しく、木棺痕跡は確認できな

かったが、埋土に灰白色粘土が僅かに混じる場所が

確認された。遺物も出土しなかったが、規模・形状

と、木棺固定用として特徴的な粘土が含まれること

から、木棺墓と推定した。

ＳＫ174（第70図） 平面形は長さ2.1ｍ×幅0.77

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは20㎝で

ある。木棺痕跡は長さ1.85ｍ×幅0.36ｍの長方形で、

断面はＵ字形を呈する。木棺腐植土はやや黄色味を

帯び、粘性が強い。

遺物としては鉄製�（307）１点のみである。

ＳＫ179（第76図） 平面形は長さ2.64ｍ×幅0.7

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは16㎝で

ある。木棺痕跡は長さ1.8ｍ×幅0.4ｍの長方形で、

断面はＵ字形を呈する。木棺腐食土は褐色で、粘性

がかなり強い。木棺の両脇には固定用の粘質土、小

口部分には閉塞用とみられる粘土が認められる。

遺物としては棺内埋土から土師器片が出土したが、

細片であるため混入品と考えられる。

ＳＫ181（第77図） 平面形は長さ2.3ｍ×幅1.13

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは15㎝で

ある。木棺痕跡は長さ1.56ｍ×幅0.43ｍの長方形で、

断面は底部が平らなＵ字形を呈する。木棺腐食土と

みられる褐色土は粘性が強く、木棺の両脇には固定

用の粘質土が認められる。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ183（第77図） 平面形は長さ1.36ｍ×幅0.52

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは22㎝で

ある。木棺痕跡は長さ1.08ｍ×幅0.38ｍの長方形で、

木棺腐食土とみられる明褐色粘質土は、底部が平ら

な断面Ｕ字形を呈する。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ184（第78図） 平面形は長さ1.35ｍ×幅0.65

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは12㎝で

ある。木棺痕跡は長さ1.1ｍ×幅0.45ｍの長方形で、

断面は底部が平らなＵ字形を呈する。閉塞用や固定

用粘土はないが、木棺腐食土とみられる粘性の強い

褐色粘質土は観察できた。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ185（第79・80図） 平面形は長さ2.73ｍ×幅

1.32ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは20

㎝である。木棺腐食土は確認されなかったが、木棺

固定用や閉塞用の土が観察でき、墓壙内に２つの棺

を南北に並べて埋葬していたことが判明した。北棺

は長さ1.81ｍ×幅0.4ｍ、南棺は長さ1.9ｍ×幅0.4

ｍで、深さはともに20cmである。

遺物としては、北棺内東側埋土から勾玉２個（315・

316）、北棺西端から南棺との間にかけての位置で砥

石・叩き石（309～314）が、その下から鉄鏃・鏨な

どの鉄製品（329～339）が出土した。さらに、棺の
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第76図 ＳＫ179遺構図（１：20）
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第77図 ＳＫ181・183遺構図（１：20）
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第78図 ＳＫ184・187遺構図（１：20）
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第79図 ＳＫ185遺構図（１：20）
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第80図 ＳＫ185遺物出土状況図（１：20）
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第81図 ＳＫ191・197遺構図（１：20）
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第82図 ＳＫ200遺構図（１：20）
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第83図 ＳＫ204・207遺構図（１：20）
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第84図 ＳＫ314・315遺構図（１：20）
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埋土をふるい掛けした際に、臼玉12点（317～328）

を発見した。内訳は北棺内埋土３点、南棺内２点、

棺外７点である。

ＳＫ187（第78図） 平面形は長さ1.26ｍ×幅0.66

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは21㎝で

ある。木棺痕跡は長さ0.82ｍ×幅0.33ｍの長方形で、

断面は底部が平らなＵ字形を呈する。木棺腐食土と

みられる褐色土の両脇には固定用の粘質土が、小口

の片側には閉塞用らしき粘質土も認められた。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ191（第81図） 平面形は長さ1.52ｍ×幅0.66

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは15㎝で

ある。内部には木棺固定用と閉塞用とみられる黄褐

色粘土が確認できた。木棺痕跡は長さ1.0ｍ×幅0.35

ｍの平面長方形で、木棺腐食土とみられる土層（第

４層）の断面形状は、底部が平らなＵ字形を呈する。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ197（第81図） 平面形は長さ1.65ｍ×幅0.62

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは20㎝で

ある。内部には木棺固定用とみられる明褐色粘土が

確認できた。木棺痕跡は長さ1.22ｍ×幅0.42ｍの平

面長方形で、断面形状は底部が平らなＵ字形を呈す

る。

遺物としては、土師器と須恵器の細片が少量出土

したが、埋土に混入したものとみられる。

ＳＫ200（第82図） 今回の調査で唯一、底部中央

に礫敷きのある墓。平面形は長さ1.9ｍ×幅1.17ｍ

の隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは25cmである。

礫は土坑のほぼ中央（長さ1.08ｍ×幅0.48ｍの範

囲）に敷かれていた。礫は最下層の褐色粘質土（第

８層）の上の明褐色粘質土（第５層）に置かれ、上

面中央部は縦方向にわずかに窪んでいる。礫は直径

１～３㎝くらいのチャート・花崗岩・粘板岩・砂岩

などである⑤。礫の範囲を区画したり、面や辺を揃

えるといった恣意的な配置や石材の使い分けは見て

取れないが、長辺の端には比較的大きめ、中央は小

さめの礫が主体となる。調査時の所見によると、礫

の上層にある第２・３層は埋葬主体に関わる層であ

り、木棺痕跡が認められないことから土壙墓とした

ほうがよいかもしれない。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ204（第83図） 平面形は長さ1.6ｍ×幅0.7ｍ

の隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは21㎝であ

る。木棺痕跡は長さ1.3ｍ×幅0.46ｍの長方形で、

断面は底部が平らなＵ字形を呈する。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ207（第83図） 平面形は長さ1.16ｍ×幅0.6

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは25㎝で

ある。木棺痕跡は長さ0.97ｍ×幅0.36ｍの長方形で、

断面は底部が平らなＵ字形を呈する。

遺物は出土しなかった。

ＳＫ314（第84図） 平面形は長さ1.52ｍ×幅0.82

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは20㎝で

ある。埋土は上層に炭化物が認められ、東半最上層

は特に多く、全体が黒色を呈していた。床面中央の

非常に浅い窪み（1.12×0.5ｍ、深さ２～３㎝）は

しまりの弱い地山類似土が認められた範囲である。

炭化物を含んでいないため木棺痕跡かは不明である。

遺物としては土師器の小片が１点出土した。

ＳＫ315（第84図） 平面形は長さ1.2ｍ×幅0.76

ｍの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは８㎝で

ある。埋土の観察では木棺痕跡を認識できなかった

が、床面の木棺固定用らしき帯状粘土（幅６㎝、高

さ４㎝程度）の内側に木棺が設置されていたとすれ

ば、規模は長さ57㎝×幅34㎝と非常に小さい。

遺物は出土しなかった。 （山中・水橋）

ｃ 竪穴建物

ＳＨ59（第85図） 第２次調査区東端で検出し、

一辺約4.5ｍの方形を呈する。調査区端での検出で、

検出面からの深さが西側で５㎝程度、埋土も浅黄橙

色を呈する特異なもののため、攪乱坑を疑った。し

かし、調査区壁に焼土を確認したため東へ拡張した

ところ、東辺中央に竈を伴う竪穴建物であることが

判明し、当初検出時に現れた浅黄橙色の粘質土は貼

床との判断に至った。貼床は厚さ10㎝前後で、南側

が厚い傾向にある。東側では住居の残存が良く、埋

土の状況が確認できる。埋土は貼床上に２層に分か

れて堆積する。上層は褐色粘質土、下層は褐～浅黄

色の粘質土である。上層が両端で溝状に下がり、周

溝が巡る様子を示す。下層堆積後も周溝が存続した

状況を示すため、下層上面も住居の床面として機能

した時期があったものと思われる。なお、竈付近で
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第85図 ＳＨ59遺構図（１：50）・竈詳細図（１：20）
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は貼床が途切れ、焼土や炭が混じる層がレンズ状に

堆積するが、下層はこの層を覆っている。これらか

ら、この住居の床面は少なくとも３回の改修が行わ

れていることになる。なお、周溝は拡張した東南部

分で平面でも確認できたが、従来検出の住居壁より

10㎝ほど外側に位置している。元来この住居の規模

は一回り大きなものであったが、残存が浅かった西

側では正確に検出できなかった結果としたい。

住居内には直径17～25㎝の円形を呈する柱穴が４

基あり、主柱穴と考えられる。西側の２基は床面か

ら30㎝の深さを有するが、東側の２基は10㎝程度し

かない。土坑も２基検出しているが、南側のものは

不整形で深さも５㎝程度で、貼床が欠落した範囲を

示すものと思われる。北側のものは円形で、深さも

30㎝を測る深いものであるが、貯蔵穴と判断する根

拠を得ない。

竈は東辺中央に設置され、両袖と煙道が残存する

が、焚口や天井部は欠損している。床面より若干窪

めて燃焼室が形成され、床や袖は４㎝程度被熱のた

め赤変する。なお、煙道部も赤変するが、やや弱く

２㎝程度の赤変で、床面は赤変していない。その煙

道は住居壁から１ｍまで確認した。竈床全体は、煙

道に向けて緩やかな傾斜をもつが、焚口から1.3ｍ

で急激に10㎝以上昇し、それから先端までは深さ４

㎝を確認するに止まる。竈の埋土は、同質の土であ

るが、炭と焼土が混じる上層と炭のみの下層に分か

れる。下層上面に接して、20㎝程度の石が置かれて

いた。支柱石と考えられるが、特に固定された様子

はない。焼土の混じる上層が天井部の崩落を含み、

下層が竈使用に伴う堆積とすれば、支柱石はその都

度据え直されて使用されていたようだ。また、支柱

石付近で土師器甕片が多数出土した。接合の結果、

長胴甕の底部であることが分かった。竈に据えられ

ていたものかもしれない。 （森川）

ｄ 土坑

ＳＫ２（第10図） 第２次調査西区北部で検出し

た長径5.0ｍ、短径2.9ｍの不整三角形に近い形態を

呈する。検出面からの深さは北端部約20㎝、南端部

７㎝程度で南側が浅い。しかし土坑底部は傾斜して

おらず、本来は均一な深さであったものと考えられ

る。埋土は上下２層に分かれるが、上層は土坑中央

部に所在することから、土坑周囲から自然に埋没し

た様子がうかがえる。遺物は残1/6ほどの須恵器杯

身（340）が出土したに止まる。

ＳＫ10（第10図） ＳＫ14と重複し、それと比べ

埋土の色がやや淡い部分を長径１ｍほどの不整円形

の土坑として検出したが、掘削の結果ＳＫ14と一体

的な状況となった。したがって、独立した遺構では

なくＳＫ14の埋土の相違と判断できる。遺物は須恵

器の甕片が出土するのみである。

ＳＫ14（第10図） 西山５号墳周溝（ＳＤ９）と

重複して検出され、西山５号墳に先行する土坑であ

る。全体の形状は不明であるが、直径約4.0ｍの不

整円形を呈するものと考えられる。南端はＳＤ12と

重複するが、前後関係は不明である。検出面からの

深さは概ね20㎝程度である。遺物は土師器片、須恵

器片が出土するのみである。隣接する遺構全体の形

状からすれば、ＳＤ12からの流水がＳＫ14を経由し、

ＳＤ９に至り枝分かれし谷へ流れ落ちた痕跡と考え

られなくもない。そうであるならば、本来の形状は

大きく損なわれている可能性もあり、遺構の性格等

は不明である。

ＳＫ17（第９図） 第２次調査西区西部で検出し

た。痕跡程度の残存で、北側は攪乱溝により消滅し

ている。土師器の小片が出土したのみであるが、周

囲の遺構配置状況から西山４号墳周溝ＳＤ15の一部

と判断した。

ＳＫ56（第13図） ８号墳周溝ＳＤ53と重複して

検出された長径6.0ｍ×短径4.5ｍの不整形を呈する

土坑である。既述したように、検出時点ではＳＤ53

に切られる土坑と誤認して調査を進めた。底部は緩

やかに傾斜し、検出面からの深さは最深部で30㎝程

度である。比較的多くの遺物が出土したが、完形ち

かくまで復元できるのはなく、土坑の性格も不明で

ある。

ＳＫ57 第２次調査東区で検出した直径1.0ｍの

円形を呈する土坑である。深さは検出面から20㎝程

度の浅いもので、埋土は褐色土である。しかし、底

から２㎝ほどは濁黄色の固く締まった粘土となる。

この層は土坑そのものの構成要素と考えられるが、

その意図は不明である。遺物は、小型の土師器甕

（341）が出土した。内外面とも非常に雑な作りで、
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平底である。 （森川）

ｅ 溝

ＳＤ１（第86図） 第２次調査西区北端で検出し

た。調査区外から南下し、直角ちかく屈曲して４ｍ

ほど東進して途絶える溝である。幅1.0ｍ、深さは

調査区北端が最も深く検出面から20㎝を測り、東進

するにつれて深さを減じる。したがって、本来はさ

らに東進していた可能性がある。埋土は上下２層に

分かれ、いずれも褐色粘質土であるが、上層の色彩

が濃い。遺物は、土師器壺の小片と磨滅が激しく不

明瞭であるが、弥生時代に遡る壺か甕の口縁部らし

き小片が出土したのみである。古墳の周溝や方形周

溝墓の一部の可能性もあるが、調査区外すぐ北側に

は急峻な谷が迫っており、これらの立地が困難であ

る。

ＳＤ３（第87図） 第２次調査西区東端付近で検

出した幅0.6ｍの東西に延びる溝である。東端は攪

乱により消滅しているが、全長は４～５ｍ程度であ

る。深さは検出面から14㎝程度で、埋土はにぶい褐

色の粘質土で他の遺構とやや異なる。溝の西寄りで

土師器甕または壺の小片がまとまって出土した。出

土位置は全て検出面近くで、底からは浮いた状態で

ある。接合を試みたが成果は乏しく、口縁部形態か

ら少なくとも２個体が混在していることが判明した

に止まる（342・343）。溝の埋没が進んだ後に混入

したことは分かるが、埋納かどうかは定かでない。

ＳＤ４ 第２次調査西区北端で検出した。一応溝

としたが、全体の形状は不明で、場合によっては直

径２ｍの土坑の可能性もある。検出面からの深さは

２～３㎝程度で浅く、遺構とするに疑問もある。重

複するＳＤ５と埋土の差異が確認できなかった。Ｓ

Ｄ５が近世に下るものであるならば、それに切られ

ることになるが、底部に段差等はない。古墳時代の

須恵器杯片が出土しているものの、ＳＤ４もＳＤ５

と同様に近世に下るものかもしれない。

ＳＤ５ 調査区外から南進する溝である。10ｍ以

上を検出したが、深さが検出面から10㎝未満の浅い

もののため、南端は削平されている可能性がある。

幅は0.4～1.5ｍで一様ではないが、並行する２条溝

が重複しているためである。埋土は褐色粘質土で他

の遺構と大差はないが、近世と考えられる土師器片

が出土しているため近世以降の時期が想定される。

第88図 ＳＤ51遺物出土状況図（１：40）

第86図 ＳＤ１遺構図（１：100） 第87図 ＳＤ３遺物出土状況図（１：40）
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ＳＤ11（第10図） 西山５号墳周溝ＳＤ９の谷側

の部分が不自然に深くなる部分をＳＤ11とした。流

水がＳＤ９を抉り、そのまま谷へ流れ落ちている。

ＳＤ９との埋土の差は不明で、ＳＤ９掘削と流水に

よるＳＤ11の形成には大きな時期差は無いものと推

測される。須恵器提瓶や蓋の破片等が比較的多く出

土しているが、本来は西山５号墳に伴うものと考え

られる。 （森川）

ＳＤ12（第10図） 第２次調査西区北部で検出し

た幅約1.1ｍの溝である。北端はＳＫ14と重複し、

前後関係は不明である。ＳＫ14から７ｍほど南西へ

延び、突然止まる。検出面からの深さは15㎝ほどで

須恵器の壺片が出土したのみである。埋土は他の遺

構と同様に褐色粘質土であるが、ＳＫ14を経由して

ＳＤ９・11へ流れ下る流水によって形成された溝の

可能性もある。

ＳＤ13 第２次調査西区北部で検出した溝である。

幅約１ｍ、調査区外から２ｍほど西進したところで、

消滅する。したがって、深さは東側ほど深くなり、

15㎝ほどを測る。調査区外には谷が迫っており、こ

のまま谷へ落ち込むものと考えられる。そうした場

合、遺構とするに疑問もあり、遺物も須恵器壺片が

出土したのみで、谷へ流れ込む流路の痕跡かもしれ

ない。

ＳＤ16 第２次調査西区で検出した弧状を呈する

溝である。幅0.7ｍ、検出面からの深さ15㎝を測る。

東端は切株により不明確ではあるものの両端とも削

平により消滅しているものと考えられ、円墳周溝の

残欠の可能性もある。土師器小片が出土しているが

時期を特定できず、古墳時代より遡る可能性もある。

ＳＤ18 第２次調査西区で検出した溝である。幅

0.6ｍ、検出面からの深さ10㎝未満の浅いものであ

るため、両端が削平されている可能性もある。東西

長4.1ｍを確認し、西端はやや拡張気味となってい

る。須恵器蓋杯蓋（346）が出土しており、方墳周

溝の一部可能性も残るが、連動する溝は検出されて

いない。

ＳＤ51（第88図） 第２次調査東区南東隅で検出

した。検出時は調査区外東方へ続く溝としたが、掘

削の結果、調査区際で止まる土坑となった。長さ2.4

ｍ、幅1.0ｍを測る長円形を呈し、検出面からの深

さは40㎝を測る深いものである。埋土は褐色土で、

古墳周溝埋土と同様である。土坑西端部から須恵器

有蓋高杯（347）がほぼ完形で出土した。高杯は底

ちかくの土坑西壁に倒立で張り付くような状態で、

この状況から原位置を保っているとは思えない。

（森川）

調査区中央部（第３次付近）で竪穴建物２棟、掘

立柱建物３棟、土壙墓１基、土坑などを検出した。

掘立柱建物のうち２棟については、遺物が出土して

いないため時期を確定することはできないが、他遺

構との位置関係や方向性からこの時期と判断した。

ａ 竪穴建物

ＳＨ60（第89図） 第２次東区拡張部と第３次調

査区にまたがって検出された、長辺3.9ｍ×短辺3.4

ｍの方形を呈する竪穴建物。検出面からの深さは10

㎝ほどで、壁周溝は確認されなかった。北東壁の中

央から住居中央にかけて攪乱穴によって大きく破壊

されている。

住居内部からは主柱穴、南東壁のほぼ中央で竈、

南隅で貯蔵穴とみられる土坑、住居中央で硬化面が

検出された。主柱穴は住居東側と西側で１個ずつ検

出されたが、残りの二つは確認されなかった。主柱

穴の規模は、西側は直径約20㎝、住居床面からの深

さ約19㎝、東側は直径20㎝、深さ11㎝である。竈は、

第３次調査区内では幅0.9ｍ以上×奥行0.6ｍほどの

規模で、向かって左側の袖は高さ10㎝ほど残存して

いた。袖構築土は黄色味の強い褐色粘質土で、袖の

内側には赤褐色の焼土硬化面が一辺30㎝ほどの範囲

で確認された。右袖は第２次調査区と第３次調査区

の境付近に存在していたと思われるが、調査で確認

することはできなかった。竈の奥は住居外側へ15㎝

ほど張り出しており、煙道の残欠と推測される。貯

蔵穴とみられる土坑は、0.7×0.5ｍの楕円形を呈し、

床面からの深さは約30㎝である。

主に竈の周辺から、土師器の杯・皿・甕、須恵器

の杯身・甕などが出土した。

ＳＨ66（第90図） 第２次東区拡張部と第３次調

査区にまたがって検出された、長辺4.8ｍ×短辺4.1

ｍの方形を呈する竪穴建物。検出面からの深さは10

６ 飛鳥時代の遺構
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第89図 ＳＨ60遺構図（１：50）・竈詳細図（１：20）
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第90図 ＳＨ66遺構図（１：50）・竈詳細図（１：20）
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第91図 ＳＢ62・ＳＢ70・ＳＢ71遺構図（１：100）
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第92図 ＳＫ61・ＳＫ69・ＳＫ302遺構図（１：50）、ＳＫ74遺物出土状況図（１：20）
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第93図 ＳＢ180遺構図（１：100）

㎝未満。壁周溝は幅20～25㎝、床面からの深さは最

大９㎝で、概ね四周に巡るが、南西壁中央付近で約

0.4ｍほど途切れる。

建物内部からは主柱穴、北東壁のほぼ中央で竈、

東隅で貯蔵穴とみられる土坑、住居中央で硬化面が

検出された。

主柱穴は、攪乱土坑によって大きく壊されている

西側を除き、３個確認した。一辺0.4ｍ四方の隅丸

方形や0.6×0.35ｍの楕円形を呈するもので、柱痕

跡は直径15㎝ほどである。床面からの深さは20～60

㎝とばらつきが大きい。

竈は、袖の基底部で幅1.1ｍ×奥行0.8ｍほど、袖

は高さ15㎝ほど残存していた。袖構築土は明褐色粘

質土で、袖の内側には赤褐色の焼土硬化面が確認さ

れた。竈の奥は住居外側へ15㎝ほど張り出しており、

煙道の残欠と推測される。なお、竈構築土を取り除

くと壁周溝が検出された。

貯蔵穴とみられる土坑は、0.7×0.6ｍの楕円形を

呈し、床面からの深さは約30㎝である。

竈周辺を中心に、住居埋土や周溝、主柱穴などか

ら土師器甕と須恵器の壺瓶類の破片が出土した。出

土量は少なく、コンテナケースに１箱に満たない。

須恵器の壺瓶類１片は11号墳（ＳＤ67）出土品と接

合したことが注目される。

ｂ 掘立柱建物

第２次東区拡張部と第３次調査区の境付近で掘立

柱建物が３棟検出された。互いに重複関係には無く、

竪穴建物とも重複しない。

ＳＢ62（第91図） 第２次調査東区東端から第３

次調査区にかけて検出した。桁行４間（北辺5.64ｍ）

×梁行２間（西辺3.54ｍ）である。主軸方位はＮ53°

Ｗで、隣接する竪穴建物ＳＨ60と似た方向性を示す。

柱掘形は直径30～45㎝の略円形を呈する。柱痕跡は

直径15～24㎝。柱間は桁行の中央２間が狭く1.10～

1.26ｍで、両側は1.60～1.67ｍ、梁行方向が1.70～

1.78ｍである。柱通は悪い。西隅の柱穴から土師器

甕の小片が１点出土した。 （森川・水橋）

ＳＢ70（第91図） 第３次調査区と第６次調査区

の境界で検出した。桁行３間（南辺4.66ｍ）×梁行

２間（東辺3.54ｍ）の側柱建物。隅柱の中心を結ん

だ平面形はやや平行四辺形に歪み、その線よりも外

側に妻柱や間柱が並ぶ傾向が見て取れる。北辺の方

位はＮ56°Ｗ。柱掘形は直径42～60㎝の略円形を呈

するものが多く、柱痕跡は直径18～28㎝。柱間は

1.32～1.69ｍで、中央が広い。梁行方向の東辺は柱

間が北から2.18-1.38ｍで、妻柱が中央から南へ大

きく外れている。

遺物は、柱穴から土師器甕の小片が１点出土した。

ＳＢ71（第91図） 北辺３間（5.06ｍ）×東辺３間

（4.28ｍ）の側柱建物の可能性がある柱穴群。調査

中に攪乱とした小穴や、検出できていない柱穴があ

るため確定できないが、北辺と東辺の柱穴は明瞭で、

建物想定線は東隅の柱穴で直角に折れる。北辺の方

位はＮ53°Ｗで、ＳＢ70と似ていることから同時期

に建っていたものと考えられる。柱掘形は直径30～

60ｍの略円形を呈するもので、柱痕跡は直径14～22

㎝。柱間は東辺が1.32～1.49ｍであるのに対し、北

辺は1.24～2.14ｍと差が大きい。妻柱や間柱の中心
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は、隅柱の中心を結んだ線よりも、外側へ外れてい

る。

遺物は出土しなかった。 （水橋）

ｃ 土坑・土壙墓

ＳＫ61（第92図） 第２次と第３次調査区の境界

で検出した。平面形状や土層からみて、複数の土坑

が重複しているようである。南北2.7ｍ×東西1.7ｍ

の不整方形を呈し、検出面からの深さは15㎝。埋土

に焼土塊を多く含み、他の遺構埋土と比べ異質であ

る。須恵器・土師器の小片が出土したが、土坑の深

さの割に、比較的多くの遺物が出土したといえる。

（森川・水橋）

ＳＫ69（第92図） ＳＨ66とＳＢ70の間で検出さ

れた土坑。長さ1.3ｍ×幅0.9ｍの隅丸長方形を呈し、

検出面からの深さは15㎝である。埋土には炭粒が混

じる。

遺物としては、土師器甕や須恵器の杯身・甕が少

量出土した。11号墳周溝出土品と接合した須恵器杯

身がある。

ＳＫ74（第92図） 長さ1.3ｍ×幅0.45ｍの平面隅

丸長方形を呈する土坑。床面の幅は0.2ｍで、断面

は逆台形を呈する。検出面からの深さは13㎝。北側

の床面上数㎝の位置で完形の須恵器杯（360）が１

点出土した。規模・形状や遺物の出土状況からみて

土壙墓と考えられる。

ＳＫ302（第92図） 検出時には１つの土坑と認識

したが、完掘状況と土層の観察から、２つの土坑の

重複と判断した。

略長方形土坑（長さ3.0ｍ×幅0.5ｍ×深さ15㎝）

よりも楕円形土坑（長さ1.4ｍ×幅1.2ｍ×深さ40㎝）

が新しい。

遺物としては、土師器甕、須恵器（蓋杯・�）な

どがコンテナケースに1/3程度出土した。 （水橋）

ＳＢ180（第93図） Ｐ・Ｑ103付近で検出された

柱穴群。古墳時代や飛鳥時代の遺構埋土と大差なく、

略方形にくくることもできる配置であるが、柱穴と

認識できたものは５個で、掘立柱建物とするには足

りない。仮に掘立柱建物として記述するならば、東

西２間（3.25ｍ）×南北１間（2.4ｍ）となる。主軸

方位はＥ10°Ｓ。柱掘形は直径0.3ｍほどの略円形

を呈する。柱痕跡は直径15㎝ほどで、柱間は東西方

向が1.55-1.70ｍ、南北方向が約2.4ｍである。

遺物が出土していないため、時期を確定すること

はできない。 （水橋）

【註】

①Ａの北はＮＹとするところを、調査中に誤ってＮＺを

使用したため、新たな混乱を避けるべく、そのまま報

告することとした。

②概報段階では、土層観察等で棺の痕跡を確認できたも

のを「木棺墓」、確認できなかったものを「土壙墓」と

表記した。しかし、「土壙墓」としたものも、平面形は

「木棺墓」と同じく隅丸長方形を呈し、大きな相違点は

認められない。土の識別が難しく、単に観察できない

だけとも考えられるため、本報告ではどちらも「木棺

墓」とした。

③辻川哲朗「近江地域における百済系土器の一様相」『紀

要 26』財団法人滋賀県文化財保護協会、2013年。

④石材については三重県立博物館の津村善博氏にご教示

いただいた。ＳＫ152出土の石材３点は、いずれも細か

い礫が付着しており、石自体が多数の石で構成される

礫岩から採取もしくは自然に外れたものである。

⑤津村氏のご教示によると、ＳＫ200の礫敷は、遺跡が立

地する段丘壁を構成する礫層と同様の、身近で採取で

きた礫で構成されている。

７ 時期不明の遺構
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第94図 第２～６次調査区 遺構全体図１（１： 800）



第95図 第２～６次調査区 遺構全体図２（１： 800）

―99・100―
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第96図 第７次調査区平面図１（１：400）
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第97図 第７次調査区平面図２（１：400）
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第98図 第７次調査区平面図３（１：400）
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第１表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 遺構一覧表（１／４）

遺構番号
（報告）

遺構番号
（調査時）

調査
次数

主なグリッド 性格 時代
規模

備考（切合い、特徴等） 主な出土遺物
長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（㎝）

西山１号墳 ＳＤ19 ２（西） O14～Q18 円墳 古墳
直径13.2ｍ（推定）
周溝：幅1.0～4.0ｍ
深さ10～50㎝

周溝の残存状況は比較的良好だが、
幅は極めて不均一。

土師器（壺）、須恵器（壺）

西山２号墳 ＳＤ8 ２（西） M16～N19 円墳 古墳
直径8.2ｍ（推定）
周溝：幅1.0～1.4ｍ
深さ20～30㎝

周溝の最終埋没は近代以降か？ 須恵器（杯身）

西山３号墳 ＳＤ7 ２（西） J18～L20 方墳 古墳
7.5×5.6～ｍ

周溝：幅1.0～2.0ｍ
深さ20㎝

周溝の内側は直線的で、外側はやや弧
状に張り出す傾向あり。

須恵器（杯身）

西山４号墳 ＳＤ15 ２（西） J12～N15 円墳 古墳
直径12ｍ（推定）

周溝：幅3.3ｍ、深さ30㎝
西側は削平により消滅。 須恵器（蓋杯･�･甕）

西山５号墳 ＳＤ9 ２（西） F12～G14 円墳 古墳
直径9ｍ（推定）

周溝：幅4.5ｍ、深さ40㎝
当初から北側には周溝が無かった可
能性あり。SK14より新。

土師器･須恵器小片

西山６号墳 ＳＤ54 ２（東） G45～I47 方墳 古墳
8.5×8.3ｍ
周溝：幅1.0ｍ
深さ8～25㎝

土師器（高杯･壺）
須恵器（蓋･有蓋高杯･甕）

西山７号墳 ＳＤ55 ２（東） H48～J50 方墳 古墳
7.9×8.3ｍ

周溝：幅0.9～1.5ｍ
深さ10～37㎝

土師器（壺･甕）
須恵器（蓋杯･高杯･�･壺か甕）

西山８号墳 ＳＤ53 ２（東） G51～I54 方墳 古墳
8.3×9.1ｍ

周溝：幅1.3～1.8ｍ
深さ35㎝

SK56より古。
須恵器壺は10号墳周溝下層出土品と
接合。

土師器（壺･甕･高杯）、
須恵器（平底鉢･蓋杯･高杯･�･
壺･甕）

西山９号墳 ＳＤ52 ２（東） K52～M54 方墳 古墳
一辺6.0ｍ

周溝：幅0.5～1.4ｍ
深さ15㎝

比較的小型 完形の土師器椀２個

西山10号墳 ＳＤ58 ２（東） C51～F54 方墳 古墳
直径15ｍ（周溝含む推定値）
周溝：幅2.0（～3.5）ｍ

深さ50㎝

周溝の形状は後世の改変による。
下層出土須恵器がSK56出土品と接合。

土師器（壺）
須恵器（蓋杯･�･壺･甕）

西山11号墳

円墳 古墳
直径12.5ｍ以上
推定13.0ｍ

ＳＤ67 ３ M59～O61 周溝 古墳 10.6 3.5 35 SD66･68出土品と接合する遺物あり。
土師器（甕）、製塩土器
須恵器（甕･壺･提瓶･横瓶･高杯･
蓋杯）

ＳＤ68 ３ N･O58 周溝 古墳 6.2 1.9 20
SK61･SD67出土品と接合する遺物あ
り。

土師器（甕）
須恵器（甕･壺･高杯･蓋杯）

ＳＤ67 ６ P58～61 周溝 古墳 26.8 2.4 35 西側に遺物集中する。
土師器（甕･杯）
須恵器（蓋杯･椀･高杯･�･甕）

ＳＫ303 ６ O59･60 主体部 古墳 3.1 0.54 18 木棺痕跡は不明瞭。 �片（サヌカイト）

西山12号墳 ＳＤ63 ３･４ J62～M65 方墳 古墳
9.6×9.3ｍ

周溝：幅1.6ｍ、深さ20㎝
土師器（甕）、砥石
須恵器（甕･直口壺･無蓋高杯）

西山13号墳 ＳＤ206 ５ F･G67～69 円墳 古墳
直径12.3ｍ（推定）

周溝：幅1.2ｍ、深さ20㎝
土師器片

西山14号墳 ＳＤ86 ４ J70～N74 方墳 古墳
11.8×11.8ｍ

周溝：幅2.0ｍ、深さ50㎝
土師器（甕･高杯）
須恵器（甕･�）

西山15号墳

方墳 古墳 7.6×7.5ｍ

ＳＤ87 ４ I71･72 周溝 古墳 7.2 1.1 30 須恵器（直口壺）

ＳＤ89 ４･５ G70～H72 周溝 古墳 15.7 1.7 35 東側は幅0.8ｍ、深さ20ｃｍ。 土師器（高杯）、ガラス玉

ＳＤ90 ４ H70 周溝 古墳 7.4 1.4 15 西溝。残存状態は非常に悪い。 なし

西山16号墳

ＳＤ88 ４･５ F～H74 方墳 古墳
6.5×6.0ｍ

周溝：幅0.9ｍ、深さ20㎝
なし

ＳＫ202 ５ G73･74 主体部 古墳 1.9～ 0.7 20
木棺痕跡あり。
（長さ：1.6ｍ～×幅0.5ｍ）

鉄製品、土師器片

西山17号墳 ＳＤ84 ４ H76～J77 方墳 古墳
6.5×6.5ｍ

周溝：幅1.0ｍ、深さ30㎝
土師器（甕）

西山18号墳 ＳＤ201 ５ E77～G78 方墳 古墳
6.3×6.3ｍ

周溝：幅1.0ｍ、深さ20㎝
土師器（壺？･高杯）

西山19号墳 ＳＤ203 ５ C76～NZ78 方墳 古墳
10.5×8.1～ｍ

周溝：幅2.0ｍ、深さ30㎝
土師器（甕･高杯）
須恵器（�）

西山20号墳 ＳＤ196 ５ NX79～NZ82 方墳 古墳
10.5×（10.5）ｍ

周溝：幅2.0ｍ、深さ30㎝
須恵器（樽形�）

西山21号墳 ＳＤ195 ５ A81～C84 方墳 古墳
10.5×10.0ｍ

周溝：幅1.5ｍ、深さ30㎝
上層から埴輪出土。
墳丘側から落ち込んだような状況。

埴輪（円筒･家形）

西山22号墳 ＳＤ194 ５ E80～G82 方墳 古墳
5.9×5.3ｍ

周溝：幅0.8ｍ、深さ15㎝
土師器片

西山23号墳 ＳＤ83 ４･５ F84～H86 方墳 古墳
7.3×7.1ｍ

周溝：幅1.4ｍ、深さ35㎝
土師器（椀）

西山24号墳

ＳＤ80 ４ I84～K87 方墳 古墳
8.5×8.5ｍ

周溝：幅1.2ｍ、深さ30㎝
須恵器（甕･把手付椀）

ＳＫ81 ４ I85～J86 主体部 古墳 （4.3） 1.0 10
木棺痕跡あり。
（長さ：2.4ｍ～×幅0.4ｍ×深さ25㎝）

鉄製品（刀子）

西山25号墳 ＳＤ82 ４ J81～N83 方墳 古墳
10.9×9.3ｍ

周溝：幅1.4ｍ、深さ30㎝
土師器（高杯･甕）
須恵器（甕･�･高杯）

西山26号墳

ＳＤ85 方墳 古墳
15.5×12.1～ｍ

周溝：幅2.0ｍ、深さ50㎝

ＳＤ85 ４ O77･78 周溝 古墳 6.2 1.6～ 50 なし

ＳＤ85 ６ P75～Q79 周溝 古墳 31 2.0 45 土師器片、須恵器（甕）

西山27号墳 ＳＤ79 ４ L85～O87 方墳 古墳
8.2×7.8ｍ

周溝：幅1.5ｍ、深さ40㎝
土師器（甕）、須恵器（壺）

西山28号墳 ＳＤ73 ４･５ G90 方墳 古墳
10.9×10.7ｍ

周溝：幅1.9ｍ、深さ20㎝
土師器（高杯）
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第２表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 遺構一覧表（２／４）

遺構番号
（報告）

遺構番号
（調査時）

調査
次数

主なグリッド 性格 時代
規模

備考（切合い、特徴等） 主な出土遺物
長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（㎝）

西山29号墳 ＳＤ72 ４ J90～M93 方墳 古墳
9.7×9.7ｍ

周溝：幅0.7ｍ、深さ45㎝
なし

西山30号墳

方墳 古墳 5.0×5.0ｍ

ＳＤ76 ４ N91･92 周溝 古墳 5.3 1.3 15 31号墳との新旧関係不明。 土師器（高杯）

ＳＤ77 ４ N91 周溝 古墳 3.3 0.7 ７ なし

ＳＤ78 ４ O91 周溝 古墳 3.1～ 0.7 10 なし

西山31号墳

ＳＤ75 方墳 古墳
12.0×11.6ｍ

周溝：幅3.0ｍ、深さ50㎝

ＳＤ75 ４・５ P91～N94～P96 周溝 古墳 ― 3.0 50 30号墳との新旧関係不明。 須恵器（杯蓋）、山茶碗（碗）

ＳＤ75 ６ Q92～96 周溝 古墳 ― 2.9 40 土師器（甕･壺）

西山32号墳 ＳＤ176 ５ L96～O101 方墳 古墳
14.0×13.2ｍ

周溝：幅2.5ｍ、深さ50㎝

上から褐･黒･褐･暗褐色土。
最下層の上に人頭大強の石。
乱雑で墳丘側から落ちたような状況。

土師器（小型鉢･壺･甕）
須恵器（壺･甕･蓋杯）

西山33号墳

ＳＤ189 方墳 古墳
6.2～×2.9～ｍ
周溝：幅0.6ｍ

深さ25㎝（調査区壁で）

ＳＤ189 ５ P101～Q103 周溝 古墳 ― 0.4 10 なし

ＳＤ189 ６ Q･R103 周溝 古墳 ― 0.6 壁25 なし

西山34号墳 ＳＤ175 ５ I99～K101 方墳 古墳
7.0×6.6ｍ

周溝：幅0.7ｍ、深さ15㎝
32号墳周溝SD176と接する。 土師器（高杯）

西山35号墳 ＳＤ177 ５ G100～105 方墳 古墳
14.2×11.4～ｍ

周溝：幅2.6ｍ、深さ60㎝
上から褐色土･黒色土･褐色土。

土師器（高杯･壺･甕）
須恵器（甕）
鉄製品（�）、砥石

西山36号墳 ＳＤ178 ５ K～M105 方墳 古墳
5.6～×4.5～ｍ

周溝：幅1.0ｍ、深さ30㎝
なし

西山37号墳 ＳＤ169 ５ I106～K107 方墳 古墳
6.5×6.5ｍ

周溝：幅1.0ｍ、深さ25㎝
なし

西山38号墳 ＳＤ172 ５ F107～G108 方墳 古墳
4.5×4.3～ｍ

周溝：幅0.8ｍ、深さ25㎝
なし

西山39号墳 ＳＤ160 ５ G110～112 方墳 古墳
5.1～×4.7～ｍ

周溝：幅0.7ｍ、深さ20㎝
なし

西山40号墳 ＳＤ157 ５ G～I112 方墳 古墳
6.0～×4.5～ｍ

周溝：幅0.5ｍ、深さ10㎝
ＳＤ158より古。 なし

西山41号墳

方墳 古墳 6.5×6.5ｍ

ＳＤ155 ５ J111～113 周溝 古墳 11.2 0.6 10 土師器片

ＳＤ156 ５ I･J111 周溝 古墳 7.1 0.7 10 なし

西山42号墳 ＳＤ162 ５ J108～K110 方墳 古墳
7.0×6.6ｍ

周溝：幅1.3ｍ、深さ35㎝
土師器片
須恵器（杯身）

西山43号墳

方墳 古墳 5.0～×5.0ｍ

ＳＤ167 ５ L112･113 周溝 古墳 10.7 0.5 15 なし

ＳＤ168 ５ K112 周溝 古墳 2.3～ 0.3 5 なし

西山44号墳

方墳 古墳 6.5×5.5ｍ

ＳＤ163 ５ L111～M113 周溝 古墳 7.6 0.4 10 須恵器（杯身）

ＳＤ164 ５ M･N113 周溝 古墳 3.7 0.5 3 なし

ＳＤ165 ５ N111･112 周溝 古墳 4.3 0.6 15 なし

西山45号墳
ＳＤ151 ５ L114～P117 方墳 古墳

16.2×13.5ｍ
周溝：幅2.5ｍ、深さ55㎝

土師器（高杯･壺･甕）
須恵器（杯蓋･壺･甕･提瓶）

ＳＫ161 ５ N115･116 主体部？ 古墳？ 4.3 1.3 15 なし

西山46号墳 ＳＤ301 ６ P53～R55 円墳 古墳
直径12.5ｍ（推定）

周溝：幅3.0ｍ、深さ40㎝
調査区西壁付近のみ周溝が細く浅く
なる。

土師器（椀･甕）
須恵器（蓋杯･甕）

西山47号墳 ＳＤ304 ６ P67～71 方墳 古墳
13.0×2.5～ｍ

周溝：幅2.7ｍ、深さ30㎝
土師器（椀）、須恵器（甕）

西山48号墳

方墳 古墳
7.1×6.0ｍ

周溝：幅0.9～3.0ｍ
深さ５0㎝

北東隅は土橋状になる。

ＳＤ305 ６ O･Q72 周溝 古墳 ― 1.0～2.0 50 須恵器（甕）

ＳＤ306 ６ O･Q74 周溝 古墳 ― 3.0 30 須恵器（蓋杯）

ＳＤ307 ６ O73･74 周溝 古墳 ― 0.9 20 須恵器（蓋杯）

西山49号墳 ＳＤ308 ６ Q82～84 方墳 古墳
一辺8.0ｍ

周溝：幅0.7～1.4ｍ
深さ30～40㎝

北西隅は周溝が途切れる。 なし

西山50号墳 ＳＤ309 ６ R86～88 方墳 古墳
一辺6.3ｍ以上

周溝：幅0.7～0.9ｍ
深さ15～20㎝

土師器片

西山51号墳 ＳＤ311 ６ S96･97 方墳 古墳
一辺7.4ｍ以上

東溝：幅0.8ｍ、深さ20㎝
埋土と地山の区別非常に難しい。 なし

西山52号墳 ＳＤ310 ６ S106～108 方墳 古墳
一辺約6.7ｍ

周溝：幅0.5～0.9ｍ
深さ20㎝

なし

西山53号墳
ＳＤ313 ６ S･T110 方墳 古墳

一辺約4.2ｍ
周溝：幅0.5ｍ、深さ20㎝

埋土と地山の区別非常に難しい。 なし

ＳＫ312 ６ S110 主体部？ 古墳 1.3 0.3 10 主体部底部の残欠の可能性あり。 なし

西山54号墳 ＳＤ316 ６ T113～115 方墳 古墳
8.2×8.0ｍ

周溝：幅0.6～0.7ｍ
深さ10～15㎝

西溝北半は周溝が途切れる。 なし

西山55号墳 ＳＤ317 ６ U～Y117 円墳 古墳
直径14.0ｍ

周溝：幅2.0ｍ、深さ55㎝
土師器片
須恵器（甕･小壺）
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遺構番号
（報告）

遺構番号
（調査時）

調査
次数

主なグリッド 性格 時代
規模

備考（切合い、特徴等） 主な出土遺物
長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（㎝）

ＳＤ1 ＳＤ1 ２（西） L22･23 溝 古墳 5.0 1.0 20 古墳周溝とするには地形的に困難。 土器片

ＳＫ2 ＳＫ2 ２（西） H･I12 土坑 古墳 5.0 2.9 7～20

ＳＤ3 ＳＤ3 ２（西） M27･28 溝 古墳 4.0～5.0 0.6 14 土師器（壺か甕）

ＳＤ4 ＳＤ4 ２（西） L24 溝？ 近世？ 2.3 0.5 2～3 SD５より古だが、埋土に差異はない。 須恵器片

ＳＤ5 ＳＤ5 ２（西） O23～L24 攪乱溝 近世 11.5～ 1.5 10 土師器片（近世）

ＳＫ6 ＳＤ6 ２（西） M21･22 土坑 弥生 1.2 0.7 50 完形の土師器Ｓ字甕

― ＳＫ10 ２（西） H13 ― ― ― ― ― SK14の埋土と判断。 須恵器片

ＳＤ11 ＳＤ11 ２（西） E･F15 溝 古墳～ 15.0～ 2.3 20 ５号墳周溝から谷へのびるミズミチ？ 須恵器（蓋･提瓶？）

ＳＤ12 ＳＤ12 ２（西） I･J13 溝 古墳～ 7.2～ 1.1 15 SK14と重複するが新旧不明。ミズミチ？ 須恵器（壺）

ＳＤ13 ＳＤ13 ２（西） H15･16 溝 古墳～ 2.6～ 1.2 15 谷へ流れ込む流路か？ 須恵器（壺）

ＳＫ14 ＳＫ14 ２（西） H13･14 土坑 古墳？ 直径4.0? 20 ５号墳より古。SD12とは新旧不明。 土師器片、須恵器片

ＳＤ16 ＳＤ16 ２（西） N20･21 溝 古墳？ 4.3 0.7 15
円形周溝か？
古墳時代以前の可能性もあり。

土師器小片

― ＳＫ17 ２（西） N12･13 周溝 古墳 2.2 1.0 10 ４号墳周溝と判断。 土師器

ＳＤ18 ＳＤ18 ２（西） P20 溝 古墳 4.1 0.6 10 須恵器（杯蓋）

ＳＤ51 ＳＤ51 ２（東） O53 土坑 古墳 2.4 1.0 40 溝として調査。古墳周溝と同じ埋土。 須恵器（高杯）

ＳＫ56 ＳＫ56 ２（東） I53･54 土坑 飛鳥 6.0 4.5 30
８号墳周溝より新
（調査時は古と認識）

須恵器（杯身）

ＳＫ57 ＳＫ57 ２（東） I54･55 土坑 古墳 直径1.0 20 土師器片･須恵器片

ＳＨ59 ＳＨ59 ２（東） I56～J57 竪穴建物 古墳 4.5 4.5 5
東壁に竈。貼床･主柱穴あり。
少なくとも３回の改修。

土師器（鉢･甕）

ＳＨ60 ＳＨ60 ２（東）･３ H58～I59 竪穴建物 飛鳥 3.9 3.4 10 南東壁に竈。周溝なし。柱穴３個。
土師器（甕･皿）
須恵器（甕･杯身）

ＳＫ61 ＳＫ61 ２（東）･３ J･K59 土坑 飛鳥 2.7 1.7 15 複数土坑か。
土師器（甕･椀）
須恵器（杯蓋）

ＳＢ62 ＳＢ62 ２（東）･３ I57～J58
掘立柱
建物

飛鳥

桁行４間（5.64ｍ）×梁行２間（3.54ｍ）
主軸方位：Ｎ53°Ｗ
柱間：桁行方向1.10～1.67ｍ、梁行方向1.70～1.78ｍ
柱穴：直径30～45㎝、深さ28～52㎝
柱痕跡：直径15～24㎝

土師器（甕）

ＳＫ64 ＳＫ64 ３ I61 木棺墓？ 古墳？ 2.2 1.0 25 古墳時代の木棺墓の可能性あり。 なし

― ＳＤ65 ３･４･６ M57～P65 攪乱溝 近世以降 0.8 11
土師器、須恵器
近世陶磁器

ＳＨ66 ＳＨ66 ２・３ L55～M56 竪穴建物 飛鳥 4.8 4.1 10
北壁に竈。周溝あり。柱穴３個。
ＳＤ67出土品と接合する遺物あり。

土師器（甕）
須恵器（壺瓶類）

ＳＫ69 ＳＫ69 ３ N56 土坑 飛鳥 1.3 0.9 15 埋土に炭粒混じる。
土師器（甕）
須恵器（甕･杯蓋）

ＳＢ70 ＳＢ70 ３･６
N56

O56･57
掘立柱
建物

飛鳥？

桁行３間（南辺4.66ｍ）×梁行２間（東辺3.54ｍ）
主軸方位：Ｎ56°Ｗ
柱間：桁行方向1.32～1.69ｍ、梁行方向1.38～2.18ｍ
柱穴：直径42～60㎝、深さ20～58㎝
柱痕跡：直径18～28㎝

土師器（甕）

ＳＢ71 ＳＢ71 ３ M～O54･N55
掘立柱
建物

飛鳥？

北辺３間（5.06ｍ）？×東辺3間（4.28ｍ）
主軸方位：Ｎ53°W（北辺）、
柱間：北辺方向1.24～2.14ｍ、東辺方向1.32～1.49ｍ
柱穴：直径30～60㎝、深さ22～48㎝
柱痕跡：直径14～22㎝

なし

ＳＫ74 ＳＫ74 ４ L88 土壙墓 飛鳥 1.3 0.45 13 須恵器（杯蓋）

ＳＤ91 ＳＤ91 ４･５ E70～I69 溝 不明 5.8～ 1.0 10 なし

ＳＫ92 ＳＫ92 ４ H62・63 木棺墓 古墳 3.2 0.88 24
木棺痕跡あり。
（長さ1.3ｍ×幅0.5ｍ）

鉄製品（刀･剣･刀子･斧･鎌）

ＳＫ152 ＳＫ152 ５ Q･R114 木棺墓 古墳 2.32 1.18 28
木棺痕跡あり。
（長さ：2.08ｍ×幅0.58ｍ）

土師器片、鉄製品（鎌）

ＳＤ153 ＳＤ153 ５ R117～S116 溝 不明 4.9 0.66 11 なし

ＳＫ154 ＳＫ154 ５ Q･R115 木棺墓 古墳 2.85 1.15 30
木棺痕跡あり。
（長さ2.36ｍ×幅0.8ｍ）

鉄製品（鏃）

ＳＤ158 ＳＤ158 ５ H112･113 溝 不明 3.2 0.6 20 ＳＤ157より新。 なし

ＳＫ159 ＳＫ159 ５ P108･109 木棺墓 古墳 2.85 0.87 12
木棺痕跡あり。
（長さ2.14ｍ×幅0.52ｍ）

土師器片
鉄製品（刀子･鏃）、砥石

ＳＫ166 ＳＫ166 ５ L111 土坑 不明 1.1 0.7 29 ＳＤ163より新。 なし

ＳＫ170 ＳＫ170 ５ Q111 木棺墓 古墳 2.02
0.58
～0.78

15 なし

ＳＫ171 ＳＫ171 ５ I･J111 土坑 不明 2.4 1.05 25 なし

ＳＫ173 ＳＫ173 ５ B108 土坑 不明 1.94 0.72 ７ なし

第３表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 遺構一覧表（３／４）
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第４表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 遺構一覧表（４／４）

遺構番号
（報告）

遺構番号
（調査時）

調査
次数

主なグリッド 性格 時代
規模

備考（切合い、特徴等） 主な出土遺物
長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（㎝）

ＳＫ174 ＳＫ174 ５ C106･107 木棺墓 古墳 2.1 0.77 20
木棺痕跡あり。
（長さ1.85ｍ×幅0.36ｍ）

鉄製品（�）

ＳＫ179 ＳＫ179 ５ E105 木棺墓 古墳 2.64 0.7 16
木棺痕跡あり。
（長さ1.8ｍ×幅0.4ｍ）

土師器片

ＳＢ180 ＳＢ180 ５ P103～Q104
掘立柱
建物？

不明

長辺２間（約3.25ｍ）×短辺１間（約2.4ｍ）
主軸方位：Ｅ10°Ｓ（南辺）
柱間：長辺方向1.55～1.70ｍ
柱穴：直径30㎝、深さ25㎝
柱痕跡：直径15㎝

なし

ＳＫ181 ＳＫ181 ５ H105･106 木棺墓 古墳 2.3 1.13 １５
木棺痕跡あり。
（長さ1.56ｍ×幅0.43ｍ）

なし

ＳＫ182 ＳＫ182 ５ R108 陥し穴 （縄文） 径1.4 100 小穴：直径16㎝×深さ15㎝ なし

ＳＫ183 ＳＫ183 ５ J103 木棺墓 古墳 1.36 0.52 22
木棺痕跡あり。
（長さ1.08ｍ×幅0.38ｍ）

なし

ＳＫ184 ＳＫ184 ５ I105 木棺墓 古墳 1.35 0.65 12
木棺痕跡あり。
（長さ1.1ｍ×幅0.45ｍ）

なし

ＳＫ185 ＳＫ185 ５ K101･102 木棺墓 古墳 2.73 1.32 20
木棺痕跡あり。
（北：長さ1.81ｍ×幅0.4ｍ、
南：長さ1.90ｍ×幅0.4ｍ）

鉄製品（鏃･鏨･鑿？）
叩き石･砥石･勾玉･臼玉

ＳＫ186 ＳＫ186 ５ K102 陥し穴 （縄文） 径1.25 80 小穴：直径15㎝×深さ35㎝ なし

ＳＫ187 ＳＫ187 ５ J･K104 木棺墓 古墳 1.26 0.66 21
木棺痕跡あり。
（長さ0.82ｍ×幅0.33ｍ）

なし

ＳＫ188 ＳＫ188 ５ P108 土坑 不明 1.6 0.88 7 木棺墓ではない なし

ＳＫ190 ＳＫ190 ５ L105 土坑 不明 1.4 0.86 37 墓壙ではない なし

ＳＫ191 ＳＫ191 ５ J･K95 木棺墓 古墳 1.52 0.66 15
木棺痕跡あり。
（長さ1.0ｍ×幅0.35ｍ）

なし

ＳＫ192 ＳＫ192 ５ M99 陥し穴 （縄文） 1.3 0.95 70 小穴：直径25㎝×深さ40㎝ なし

― ＳＫ193 ＳＫ183に重複付与→欠番に

ＳＫ197 ＳＫ197 ５ G78･79 木棺墓 古墳 1.65 0.62 20
木棺痕跡あり。
（長さ1.22ｍ×幅0.42ｍ）

土師器片、生焼け須恵器片

ＳＫ198 ＳＫ198 ５ C･D78 土坑 不明 2.0 0.87 24 なし

ＳＫ199 ＳＫ199 ５ D79 土坑 不明 1.2 0.58 15 なし

ＳＫ200 ＳＫ200 ５ E79 墓壙 古墳 1.9 1.17 25 礫敷範囲（長さ1.08ｍ×幅0.48ｍ） なし

ＳＫ204 ＳＫ204 ５ E76 木棺墓 古墳 1.6 0.7 21
木棺痕跡あり。
（長さ1.3ｍ×幅0.４6ｍ）

なし

ＳＤ205 ＳＤ205 ５ F70･71 溝 不明 3.35 0.35 13 なし

ＳＫ207 ＳＫ207 ５ E71 木棺墓 古墳 1.16 0.6 25
木棺痕跡あり。
（長さ0.97ｍ×幅0.36ｍ）

なし

ＳＺ208 ＳＺ208 ５ J96･97 土坑 不明 3.62 1.3 42 なし

ＳＫ302 ＳＫ302 ６ O･P55 土坑 飛鳥 3.2 1.2 40 二つの土坑の重複。 土師器（甕）、須恵器（蓋杯･�）

ＳＫ314 ＳＫ314 ６ S108･109 木棺墓 古墳 1.52 0.82 20
中央に窪みあり。
（長さ1.12ｍ×幅0.5ｍ、深さ約３㎝）

土師器片

ＳＫ315 ＳＫ315 ６ T111･112 木棺墓 古墳 1.2 0.76 ８ 底面に白色粘土帯あり。 なし

ＳＫK318 ＳＫ318 ６ X･Y116 陥し穴 （縄文） 1.0 0.75 100 小穴：直径18㎝×深さ30㎝ なし

ＳＫ319 ＳＫ319 ６ SI117 陥し穴 （縄文） 1.05 0.6～ 90 小穴：直径27㎝（推定）×深さ40㎝ なし

ＳＫ320 ＳＫ320 ６ Q102 土坑 不明 1.53 0.94 10
33号墳主体部の可能性を想定したが
決め手なし。

なし
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第５表 掘立柱建物一覧表

遺構名 次数 地区 ピット ピットの遺物など 間（ｍ）×間（ｍ） 方位 備考

SB62

2 I 57 1 土師器甕１

桁行４間（約5.64ｍ）
×梁行２間（約3.54ｍ）

Ｎ53°Ｗ

2 I 57 2 なし

2 I 58 1 なし

2 I 58 2 なし

2 I 58 3 なし

2 I 58 4 なし

2 J 58 1 なし

2 J 58 2 なし

2 J 58 3 なし

SB70

3 N 56 1 なし

桁行３間（約4.66ｍ）
×梁行２間（約3.54ｍ）

Ｎ56°Ｗ

3 O 56 1 なし

3 O 56 2 なし

6 O 56 3 土師器甕１

6 O 56 4 なし

3 O 57 1 なし

6 O 57 1 なし

6 O 57 1 なし

6 P 57 1 なし

SB71

3 N 54 1 なし

北辺３間？（約5.06ｍ）
×東辺３間（約4.28ｍ）

Ｎ53°W

3 N 55 1 なし

3 N 55 2 なし

3 O 54 1 なし

3 O 54 2 なし

SB180

5 P 103 ―

なし
長辺２間（約3.25ｍ）
×短辺１間（約2.4ｍ）

Ｅ10°Ｓ
（南辺）

建物か不明5 P 104 ―

5 Q 104 ―
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弥生時代から鎌倉時代の遺物がコンテナケースに

82箱分ほど出土した。大半は古墳時代中後期と飛鳥

時代の土師器や須恵器で、埴輪や鉄製品、砥石・勾

玉などもある。遺構出土遺物については、出土した

遺構の時代順に遺構ごとに記述し、建物と認定でき

なかった小穴や包含層、表土出土遺物は遺構外とし

て最後に一括した。

ＳＫ６（１） 図示できたものはＳ字状口縁台付甕

のみである。受け口状に直立する口縁部の端部が外

反し、Ｓ字状を呈する。口縁端部内面に面をもち、

外面には櫛による刺突列点文を施す。脚部の開きは

少なく、端部は僅かに内に巻き込む。櫛状のハケメ

を右下がりに施すが、後に頸部から左下がりに、最

後に横方向に横線状に施す。 （森川）

ａ 古墳

西山１号墳（２） 図示できたものは須恵器壺のみ

である。底部外面を強くロクロケズリし、後に意味

は不明であるが、ヘラ状工具痕を多く残す。外面は

還元不良で酸化焼成となる。

西山２号墳（３） 図示できたものは須恵器杯身の

みである。口縁部は比較的高く立ち上がり、端部内

面は弱い沈線状となる。しかし、口径は大きく、底

部外面のロクロケズリも底部1/2程度である。

西山３号墳（４） 図示できたものは須恵器杯身の

みである。口縁部は高く立ち上がり、端部内面には

緩慢となった段が残る。

西山４号墳（５～17） 全て須恵器で、杯蓋（５～

９）・杯身（10～15）・�（16）・甕（17）がある。

杯蓋は丸味のある形態であるが、天井部と口縁部

の境の稜は弱い。７は稜の下を沈線状に凹ませるこ

とにより稜を際立たせている。８は稜が消失し、沈

線のみが巡る。９は口径が大きく、無蓋高杯かもし

れないが、蓋とした。

杯身も丸味のある形態であるが、11はやや扁平で

ある。口縁端部の段は退化し、10は凹線状、11・12

は面になる。14は段や面が無く、尖り気味の端部で、

器壁が他のものより薄い。逆に15は体部の器壁が非

常に厚く、受部の基部が沈線状に窪む。

16は口縁部に比べ体部がやや小さい。口縁端部に

凹線状の段をもち、突帯と波状文を各１条巡らす。

体部上半にも鋭利な工具による沈線を３条巡らし、

その間に下段から上段の順に波状文を施している。

体部外面上半をヘラケズリし、下半は板状工具によ

る弱いナデであるが一部はヘラケズリ状となる。内

面は強い指頭圧痕が明瞭で、口縁部との境に棒状工

具による掻き取り状のナデが施されている。

西山６号墳（18～31） 土師器は壺（18）と高杯

（19）がある。18は頸部と体部の接合ができなかっ

たが、同一個体と判断できるものである。内面のナ

デは工具による強いものであるが、ヘラケズリとす

るには弱いものである。頸部外面に細く弱い沈線が

認められる。文様とするには弱く、工具痕としてお

く。19の外面にはヘラケズリが施され、面取状にな

る。

須恵器には杯蓋（20）・壺（21）・高杯（22～30）

・甕（31）がある。20は口縁部と天井部の境に稜を

もつ杯蓋で、口縁端部は弱い段状になり、天井部の

Ⅳ 遺物

１ 弥生時代（第99図）

第99図 出土遺物実測図１（１：４）

２ 古墳時代（第100～118図）
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大半をロクロケズリする。

22・23は高杯の蓋で口縁部と天井部の境の稜線は

沈線に退化している。杯部外面はロクロケズリで調

整されるが、25はロクロケズリの範囲が狭いためか、

脚が接合されている現状では確認できず、28は一部

がヘラケズリ状となる。25の脚端部外面は棒状工具

で強くナデることにより凹線となり、28の受部直下

のロクロナデは板状工具による強いものである。脚

の透孔は三角形で３方に施されるが、27は４方、30

は形状、方数とも不明である。高杯全体的には焼成

不良のものが多く、28は瓦質に焼けている。

31の内面のナデは、上半に板状工具痕が明瞭であ

る。

なお、29は口縁部、受部ともに小片で接合もでき

ず、口径は推定値である。

西山７号墳（32～40） 土師器は、壺（32）・甕（33）

がある。壺は全体をナデで調整するが、体部最大径

内側を特に強くナデる。甕は磨滅が激しく不明瞭な

部分が多い。土師器としては高温に過ぎる焼成であ

るが、須恵器の酸化焼成とするに及ばない。須恵器

甕の形態を呈し、調整も外面タタキのようにも見え、

須恵器の可能性もある。

須恵器には杯蓋（34）・杯身（35・36）・高杯（37）

・�（38・39）・甕（40）がある。杯蓋は口縁部と

天井部の境に稜をもち、口縁端部内面は段を有する。

比較的扁平な天井部で、左回転のロクロでケズリを

施す。杯身も口縁端部に段を有するが、両者とも鋭

利な仕上げである。また、両者とも底部外面にヘラ

記号が焼成前に施され、35は４本、36は６本の並行

線である。37は無蓋高杯で一対の環状把手をもつ。

脚は短脚で透孔を３方に鋭利な工具で外から内へ空

けるが、内側は空けた角を面取りする。杯部外面に

は２条の低い突帯とその下に波状文を右回転で施文

する。突帯間と下段突帯の下端に強いロクロナデを

施すことにより突帯を明瞭にしている。38の口縁部

外面にも突帯が１条巡り、その上下に波状文を施す。

突帯上端に棒状工具による沈線を施すことにより突

帯を明瞭にしている。体部外面にも棒状工具による

第100図 出土遺物実測図２（１：４）
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第101図 出土遺物実測図３（１：４）
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沈線を２条＋３条巡らし、その間に波状文を、上段

沈線上には櫛による刺突文を施文する。体部外面下

半はカキメとナデで調整するが、一部にヘラケズリ

が見られ、各所にヘラ状工具のあたりが認められる。

39は大型�に分類とすべきであろうか。形体や文様

構成は38と共通するが、口縁部の波状文は１条であ

る。文様帯を区画する棒状工具による沈線は38より

も浅く、沈線というよりは強いナデとすべきもので

ある。刺突文は器壁に対して斜行に刺突する。39の

口縁部外面にも沈線を１条施し、その上下に波状文

を巡らせる。沈線は非常に回転の弱いロクロで施文

されたもので、ロクロの使用が疑われる。また、頸

部施される板状工具によるナデは、ロクロ不使用で、

何単位にか分けて施している。

西山８号墳（41～62） 土師器には壺（41）・甕

（42～44）・高杯（45・46）がある。45・46は同一個

体の可能性が高いが接合できなかった。41のハケメ

は粗く、掻き取るような調整で、Ｓ字状口縁台付甕

第102図 出土遺物実測図４（１：４）
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第103図 出土遺物実測図５（１：４）

に近いものである。

須恵器には杯蓋（47～50）・杯身（51～53）・高杯

（54・55）・壺（56・57）・�（58～60）・鉢（61）・

甕（62）がある。

杯蓋は、天井部と口縁部の境に稜をもつもの（47）

と不明瞭なもの（48～50）で型式差があり、後者は

ＳＫ56からの混入と考えられる。

杯身においても53の口縁部は低く内傾し、やはり

ＳＫ56からの混入である。51・52ともに底部外面を

ロクロケズリで調整するが、52はそれでも器壁が非

常に厚い。51は還元不良で、一部瓦質に焼けている。

高杯は両者とも無蓋高杯と推測され、透孔は設け

られていない。やはりＳＫ56からの混入とすべきで

あろう。

壺の内、56も同様に混入と考えられ、頸部に棒状

工具による２条の凹線を施す。57は２本一組の沈線

間に波状文を施すもので、頸部に１条、体部上半に

３条を描く。沈線は同一工具によるものと考えられ

るが、頸部のものは強く深い。体部外面下半をロク

ロケズリするが、非常に弱いもので工具ナデに近い。

�はいずれも体部径に対して頸部径が小さいもの

で、58は特に顕著である。波状文は頸部と体部に施

されるが、58は体部の波状文が認められない。頸部

屈曲部には稜をもつが、その上下に弱い凹線を施す

ことにより稜を浮き立たせている。59ではその凹線

の後に波状文を施したことが観察できる。体部波状

文の上下にも沈線が施され、文様帯を区画している。

沈線は棒状工具によるものであるが、59は浅く雑な

もので、58には波状文と同様に施文されない。59・

60の底部外面の調整は、工具による不定方向のナデ

であるが、工具の当たりが弱い。58は、ロクロによ

るナデで比較的に工具痕が明瞭であるが、ロクロケ
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ズリとするには浅く弱い。なお、60の体部最大径内

面には鋭利な工具による強いナデの痕跡が認められ

る。

61は鉢としたが、平底に外反する短い口縁部をも

つ特異な器形である。日本では20個体ほどの出土し

かなく、百済系とされ、韓国では「�」と称されて

いるもの①である。内面はロクロナデで調整される

が、下半は弱く雑な調整で底部は不定方向のナデで

ある。外面は上半を平行タタキ、下半はロクロケズ

リと思われるが、ロクロ回転が非常に弱く、ヘラケ

ズリと迷うところである。焼成もやや不良で、一部

瓦質に焼けている。

62の残存部は縦に半裁された状態である。底部ち

かくの外面にタタキの後に工具による強いナデが巡

る。

西山９号墳（63～64） 両者とも土師器の椀で、

口縁端部を僅かに外反させる。磨滅により調整は不

明確であるが、ナデ中心の調整と思われる。

西山10号墳（65～78） 土師器は壺（65）のみで、

須恵器には杯蓋（66～69）・杯身（70～72）・�（73

～76）・壺（77）・甕（78）がある。杯蓋は、比較的

扁平な天井部と口縁部の境には稜、口縁端部には段

をもつ。杯身の口縁端部にも弱い段がある。72は短

い口縁部で、端部は尖り気味である。他のものと形

態が大きく異なり混入と考えられる。�のうち74は

体部に比べ細い頸部で、75もそれに近い形態である。

74は棒状工具による沈線を２条巡らし、沈線間に波

状文を施す。下段の沈線は浅くナデ状で、その付近

の調整は棒状工具による強いロクロナデであり、一

見、弱い多条沈線のようにも見える。しかし、底部

外面のタタキより先行する調整であり、文様との連

動は考え難い。75の波状文は口縁部のみで、体部に

は櫛による刺突文である。76も同様であるが、体部

に文様はなく、カキメで調整するに止める。

壺（77）と甕（78）は口縁部に突帯をもち、壺は

突帯間に波状文を２段に施す。両者とも外面はタタ

キ、内面はナデで調整するが、一部に同心円文を残

す。13はタタキの後カキメを加える。

（１～10号墳：森川）

西山11号墳（79～132） 主体部からは何も出土し

なかったが、周溝からは、土師器（鉢・甕・鍋）、

須恵器（蓋杯・高杯・�・壺・横瓶・提瓶・甕）、

製塩土器が出土した。一基の古墳としては最も多い

量（コンテナケース約14箱分）ではあるが、新旧の

遺物が混在している。

古墳よりも明らかに新しい遺物としては、土師器

では、いわゆる「伊勢型」甕（84～92）がある。古

墳時代中後期頃には出現する甕であるが、飛鳥時代

以降に特徴的な頸部の肥厚が認められる。97は知多

式製塩土器で、棒状の脚部は７世紀以降の特徴であ

る②。 また、須恵器についても、蓋杯（103・104・

107～118）・壺（121）・高杯（122～127）・横瓶（128・

129）・提瓶（132）・甕（130・131）は新しい一群で

ある。周辺で飛鳥時代の竪穴建物や掘立柱建物が確

認されていることから、そこで使用された土器が周

溝に捨てられた、もしくは流れ込んだものであろう。

これらの明らかに新しい混入品を除き、古墳に本

来伴っていたと考えられる遺物を挙げると、土師器

（79～83）と須恵器（98～102・105・106・119）が

ある。79は土師器鉢、80～83は甕である。98～102

は須恵器杯蓋で、天井部は丸く、稜は明瞭、口縁部

は外に開き気味で直立し、口縁端部は内面が僅かに

窪む。102は生焼けで、99・102は瓦質に焼けている。

105・106は杯身。底部は丸みをもち、たちあがりは

やや内傾し、口縁端部は内面が僅かに窪む形状であ

る。蓋杯のロクロケズリの範囲は、稜や受け部端か

ら1.6～2.0㎝にまで及ぶ。119は大型�で、頸部と

肩部に櫛描波状文が施され、肩部の文様帯は沈線で

区画されている。底部外面には平行タタキとヘラ記

号「×」が認められる。

西山12号墳（133～136） 土師器甕（133）、須恵

器の無蓋高杯（134）と直口壺（135）、砥石（136）

である。土師器甕（133）と須恵器直口壺（135）は、

周溝の埋没過程で混入したとみられる飛鳥時代の遺

物である。134は須恵器の無蓋高杯で、杯部に環状

把手１個が残る。杯部は比較的深く、口縁部はやや

外反気味に直立し、口縁部内面が薄く段状になる。

杯部外面には突帯と櫛描波状文が施される。脚部は

欠損しているが、杯部底外面に残る切り込み線から

みて透孔は４方にあけられていた。

西山14号墳（137～140） 土師器の高杯（137・139）

と甕（138）、須恵器�（140）がある。土師器の高
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第104図 出土遺物実測図６（１：４）
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第105図 出土遺物実測図７（１：４）
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第106図 出土遺物実測図８（１：４、143は１：２）
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杯はどちらも脚部の破片だが、137は大型高杯であ

る。138は砂粒を多く含む胎土で、口縁部が「く」

字状を呈する甕である。140は小型�で、頸部と肩

部に櫛描波状文が施され、肩部の文様帯は沈線で区

画されている。肩部の櫛描波状文は、列点文風に見

えるが、工具が跳ねた結果であろう。

西山15号墳（141～143） 土師器高杯（141）、須

恵器直口壺（142）、ガラス玉（143）である。141は

土師器高杯の脚部で、内部は工具で丁寧に整えられ

ており、やや古い様相が認められる。142は須恵器

直口壺の口頸部で、口縁部内面は一段薄く仕上げら

れ、頸部外面には２条の突帯と櫛描波状文が施され

ている。胎土は極めて精良である。143はガラス製

の玉で、不透明の青緑色を呈している。高アルミナ

のソーダ石灰ガラスが二次加工されたものと考えら

れる。

西山17号墳（144） 土師器甕の台部で、端部は内

側に折り返されている。

西山18号墳（145） 土師器のいわゆる「宇田型」

台付甕（以下、宇田甕と略す。）で、口縁部にＳ字

甕の雰囲気を残す古相のもの。

西山19号墳（146～149） 土師器甕（146）・須恵

器�（147）・鉄鏃（148・149）がある。146は台付

甕の下半部で、台の端面は折り返さない。147は小

型�で、頸部は細く、体部は肩が張る形状である。

頸部と肩部に櫛描波状文が施されている。肩部の文

様帯は２条沈線で作りだされた突帯で区画されてお

り、櫛描波状文の上下端は沈線によって消されてい

る。体部外面には平行タタキが認められる。

西山20号墳（150） 須恵器樽形�の体部で、櫛描

波状文などの装飾は施されていない。

西山21号墳（151～206） 土師器甕（151）と埴輪

（152～206）がある。151はいわゆるＳ字甕で、口縁

部の屈曲が非常に僅かなＤ類③である。埴輪には、

円筒埴輪（152～195）と形象埴輪（196～206）があ

り、円筒埴輪には朝顔形のものは認められない。な

お、埴輪は周辺包含層などからも出土しているが、

本来この21号墳に伴うものと推定できるため、あわ

せて記述する（190～195、208～210）。円筒埴輪は

外側に断面台形を呈する突帯（タガ）が付されてお

り、全体像が判る唯一の152では、３突帯で４段に

区分されている。透孔は、上辺が直線的な略円形で

２段目に設けられている。内外面ともに風化が著し

いため、成形・調整痕跡を確認しにくいが、外面に

はタテハケが認められ、底部では粘土紐の継ぎ目が

明瞭なものがある。焼成は土師質で、黒斑が認めら

れる。

形象埴輪のうち、形状が推測できるものはすべて

家形である。屋根は外面に綾杉文の線刻が施されて

いることから、編んだ植物材を表現したものと思わ

れる。壁には縦方向のハケメが施され、平側に開口

部が１箇所設けられている。器台部と身舎の境には

床突帯が貼り付けられている。

西山23号墳（211・212） どちらも灰褐色を呈す

る粗製の土師器椀で、212の底部外面には木葉痕が

認められる。口縁部は、211が内傾面をもち、212は

小さく外へ折れる形状である。

西山24号墳（213～216） 周溝から出土した須恵

器の把手付椀（213）と甕（214・215）、主体部から

出土した鉄製刀子（216）がある。213は、口径に比

べて器高が低い椀で、把手は欠損している。把手の

上部にも蕨状の装飾痕跡が認められる。外面には稜

状の突帯と沈線との間に櫛描波状文が施されている。

214・215は外面に細かな格子タタキ、内面はナデ消

しが認められる体部片で、器壁は薄い。

西山25号墳（217～221） 土師器高杯（217）、須

恵器の�（218）・高杯（219）・甕（220）・壺（221）

のほか、土師器甕の破片などがある。217は高杯の

脚部。接合部付近の形状から、杯部は椀形を呈する

と推測される。218は小型�で、口縁部と頸部に櫛

描波状文、肩部には沈線２条と櫛描波状文の文様帯

があり、その上部に櫛描刺突文が施されている。外

面下半は平行タタキの痕跡が認められる。219は短

脚の無蓋高杯で、杯部と脚部の接点はないが同一個

体である。杯部は比較的深く、口縁部は直立し、口

縁部内面には段が認められる。杯部外面には断面三

角形状の突帯２条と櫛描波状文が施される。脚部は

４方向に透孔が開けられており、端部は玉縁状を呈

する。220は、外面のまばらな平行タタキが特徴的

な甕で、内側はナデのため不明瞭だが無文当具痕が

みてとれる。口縁部の形状は、単純口縁の直下に断

面三角形状の突帯が巡るもので、体部は扁球形であ
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第107図 出土遺物実測図９（１：４、148・149は１：２）
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第108図 出土遺物実測図10（１：４）
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第109図 出土遺物実測図11（１：４）
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第111図 出土遺物実測図13（１：４、216は１：２）
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る。221は丁寧に作られた壺で、口頸部に突帯２条

と櫛描波状文３条、肩部には２条一対の沈線によっ

て区画された文様帯に櫛描波状文が施されている。

西山27号墳（222～226） 土師器甕（225・226）、

須恵器壺（222～224）がある。225は口縁部の断面

が「く」字形を呈する台付甕で、Ｓ字甕に似た胎土

である。226は宇田甕である。222は壺の体部片で、

２条の沈線の間に櫛描刺突文が施され、下半にはカ

キメが認められる。223は大型�らしき壺の体部片

で、文様帯には櫛描波状文が施される。224は猿投

窯産の壺の口頸部で、突帯２条と櫛描波状文２条が

巡る。

西山28号墳（227） 土師器高杯の杯底部で、脚が

外れて接合面が見えている。

西山30号墳（228） 土師器の椀状杯高杯である。

西山31号墳（229～231） 土師器壺（229）、須恵

器杯蓋（230）、山茶碗（231）がある。229は壺の口

縁部。230は、天井部の頂部は扁平で、稜は小さい

が明瞭、口縁部は直立し、口縁端部は端面がやや窪

む形状の蓋杯である。231は、周溝がかなり埋まっ

た後の層位から出土した尾張系山茶碗の碗である。

藤澤良祐氏による山茶碗編年④の第６型式に比定さ

れる。

西山32号墳（232～238） 土師器の小型鉢（232）・

高杯（233）、須恵器の蓋杯（234・235）・壺（236・

237）・甕（238）がある。232は口縁部が短く外反す

る小型鉢、233は有稜高杯で、どちらも鮮やかな赤

橙色を呈する。234は杯蓋で、天井部は欠損し、稜

は小さく丸みを帯び、口縁部はやや短く、口縁端部

は傾斜面をなして外端はやや尖る。235は杯身で、

底部は丸みを帯び、口縁部は若干内傾ぎみに立ち上

がり、端部は内側が下がって段をなす。底部外面か

ら受け部にかけての位置にヘラ記号「|||」がある。

236は壺の底部で、外面にヘラ記号「×」がある。

237は壺の体部で、肩部直下に文様帯があり、小さ

めの突帯間に櫛描波状文が施されている。口頸部は

欠損しているが、頸の付け根は細い。�の可能性も

ある。238は焼成の甘い灰白色の甕で、外面に幅の

広い平行タタキ、内面は当具痕ナデ消しが認められ

る。韓式系土器と呼ぶべきものであろうか。

西山34号墳（239） 土師器高杯の脚部である。

西山35号墳（240～250） 土師器の高杯（240・

241）・壺（242～247）・甕（248）、鉄製品の�（249）、

砥石（250）がある。240は高杯の杯部で、腰が僅か

に張り、口縁部はやや外反しながら開く。241は有

稜高杯の杯底部から脚部で、杯部は粘土接合面で剥

離したもの。242～244は装飾のない壺で、部分的に

ベンガラらしき赤色顔料が認められる。245・246は

器壁の風化が著しい壺で、246の体部下半には穿孔

が１箇所認められる。

西山42号墳（251） 須恵器の杯身で、底部は丸み

を帯び、口縁部は全体に薄く、やや内傾して立ち上

がる。口縁端部先端は更に薄く、直下の内側は僅か

に段をなす。ロクロケズリの範囲は広い。猿投窯の

製品であろう。

西山44号墳（252） 須恵器の杯身で、底部は丸み

を帯び、受け部との境目は明瞭に窪む。口縁部はほ

ぼ垂直に高く立ち上がり、内端部はわずかに窪み、

丸みをもっている。底部外面のロクロケズリの範囲

は非常に広く、胎土は精良である。

西山45号墳（253～269） 土師器の高杯（253）や

壺・甕（254～262）、須恵器の杯蓋（263）・壺（264）

・提瓶（265）や壺・甕（266～268）、砥石（269）

がある。253は大型高杯の脚部。254・257・259は口

縁部が有段となる壺で、254は小型品。258・262は

壺の口縁部。259は直立する二重口縁をもつ大型壺

で、口縁上端部はやや外へ張り出す面をもち、口縁

下段部外面も斜め下方向へ突出する。262・261は口

縁部が「く」の字状を呈する甕の口縁部で、255・

256は壺の底部である。263は細片化した須恵器の杯

蓋片で、稜から口縁部の長さは図上復元である。天

井部は丸く、稜は明瞭、口縁端部は内面が段状に窪

む。264は小型壺の頸から肩部にかけての破片で、

肩部には１条の沈線が巡る。265は体部が扁平で、

細い頸が取りつく提瓶である。266は薄造りの甕。

口縁部は、単純口縁の直下に断面三角形状の突帯が

巡るもので、頸部にかけて突帯３条と櫛描波状文２

条が施されている。体部外面は非常に細かい平行タ

タキ、内面は当具ナデ消しが認められる。267は赤

紫色で胎土が非常に緻密な壺。内外面ともに丁寧に

ナデられているため成形痕跡は不明瞭だが、内面は

無文当具痕、外面は平行タタキが認められる。口頸
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第112図 出土遺物実測図14（１：４、249は１：２）
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第113図 出土遺物実測図15（１：４）
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第114図 出土遺物実測図16（１：４）
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第115図 出土遺物実測図17（１：２）
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第116図 出土遺物実測図18（１：２、306は１：４）

部には突帯や沈線と櫛描波状文（上から１条＋１条

＋２条）、肩部には沈線で区画された文様帯に３条

の櫛描波状文が施されている。268は装飾のない淡

い青灰色の小型甕で、内面は当具痕ナデ消し、外面

全面に平行タタキが認められる。

西山46号墳（270～282） 周溝西半から出土した

須恵器・土師器（271～274・282）は、いずれも飛

鳥時代に属するもので、前述の11号墳と同様、近接

する古代の建物に伴うものと考えられる。周溝東半

から出土した遺物のうち、270は口縁端部に内傾す

る面をもつ赤橙色の土師器椀である。須恵器杯蓋

（275～278）は、天井部は丸く、稜は明瞭、口縁部

は直立気味で、口縁端部は内面がやや窪む形状であ

る。杯身（279～281）は、底部は丸みをもち、たち

あがりはやや内傾し、口縁端部は内面が窪む形状で

ある。いずれもロクロケズリが施される範囲は稜や

受け部近くまで及ぶ。丁寧に作られているが、粘土

の捏ね具合が甘かったためか、焼成時に弾けたよう

な剥離が目立つ。

西山47号墳（283～286） 土師器椀（283）と須恵

器甕（284～286）がある。283は口縁端部に内傾す

る面をもち、半球形を呈する。須恵器甕は、胎土や

調整からみて３個体分の破片が出土した。284は体

部外面の平行タタキの上に線状のナデが９条ほど施

されている甕で、内面には細同心円文当具痕、内底

面には無文当具痕がのこる。頸部には突線と櫛描波

状文が３条施されている285・286は同一個体とみら

れる甕の体部片で、外面には平行タタキ、内面には

細同心円文当具痕が認められる。285の内面には当

具痕の上からヘラミガキ風の工具痕やナデ消しの痕

跡も認められる。285・286の同一個体とみられる破

片は、48号墳の西溝ＳＤ305からも出土している。

僅か２個の小片であり、47号墳のほうが量的にも破

片の大きさでも勝ってはいるが、調査時、大雨のた

びに大量の土砂が上方から流れ込んできた現地の状

況からすると、本来、上方に位置する48号墳に伴っ

ていた可能性も十分考えられる。

西山48号墳（287～289） 須恵器蓋杯（287～289）

のほか、47号墳出土品と同一個体とみられる甕の小

片がある。杯蓋（287・288）と杯身（289）のうち、

288・289は猿投窯系の製品である。最大径が杯身・

杯蓋共に15㎝台と大きく、口縁端部は傾斜面化し、

外端がやや尖る傾向は、東山61号窯⑤の製品との類

似性が高い。287は伊勢在地窯産のほぼ同時期のも

のであろう。

西山55号墳（290） 波状文が施された須恵器壺の

口縁部片である。周辺からは同一個体とみられる体

部片が多く出土しており、焼成が甘く風化が進んで

いるため接合できなかったが、大型�か直口壺と推

測される。 （11～55号墳：水橋）
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第117図 出土遺物実測図19（１：４、315～339は１：２）
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第118図 出土遺物実測図20（１：４）

ｂ 木棺墓など

ＳＫ92（291～300） すべて鉄製品で、刀子（291）

・刀（292）・剣（296～298）・刀装具（299・300）・

鎌（293・294）・斧（295）がある。剣には鎬はなく、

鞘とみられる木質が部分的に残る。鎌には直刃鎌

（293）と曲刃鎌（294）があり、293は刃の向きから

直刃鎌としたが、先端はややはね上がる。刀装具は

棺内の南側埋土から出土した。299は柄金具、300は

吊金具と推測される。

ＳＫ152（301） 鉄鎌としたが、曲刃の刀子のよ

うな形状である。柄部に木質が若干残存している。

ＳＫ154（302・303） 鉄鏃である。同一個体の可

能性はあるが、接合できない。

ＳＫ159（304～306） 刀子（304）・鉄鏃（305）・

砥石（306）がある。鉄製品には木質が付着してお

り、鉄鏃基部の木質は根挟みの部品の可能性がある。

砥石（306）は粒子の細かい砂岩製で孔が１個穿た

れている。先端の破面にも若干の使用痕が認められ

る。

ＳＫ174（307） 両端が大きく破損している棒状

の鉄製品で、�とみられる。

ＳＫ185（309～339） 砥石５個（309～313）・叩

き石１個（314）・勾玉２個（315・316）・臼玉12個

（317～328）、鉄鏃（329～337）・鏨（338）・鑿？

（339）がある。砥石は砂岩・流紋岩・泥岩製があり、

よく使いこまれている。叩き石はホルンフェルス製

で、両端の使用痕は鉄分が付着しているようにみえ

る。勾玉は、両側から穿孔されている。鉄鏃は頸部

の長いものが多い。全体に錆化が進み、残存状態は

良好とは言えないが、茎部に木質が残るもの（330・

332・336）や巻かれた樹皮が残るもの（335）もあ

る。339は鑿とみられるが、刃部と柄部の境はＸ線

写真でも不明瞭である。

ＳＫ202（308） 刀子である。柄部に木質が比較

的よく残る。 （山中・水橋）

ｃ 竪穴建物

ＳＨ59（348～352） 図示したものは全て土師器

で、鉢（348・349）と甕（350～352）である。348

の口縁端部外面には沈線が巡る。351は底部外面を

ヘラケズリするのに対し、352が底部までハケメで

調整する。 （森川）

ｄ 土坑
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第119図 出土遺物実測図21（１：４）

ＳＫ57（341） 土師器の鉢であるが、甕とすべき

かもしれない。球状の体部に短く直立する口縁部を

もつが、底部は扁平の特異な器形を呈する。全体的

に厚い器壁であるが、薄い円形の底部を雑に接合す

るため、体部と底部の一体感に欠ける。口縁部の接

合も雑で、この部分が肥厚する。調整も全体的に雑

な仕上げで、外面には粘土紐接合痕やヘラ状工具痕

が多く残る。なお、胎土も粗いものである。

ＳＫ２（340） 図示できたものは須恵器の杯身の

みである。高い口縁部で端部内面には緩慢な段を残

す。底部外面は受部近くまでロクロケズリする。

（森川）

ｅ 溝

ＳＤ11（344・345） 両者とも須恵器であるが、

いずれも小片である。344は須恵器の杯蓋で、天井

部外面を丁寧にロクロケズリする。345は提瓶の口

縁部と思われるが確証はない。頸部に沈線が１条確

認できる。

ＳＤ18（346） 図示できたものは須恵器杯蓋のみ

である。

ＳＤ51（347） 短脚の有蓋高杯である。杯部外面

をロクロケズリ、他をロクロナデで調整するが、脚

部外面下端付近は弱いカキメ状を呈する。（森川）

ＳＨ60（353～357） 土師器の杯・皿・甕、須恵

器の杯身がある。土師器の杯（353）は底部外面を

ヘラケズリし、口縁部外面に凹線状の沈線が巡る。

355・356はともに長胴甕と思われ、355は体部下半

外面をヘラケズリする。両者とも頸部外面に非常に

強いヨコナデを施す。357は須恵器の杯身 で、口縁

部の立ち上がりは非常に小さい。 （森川・水橋）

ＳＨ66（358） 口縁部が「く」の字を呈する土師

器甕である。表面の剥落が激しいため、調整は不明

で、口縁端部など細部は本来の形を留めていない可

能性がある。小型丸底甕かと思われる。図化できな

かったが、長胴甕の可能性のある破片もあり、ハケ

メが細かいことから飛鳥時代を大きく下ることはな

いと推測される。

ＳＫ69（359） 須恵器の杯身。口縁部の立ち上が

りは非常に小さい。11号墳出土品と接合した。

ＳＫ74（360） 須恵器の杯。稜の名残のような非

常に不明瞭な沈線らしき凹みが微かに巡るため、蓋

として図示したが、杯身として使用したものであろ

う。

ＳＫ302（361～364） 361は土師器甕で細かいハ

ケメが認められる。362は甕か鍋の把手である。363

は須恵器杯身で、ＳＫ69出土品と近似する。364は

�とみられる須恵器小壺で、肩部はやや張り、１条

の沈線が巡る。 （水橋）
３ 飛鳥時代（第118・119図）
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第120図 出土遺物実測図22（１：４、379・380は１：２）

土師器（365・366）、須恵器（367～377）、土製品

（378）、金属製品（379・380）がある。

365は、32号墳もしくは34号墳の周溝上の包含層

から出土した土師器甕で、口縁部は「く」の字を呈

する。366は土師器高杯で、杯部の形状は不明だが、

脚部はやや屈曲するようにみえる。

367～371は須恵器杯身。同一個体とみられる367・

368は、体部が厚く、腰に丸みがあるため、古そう

に見えるが、口縁部は薄く、ヘラケズリの範囲は狭

い。産地は不明である。372は櫛描波状文が施され

た無蓋高杯。脚部の透孔は３方にあく。

373・374は須恵器小壺で、別個体だが、どちらも

�の可能性がある。373は口縁部片で、口縁帯に櫛

描波状文が施されている。374は頸部から体部にか

けての破片で、頸部と肩部に櫛描波状文が施されて

いる。肩部の文様帯は２条一対の沈線で区画されて

いる。

375～377は須恵器甕。375は口縁部片で、頸部に

突帯で区画された文様帯があり、櫛描波状文が施さ

れている。胎土は粗い。産地は不明である。377は

非常に薄作りの体部片で、外面に格子タタキ、内面

には無文当具痕が認められる。焼成は甘く、やや瓦

質である。産地は不明である。

378は土錘。全体が細長く、孔径も小さい。（水橋）

379は端部が折り返された鉄製品で刀装具の可能

性がある。380は復元すると菱形となる可能性があ

り、金銅張りなどの痕跡は認められないが留金具と

想定できる。 （山中）

【註】

①辻川哲朗「近江地域における百済系土器の一様相」『紀

要26』財団法人滋賀県文化財保護協会、2013年。

②森泰通「東海地方における古代土器製塩覚え書き2009－

内陸部から出土する製塩土器の意味を考えるために―」

『東海土器製塩研究』考古学ファーラム、2010年。同

「製塩土器」『新修豊田市史 資料編 考古Ⅱ 弥生・

古墳』愛知県豊田市、2015年。

③赤塚次郎「第Ⅴ章 考察」『廻間遺跡』財団法人愛知県

埋蔵文化財センター、1990年。

④藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３

号 三重県埋蔵文化財センター、1994年。

⑤名古屋大学大学院文学研究科考古学研究室『東山61号

窯発掘調査報告書』2010年。

４ 遺構外出土遺物（第120図）



―134―

第６表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（１／９）

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

1 034-01 土師器 甕 M22 SK6 SK6 ハケメ
やや
密

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

ほぼ完形 口縁部：刺突列点文

2 033-01 須恵器 壺 P14 １号墳
SD19
№1

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良
にぶい赤褐
5YR5/4

底部完存
ロクロ右回転
外面酸化焼成

3 029-04 須恵器 杯身 L18 ２号墳 SD8
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰白
N7/

受部1/4残 ロクロ右回転

4 029-03 須恵器 杯身 K17 ３号墳 SD7
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰白

7.5Y7/1
受部1/6残 ロクロ左回転

5 026-01 須恵器 杯蓋 M14 ４号墳
SD15
№17

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰

7.5Y6/1
完形 ロクロ左回転

6 026-02 須恵器 杯蓋 L15 ４号墳
SD15
№10･11

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良
灰

10Y6/1
口縁部小片
天井部完存

ロクロ左回転
尾張産

7 028-05 須恵器 杯蓋 L15 ４号墳
SD15
№4

ロクロナデ
やや
密

良好
青灰

5PB6/1
口縁部
1/10

8 029-01 須恵器 杯蓋 L15 ４号墳
SD15
№3

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
天井部1/6 ロクロ左回転

9 028-06 須恵器 杯蓋？ L15 ４号墳
SD15
№1

杯部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良
灰

7.5Y6/1
受部1/6 ロクロ右回転

10 026-03 須恵器 杯身 M14 ４号墳
SD15
№15

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

やや
不良

明オリーブ灰
2.5GY7/1

ほぼ完形
ロクロ左回転
やや瓦質に焼ける

11 028-01 須恵器 杯身 L15 ４号墳
SD15
№2･7･9

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
青灰
5B6/1

口縁部1/4
受部3/8

ロクロ左回転

12 028-03 須恵器 杯身 L15 ４号墳
SD15
№6

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
青灰
5B6/1

口縁部1/6

13 029-02 須恵器 杯 L15 ４号墳
SD15
№13

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰

10Y6/1
底部1/4

ロクロ左回転
尾張産

14 028-04 須恵器 杯身 L15 ４号墳
SD15
№12

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰

10Y6/1
口縁部小片
受部1/6

尾張産
13と同一個体の可能性あり

15 028-02 須恵器 杯身 L15 ４号墳
SD15
№5･8･10

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良
灰白

10Y7/1
受部1/3 ロクロ左回転

16 026-04 須恵器 � M15 ４号墳
SD15
№16

底部外面ヘラケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

口縁部1/2
体部完存

波状文３条

17 027-01 須恵器 甕 K14 ４号墳
SD15
№14

外面タタキ、内面ナデ
やや
密

良好
灰
N6/

体部1/8

18 012-04 土師器 壺 G46 ６号墳
SD54
№1

ナデ 密 良好
明赤褐

2.5YR5/6
頸部1/8

19 012-05 土師器 高杯 I47 ６号墳
SD54
№2

外面ヘラケズリ
内面未調整

密 良好
橙

2.5YR6/8
脚柱部1/4

20 013-02 須恵器 杯蓋 G47 ６号墳
SD54
№7

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
青灰

5PB6/1
完形

ロクロ右回転
尾張産

21 015-03 須恵器 壺 G46 ６号墳
SD54
№15

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
暗青灰
5B4/1

ほぼ完形 ロクロ右回転

22 016-01 須恵器 高杯蓋 G47 ６号墳
SD54
№8

磨滅のため調整不明瞭
やや
密

良好
暗青灰
5B4/1

ほぼ完形

23 015-01 須恵器 高杯蓋 G46 ６号墳
SD54
№11

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

粗 良好
灰
N6/

口縁部1/2 ロクロ左回転

24 013-01 須恵器
有蓋
高杯

G47 ６号墳
SD54
№9

杯部外面ロクロケズリ
脚部外面カキメ
他はロクロナデ

やや
密

良好
暗青灰
5B4/1

口縁部1/3
脚部完存

ロクロ左回転
透孔三角形３方

25 016-02 須恵器
有蓋
高杯

G46 ６号墳
SD54
№13

脚部外面カキメ
他はロクロナデ

やや
密

不良
灰白

2.5Y7/1
受部1/2
脚部完存

透孔三角形３方

26 015-02 須恵器
有蓋
高杯

G46 ６号墳
SD54
№12

底外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
青灰
5B6/1

杯部完存 ロクロ左回転

27 012-01 須恵器 高杯 G47 ６号墳
SD54
№5

脚部外面カキメ
他はロクロナデ

密
やや
不良

灰
N4/

脚部1/2残
透孔三角形４方
磨滅が激しい

28 015-04 須恵器
有蓋
高杯

G47 ６号墳
SD54
№6

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ
磨滅が激しく調整不明確

密 不良
灰白

7.5Y7/1
口縁部1/2残

29 012-02 須恵器 高杯 G47 ６号墳
SD54
№10

磨滅のため不明 密
やや
不良

灰
N4/

口縁部・
受部小片

30 012-03 須恵器 高杯 G46 ６号墳
SD54
№14

ロクロナデ
磨滅が激しく調整不明確

密
やや
不良

灰
N4/

脚部1/8
基部1/4残

透孔形状不明

31 014-01 須恵器 甕 I45 ６号墳
SD54
№4

外面タタキ、内面ナデ 密 良好
灰白
N7/

体部1/5残

32 011-02 土師器 壺 J48 ７号墳 SD55 ナデ 密 良好
明赤褐

2.5YR5/8
頸部1/3

33 010-01 土師器 甕 H48 ７号墳
SD55
№3

外面タタキ?
磨滅が激しく調整不明確

やや
粗

良好
浅黄橙
10YR8/3

口縁部1/4 酸化焼成の須恵器？

34 008-01 須恵器 杯蓋 I50 ７号墳
SD55
№13

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
暗青灰
5B4/1

完形 ロクロ左回転

35 008-02 須恵器 杯身 I50 ７号墳
SD55
№12

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰
N4/

完形
ロクロ左回転
底部外面：ヘラ記号

36 008-03 須恵器 杯身 I50 ７号墳
SD55
№14

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
にぶい赤褐
5YR5/4

完形
ロクロ左回転
底部外面：ヘラ記号

37 010-02 須恵器 高杯 I50 ７号墳
SD55

№4･6･9･10
杯部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
暗灰
N3/

杯部ほぼ完形
脚部1/2

杯部：波状文
透孔３方

38 008-04 須恵器 � I50 ７号墳
SD55

№5･7･8･11

体部外面下半カキメ
底部外面ナデ
他はロクロナデ

密 良好
灰
N6/

口縁部
1/5欠損

波状文３条＋刺突文

39 011-01 須恵器 � J49 ７号墳
SD55
№2

底部外面ナデ
他はロクロナデ

やや
密

やや
不良

灰
5Y6/1

口縁部1/4 波状文２条＋刺突文

40 031-01 須恵器 甕
1次
T1

７号墳 溝状遺構 ロクロナデ
やや
粗

良好
青灰
5B6/1

口縁部1/6 波状文２条

41 004-04 土師器 壺 H51 ８号墳
SD53
№12

体部外面上半ハケメ
下半ヘラケズリ

内面ナデ

やや
粗

良
浅黄

2.5Y8/3
口縁部
若干欠損

42 007-01 土師器 甕 G53 ８号墳
SD53
№8

外面ハケメ、内面ナデ
やや
粗

良好
灰白

10YR8/2
口縁部1/4残
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第７表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（２／９）

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

43 007-03 土師器 甕 I53 ８号墳 SD53
磨滅のため調整不明瞭
外面ハケメ

密 良好
橙

7.5YR7/6
口縁部1/4残

44 007-02 土師器 甕 I52 ８号墳 SD53 ハケメ 密 良好
にぶい橙
7.5YR7/4

口縁部1/4残

45 007-04 土師器 高杯 H54 ８号墳 SD53
磨滅のため調整不明瞭
ナデ

やや
粗

良好
赤

10R5/6
口縁部小片
杯下半1/4残

46 007-05 土師器 高杯 I52 ８号墳 SD53 外面ナデ、内面未調整 密 良好
橙

2.5YR6/8
脚基部完存

47 001-02 須恵器 杯蓋 H54 ８号墳
SD53
№1

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
青灰

5PB6/1
口縁部2/3残 ロクロ右回転

48 006-03 須恵器 杯蓋 I53 ８号墳
SD53
№3

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰
N6/

口縁部1/5残

49 006-02 須恵器 杯蓋 H54 ８号墳
SD53
№1

天井部外面未調整
他はロクロナデ

やや
粗

良好
暗青灰
5PB4/1

口縁部小片
天井部完存

50 006-06 須恵器 杯蓋 I54 ８号墳
SD53
№7

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
暗青灰
5PB4/1

天井部完存
ロクロ右回転
尾張産

51 001-03 須恵器 杯身 H54 ８号墳
SD53
№7

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

不良
淡黄

2.5Y8/4
口縁部1/3
受部1/2残

ロクロ右回転
一部瓦質、還元不良

52 004-03 須恵器 杯身 H54 ８号墳
SD53
№2

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰N
6/

受部以下完存 ロクロ右回転

53 006-05 須恵器 杯身 I53 ８号墳
SD53
№3

ロクロナデ 密 良好
青黒

5PB2/1
口縁部1/2残

54 006-04 須恵器 高杯 I53 ８号墳
SD53
№16

ロクロナデ
やや
粗

良好
暗青灰
5PB4/1

脚端部小片
脚柱部1/3残

55 004-02 須恵器 高杯 I54 ８号墳
SD53
№6

ロクロナデ
やや
密

良好
灰白

7.5Y7/1
脚端部2/3残 短脚

56 004-01 須恵器 壺 I53 ８号墳
SD53
№4

ロクロナデ 密 良好
褐灰

10YR6/1
口縁部2/3残 頸部：凹線２条

57 005-01 須恵器 壺 H54 ８号墳
SD53
№1･5･14

体部外面下半ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
褐灰

7.5YR5/1
口縁部
若干欠損

頸～体部上半：波状文４条
SD58下層出土品と接合

58 006-01 須恵器 � I53 ８号墳
SD53
№9･1

体部内面上半未調整
下半ナデ

他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰
N5/

口縁部1/6
体部5/6残

頸部：波状文

59 002-01 須恵器 � I53 ８号墳
SD53
№13

体部外面下半ナデ
他はロクロナデ

やや
密

良好
緑黒
5G2/1

口縁部欠損 頸～体部：波状文２条

60 002-02 須恵器 � I52 ８号墳
SD53
№10

体部外面下半ナデ
内面下半未調整

他はロクロナデ

やや
粗

良
灰白

7.5Y7/1
口縁部欠損

頸～体部：波状文２条
還元不十分

61 001-01 須恵器 鉢 H51 ８号墳
SD53
№11

体部外面上半タタキ
下半ロクロケズリ

内面ロクロナデ
密

やや
不良

灰
7.5Y8/1

ほぼ完形 �形土器
ロクロ右回転

62 003-01 須恵器 甕 I53 ８号墳 SD53 外面タタキ、内面ナデ 密 良好
灰
N4/

体部下半
1/2残

63 024-02 土師器 椀 L54 ９号墳
SD52
№1

磨滅のため調整不明瞭
内面ナデ

密 良好
橙

2.5YR6/8
ほぼ完形

64 024-03 土師器 椀 M52 ９号墳
SD52
№2

磨滅のため調整不明瞭
内面ナデ

やや
密

良好 橙5YR7/8 完形

65 019-03 土師器 壺 F53 10号墳 SD58下層 ナデ
やや
粗

良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部小片
体部1/6

66 017-01 須恵器 杯蓋 F52 10号墳 SD58下層
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰
N6/

口縁部1/10 ロクロ右回転

67 017-04 須恵器 杯蓋 E51 10号墳 SD58下層
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
青灰
5B6/1

天井部1/8 ロクロ右回転

68 017-03 須恵器 杯蓋 F53 10号墳
SD58
№1

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
青灰

5PB5/1
口縁部1/2 ロクロ右回転

69 017-02 須恵器 杯蓋 E51 10号墳 SD58下層
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
青灰
5B6/1

口縁部1/8 ロクロ右回転

70 017-05 須恵器 杯身 F52 10号墳 SD58下層 ロクロナデ 密 良好
青灰

5PB5/1
口縁部1/8

71 017-06 須恵器 杯身 F52 10号墳
SD58
№2･3

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰
N4/

完形
ロクロ左回転
底部外面：ヘラ記号

72 019-01 須恵器 杯身 E52 10号墳 SD58下層
底部外面未調整
他はロクロナデ

密 良好
青灰
5B6/1

受部1/8

73 022-01 須恵器 � E51 10号墳 SD58上層 ロクロナデ 密 良好
灰白

7.5Y7/1
口縁部1/4 波状文

74 018-02 須恵器 � F52 10号墳 SD58下層
底部外面タタキ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
N7/

体部上半完存 波状文

75 018-01 須恵器 � F52 10号墳
SD58
№4

底部外面タタキ
他はロクロナデ

密 良好
灰
N6/

口縁部1/2
体部上半完存

波状文＋刺突文

76 019-02 須恵器 �
E51
E52

10号墳 SD58下層
体部外面下半カキメ
底部外面タタキ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
N7/

頸部1/4 波状文

77 021-01 須恵器 壺 E52 10号墳 SD58下層
外面カキメ＋タタキ
内面ナデ

やや
密

良好
灰

7.5Y6/1
頸部1/7
体部1/4

波状文２条

78 020-01 須恵器 甕 E51 10号墳 SD58下層
外面タタキ
内面ナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

口縁部1/2

79 312-01 土師器 鉢 N58 11号墳 SD68 磨滅のため不明 密 良好
橙

5YR7/6
口縁部2/12

80 308-02 土師器 甕 M60 11号墳
SD67
№16

内面ハケメ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
口縁部2/12

81 311-02 土師器 甕 O58 11号墳 SD68
口頸部内面ハケメ
内面ナデ

やや
密

良好
にぶい黄橙
10YR7/2

口縁部1/12

82 308-05 土師器 甕 M60 11号墳
SD67
№8･12

外面ハケ？
やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
口縁部1/12

83 613-02 土師器 甕 O58 11号墳
SD67
西溝

磨滅のため不明瞭、
内面ナデ、外面ケズリ

粗 良好
橙

7.5YR7/6
口縁部2/12

84 308-03 土師器 甕 M60 11号墳 SD67 内面ハケメ 密 良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部3/12
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85 309-02 土師器 甕 M60 11号墳
SD67
№2

外面ハケメ 密 良好
明黄褐
10YR6/6

口縁部3/12

86 311-01 土師器 甕 O58 11号墳 SD68 外面ハケメ
やや
密

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部5/12

87 611-01 土師器 甕 O58 11号墳 SD67
磨滅のため不明瞭
内面ハケメ

密 良好
にぶい橙
7.5YR7/3

口縁部8/12

88 308-01 土師器 甕 M60 11号墳
SD67
№16

ハケメ
（内5本/㎝、外7本/㎝）

やや
密

やや
不良

明黄褐
10YR7/6

口縁部3/12

89 613-01 土師器 甕 P57 11号墳
SD67
西ﾄﾚﾝﾁ

磨滅のため不明瞭
内外面ハケメ

やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
口縁部3/12

90 309-01 土師器 甕 M60 11号墳
SD67
№2

内外面ハケメ 密 良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部6/12

91 610-01 土師器 長胴甕 O57 11号墳 SD67上層
磨滅のため不明瞭
口縁部内・外面ハケメ

やや
密

良好
にぶい橙
7.5YR7/4

4/12

92 310-01 土師器 甕 N61 11号墳 SD67 内外面ハケメ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
口縁部3/12

93 310-02 土師器 鍋 M60 11号墳
SD67
№10

外面ハケメ
やや
密

良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部2/12 把手１

94 613-03 土師器 鍋・甕 P58 11号墳 SD67上層 オサエ・ナデ
やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

把手部

95 312-02 土師器 鍋・甕 O58 11号墳 SD68 オサエ・ナデ 密 良好
黄橙

10YR8/6
把手部

96 613-04 土師器 鍋・甕 P57 11号墳
SD67
西ﾄﾚﾝﾁ

オサエ・ナデ 粗 良好
浅黄橙
10YR8/4

把手部

97 308-04
製塩
土器

― M60 11号墳 SD67 ユビオサエ 密 良好
にぶい橙
7.5YR6/4

― 知多式

98 609-02 須恵器 杯蓋 P58 11号墳 SD67中層
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰白

7.5Y7/1
9/10

99 312-06 須恵器 杯蓋 O58 11号墳 SD68壁
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
N7/

2/3

100 612-01 須恵器 杯蓋 P57 11号墳 SD67
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰
N6/

口縁部3/12

101 303-02 須恵器 杯蓋 N60 11号墳 SD67 磨滅のため不明
やや
粗

不良
にぶい黄
2.5Y6/3

口縁部4/12

102 303-03 須恵器 杯蓋 M60 11号墳 SD67 磨滅のため不明
やや
粗

不良
灰
N4/

稜部1/12

103 302-03 須恵器 杯蓋 N61 11号墳 SD67第2層
天井部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白

10Y7/1
11/12

104 312-04 須恵器 杯蓋 N58 11号墳 SD68
天井部降灰のため不明
他はロクロナデ

密 良好
灰白
5Y7/1

1/3

105 609-01 須恵器 杯身 O57 11号墳 SD67上層
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
N7/

口縁部9/12

106 609-03 須恵器 杯身 P57 11号墳
SD67
西ﾄﾚﾝﾁ

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰

7.5Y6/1
受部9/12

107 301-01 須恵器 杯身
N60
O58

11号墳
SD67
SD68

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰

10Y6/1
4/12 尾張産

108 302-05 須恵器 杯身 M60 11号墳 SD67
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

口縁部3/12

109 303-01 須恵器 杯身
M60
N56

11号墳
SD67
SK69

底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

4/12

110 312-05 須恵器 杯身 O58 11号墳 SD68
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
1/2

111 302-04 須恵器 杯身 N60 11号墳
SD67
№19

底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
暗緑灰

7.5GY4/1
7/12

112 302-07 須恵器 杯身 N60 11号墳 SD67
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰

5Y6/1
11/12

113 302-06 須恵器 杯身 M60 11号墳 SD67
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

粗 良好
灰

10Y5/1
3/12

114 312-08 須恵器 杯身 N58 11号墳 SD68
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
N7/

1/2

115 312-03 須恵器 杯身 O58 11号墳 SD68
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

密 良好
灰

7.5Y6/1
底部完存

116 612-04 須恵器 杯身 P58 11号墳 SD67上層 ロクロナデ
やや
密

良好
灰

10Y6/1
口縁部2/12

117 312-07 須恵器 杯身？ N58 11号墳 SD68
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
底部5/12

118 612-02 須恵器 杯 P57 11号墳
SD67
西ﾄﾚﾝﾁ

外面ヘラオコシ、
他はロクロナデ

やや
密

やや
不良

灰白
7.5Y7/1

4/12

119 611-02 須恵器 �
P57
P58

11号墳
SD67
西ﾄﾚﾝﾁ

底部外面平行タタキ
＋ケズリ＋ナデ

他はロクロナデ

やや
密

良好
灰

7.5Y6/1
7/12

頸部：突帯＋櫛描波状文２条
肩部：沈線２＋櫛描波状文
底部：ヘラ記号？

120 314-01 須恵器 壺 N58 11号墳 SD68
体部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
胴体部1/2

肩部：沈線２条
体部・底部：ヘラ記号

121 305-01 須恵器 壺
N61
N58

11号墳
SD67第2層

SD68
体部外面平行タタキ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰

5Y5/1
1/2

122 313-01 須恵器 高杯
N58
N60

11号墳
SD68
SD67

杯底外面ロクロケズリ？
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
1/2

123 301-02 須恵器 高杯
N58
N60

11号墳
SD68
SD67

杯底外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

やや
不良

灰白
2.5Y8/2

口縁部2/12

124 302-02 須恵器
無蓋
高杯

N60 11号墳
SD67
№20

杯底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰

7.5Y5/1
杯部9/12 透孔２方

125 302-01 須恵器
無蓋
高杯

M60 11号墳
SD67
№1

ロクロナデ
杯底部付近ヘラオコシ痕

やや
粗

良好
灰白
5Y7/1

6/12

126 612-05 須恵器 高杯 P58 11号墳 SD67上層 ロクロナデ
やや
密

良好
灰

10Y6/1
― 透孔２方

第８表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（３／９）
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127 612-03 須恵器 高杯 Q58 11号墳
SD67
南ﾄﾚﾝﾁ

ロクロナデ 密
やや
不良

灰白
2.5Y8/2

脚部 頸部：沈線

128 304-01 須恵器 横瓶 M60 11号墳
SD67№4～8
･12･15･18

体部外面平行タタキ
口頸部ロクロナデ

やや
粗

良好
灰白
5Y7/1

体部2/5 体部外面中央：沈線

129 307-01 須恵器 横瓶 M60 11号墳
SD67
№11･14

体外～底部：擬格子タタキ
他はロクロナデ等

やや
密

良好
黄灰
2.5Y6/1

2/3
体部：穿孔・孔補修痕
頸接合部付近：亀裂修復痕

130 305-02 須恵器 甕
N61
O60

11号墳 SD67
体部外面タタキ+カキメ
内面当具痕

やや
密

やや
不良

灰白
5Y7/1

口縁部1/12

131 313-02 須恵器 壺 O58 11号墳 SD68
体部外面擬格子？タタキ
内面同心円文当具痕

密 良好
灰白
2.5Y7/1

口縁部4/12

132 306-01 須恵器 提瓶 M60 11号墳
SD67№6･7
･9･13･15

体部外面平行タタキ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
2.5Y7/1

1/3
頸部：沈線２条
把手２

133 401-01 土師器 甕 L62 12号墳 SD63 口頸部内面ハケメ 密 良好
浅黄橙
10YR8/4

口縁部1/12

134 401-03 須恵器
無蓋
高坏

K65 12号墳 SD63
杯底外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
N7/

4/12
櫛描波状文、把手１残
透孔４方

135 401-02 須恵器 直口壺 L62 12号墳 SD63 ロクロナデ
やや
粗

良好
灰

10Y5/1
口縁部1/12 頸部：沈線

136 409-01 石製品 砥石 J64 12号墳 SD63 ― ―
灰黄
2.5Y6/2

完存

137 407-05 土師器 高杯 L74 14号墳
SD86
№2

外面ミガキ？ 密 良好
橙

7.5YR6/6
脚柱部のみ

138 408-03 土師器 甕 N73 14号墳 SD86下層 外面ハケメ
やや
密

良好
橙

7.5YR6/6
口縁部1/12

139 408-02 土師器 高杯 I72 14号墳
SD86下層
№3

外面ナデ？
内面工具ナデ

やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

脚部ほぼ完存

140 408-01 須恵器 � L74 14号墳
SD86下層
№1

底部ユビオサエ
他はロクロナデ

密 良好
灰

7.5Y4/1
5/12

頸部：櫛描波状文
体部：沈線２＋櫛描列点文

141 408-05 土師器 高杯 H72 15号墳 SD89
脚部外面磨滅のため不明
内面工具ナデ

やや
密

良好
橙

7.5YR6/6
脚部7/12

142 408-04 須恵器 直口壺 I72 15号墳 SD87第1層 ロクロナデ 密 良好
灰白
5Y7/2

口縁部2/12 頸部：突帯２＋櫛描波状文

143 519-02
ガラス
製品

玉 G71 15号墳 SD89 ― ―
青灰
5BG5/1

完存

144 407-04 土師器 台付甕 I76 17号墳 SD84 ナデ・ユビオサエ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
底部4/12

145 515-03 土師器 台付甕 E77 18号墳
SD201
№2

外面ハケメ
内面ナデ・工具痕

やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR6/4

1/2 外面煤付着

146 515-02 土師器 台付甕 NZ78 19号墳 SD203 外面ハケメ、内面ナデ
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
脚部2/3

147 505-01 須恵器 � A78 19号墳
SD203
№1

底部外面平行タタキ
内面オサエ

密 良好 灰5Y6/ 9/10
頸部：突帯＋櫛描波状文
肩部：沈線＋櫛描波状文

148 552-10 鉄製品 鉄鏃 C77 19号墳
SD203
№1

― ― ― 頸部のみ

149 552-11 鉄製品 鉄鏃 C77 19号墳
SD203
№1

― ― ― 小片

150 506-01 須恵器 樽形� Y79 20号墳 SD196西 ロクロナデ 密 良好
黄灰
2.5Y5/1

1/2 図上復元

151 514-04 土師器 甕 C84 21号墳 SD195 外面ハケメ（3本/㎝）
やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR6/4

口縁部2/12

152 535-01 埴輪 円筒 D83 21号墳
SD195
№4

磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5Y7/6
1/2

透孔１箇所
黒斑

153 525-01 埴輪 円筒 A84 21号墳
SD195
№1

外面磨滅、内面ヨコナデ 粗 良好
橙

5YR6/8
口縁部6/12 透孔１箇所

154 523-01 埴輪 円筒 C84 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5YR6/6
口縁部2/12

透孔１箇所
黒斑

155 522-01 埴輪 円筒
A83
A84

21号墳
SD195
№2

外面タテハケ
内面ヨコナデ

粗 良好
明黄褐
10YR6/6

口縁部5/12 透孔１箇所

156 528-01 埴輪 円筒 D83 21号墳
SD195
下層･№6

外面タテハケ？
内面ヨコナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
口縁部3/12 黒斑

157 536-02 埴輪 円筒 A82 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5YR7/6
口縁部2/12

158 528-02 埴輪 円筒 D83 21号墳 SD195
外面タテハケ？
内面ヨコナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
口縁部小片

159 522-03 埴輪 円筒 A84 21号墳
SD195
№1

ヨコナデ
やや
粗

良好
橙

5YR7/6
口縁部小片

160 529-02 埴輪 円筒 D83 21号墳
SD195
№5

磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

5YR6/6
口縁部小片

161 526-07 埴輪 円筒 C84 21号墳 SD195 ヨコナデ
やや
粗

良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部小片

162 530-02 埴輪 円筒 D82 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

5YR6/6
口縁部小片

163 523-02 埴輪 円筒 C84 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5YR6/6
口縁部小片

164 523-03 埴輪 円筒 C84 21号墳 SD195
外面タテハケ
内面磨滅

粗 良好
明褐

7.5YR5/6
口縁部小片 黒斑

165 530-01 埴輪 円筒 D82 21号墳 SD195上層 ヨコナデ 粗 良好
橙

5YR6/6
口縁部小片

166 528-03 埴輪 円筒 D83 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
体部2/12

167 527-01 埴輪 円筒 D83 21号墳
SD195
№5

磨滅のため不明瞭
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
体部

底部：敷物（植物）？痕
黒斑

168 533-01 埴輪 円筒 C81 21号墳 SD195 外面磨滅、内面ナデ
やや
粗

良好
にぶい橙
7.5YR6/4

体部1/12 透孔１箇所

169 530-03 埴輪 円筒 D82 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

5YR6/6
突帯部2/12



―138―

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

170 524-03 埴輪 円筒 C84 21号墳 SD195
外面タテハケ
内面ヨコナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
体部片 透孔１箇所

171 529-01 埴輪 円筒
C82
D82

21号墳 SD195上層
外面タテハケ？
内面ヨコナデ

粗 良好
橙

5YR6/6
体部1/4 透孔１箇所

172 521-01 埴輪 円筒 A84 21号墳
SD195
№2

外面タテハケ
内面磨滅

粗 良好
にぶい黄橙
10YR6/4

突帯部3/12

173 520-02 埴輪 円筒 A84 21号墳
SD195
№1

磨滅のため不明 粗 良好
橙

5YR7/6
突帯部1/12

174 534-01 埴輪 円筒 D82 21号墳 SD195
外面磨滅
内面オサエ・ナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
体～底部
1/12

175 531-01 埴輪 円筒 C81 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5YR7/6
体～底部
3/12

黒斑

176 521-02 埴輪 円筒 A84 21号墳
SD195
№2

外面タテハケ
内面磨滅

粗 良好
橙

7.5YR7/6
底部6/12 黒斑

177 520-01 埴輪 円筒 A84 21号墳
SD195
№1

外面タテハケ
内面磨滅

やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/3

底部3/12

178 524-02 埴輪 円筒 A83 21号墳 SD195 ヨコナデ？ 粗 良好
橙

7.5YR7/6
底部3/12 黒斑

179 525-02 埴輪 円筒 A83 21号墳 SD195
外面タテハケ
内面磨滅

粗 良好
橙

7.5YR6/8
底部2/12

180 532-01 埴輪 円筒 C81 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
底部3/12

181 527-02 埴輪 円筒 D83 21号墳
SD195
№5

ナデ
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
底部5/12

182 532-02 埴輪 円筒 C81 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
底部3/12

183 536-01 埴輪 円筒 C81 21号墳 SD195 磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5YR7/6
底部5/12

184 529-03 埴輪 円筒 D82 21号墳 SD195
外面タテハケ？
内面磨滅

粗 良好
橙

5YR6/6
底部3/12

185 522-02 埴輪 円筒 A84 21号墳 SD195
外面タテハケ
内面ヨコハケ

やや
粗

良好
黄橙

7.5YR7/8
底部3/12

186 533-02 埴輪 円筒 C81 21号墳 SD195
外面磨滅
内面オサエ・ナデ

やや
粗

良好
明黄褐
10YR7/6

底部2/12

187 537-01 埴輪 円筒 A82 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
底部6/12 黒斑

188 524-01 埴輪 円筒 B84 21号墳 SD195
外面ハケ？
内面ナデ

粗 良好
明黄褐
10YR6/6

体部片 透孔１箇所

189 530-04 埴輪 円筒 D83 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
底部小片

190 526-01 埴輪 円筒 C84 ― 攪乱 内面ナデ
やや
粗

良好
橙

5YR7/6
体部小片

透孔１箇所
黒斑

191 526-03 埴輪 円筒 C83 ― 攪乱
外面磨滅
内面ナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
体部小片

192 526-05 埴輪 円筒 C83 ― 攪乱 内面ナデ
やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
体部小片 透孔１箇所

193 526-02 埴輪 円筒 C84 ― 攪乱
外面タテハケ
内面ナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
体部小片

194 526-04 埴輪 円筒 C83 ― 攪乱 内面ナデ
やや
粗

良好
明黄褐
10YR7/6

体部小片 透孔１箇所

195 526-06 埴輪 円筒 C83 ― 攪乱
外面磨滅
内面ナデ

粗 良好
橙

7.5YR7/6
底部小片 底部：敷物（植物）？痕

196 541-01 埴輪 家形 D81 21号墳 SD195
磨滅のため不明瞭
内面剥離

やや
粗

良好
橙

5YR6/6
小片

家の屋根
綾杉文の線刻

197 541-03 埴輪 家形 D81 21号墳 SD195
磨滅のため不明瞭
内面剥離

やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片

家の屋根
綾杉文の線刻

198 540-07 埴輪 家形 C81 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
密

良好
橙

5YR6/6
小片 家の軒？

199 540-06 埴輪 家形 D82 21号墳 SD195 ナデ
やや
密

良好
にぶい橙
7.5YR7/4

小片 家の軒？

200 540-03 埴輪 家形 D81 21号墳 SD195 磨滅のため不明
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片 家の屋根

201 539-01 埴輪 家形 B81 21号墳 SD195下層
磨滅のため不明瞭
タテハケ？

やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
小片 家の壁

202 539-02 埴輪 家形 B81 21号墳 SD195下層 ナデ
やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
小片 家の壁？

203 539-04 埴輪 家形？ B81 21号墳 SD195下層 磨滅のため不明
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片 部材

204 539-03 埴輪 家形 C81 21号墳 SD195 ナデ 密 良好
にぶい橙
7.5YR7/4

小片 家の台？

205 538-01 埴輪 家形 C81 21号墳 SD195
磨滅のため不明瞭
ヨコナデ？

やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
突帯3/4 家の台

206 540-05 埴輪 形象 D82 21号墳 SD195 オサエ・ナデ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片

207 541-02 埴輪 家形 西区 ―
周溝上の
表土

オサエ・ナデ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片

家の屋根
綾杉文の線刻

208 540-01 埴輪 家形 西区 ― 表土 外面磨滅、内面ナデ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片 家の屋根？

209 540-02 埴輪 家形 西区 ―
周溝上の
表土

ナデ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
小片 家の屋根？

210 540-04 埴輪 形象 西区 ― 包含層 外面磨滅、内面ナデ
やや
密

良好
橙

5YR6/6
小片

211 508-02 土師器 椀 F85 23号墳 SD83 ヨコナデ
やや
粗

良好
灰黄

2.5Y6/2
口縁部3/12

212 508-03 土師器 椀 F85 23号墳 SD83 ナデ？
やや
粗

良好
灰白
5Y7/1

8/12 底部：木葉痕

第10表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（５／９）
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第11表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（６／９）

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

213 402-07 須恵器
把手付
椀

K86 24号墳 SD80 外面下半ケズリ後ナデ
やや
密

良好
暗灰
N3/

11/12
櫛描波状文
把手と環状装飾欠損

214 402-08 須恵器 甕 H86 24号墳 SD80
外面格子タタキ
内面ナデ

密 良好
灰

7.5Y6/1
体部小片

215 402-09 須恵器 甕 I85 24号墳 SD80下層
外面格子タタキ
内面ナデ？

密 良好
灰

7.5Y6/1
体部小片

216 411-01 鉄製品 刀子 J85 24号墳 SK81 ― ― ― 完存

217 407-03 土師器 高杯 M81 25号墳
SD82
№6

工具ナデ
やや
密

良好
にぶい黄橙
10YR6/4

底部7/12

218 407-01 須恵器 �
M83
N83

25号墳 SD82上層
底部外面平行タタキ
内面オサエ

やや
密

良好
灰
N4/

6/12
頸部：櫛描波状文２、
体部：沈線２＋櫛描列点文

・波状文

219 407-02 須恵器 高杯 M81 25号墳
SD82
№1

ロクロナデ 密 良好
灰
N6/

杯部6/12
脚部10/12

櫛描波状文、透孔４方

220 405-01 須恵器 甕 M81 25号墳
SD82
№2～10

外面疎らな平行タタキ
内面ナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

1/2

221 406-01 須恵器 壺 L80 25号墳
SD82
№11～20

外面平行タタキ、内面同心
円文当具痕ナデ消し

やや
密

良好
灰

5Y6/1
2/3

頸部：突帯２＋櫛描波状文３
体部：沈線２＋櫛描列点文

222 402-05 須恵器 壺 O86 27号墳 SD79 外面下半カキメ
やや
粗

良好
灰白

7.5Y7/1
体部1/12 沈線２条の間：櫛描列点文

223 402-06 須恵器 壺 N85 27号墳 SD79
外面下半タタキ後ロクロナ
デ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

体部小片 沈線２条の間：櫛描列点文

224 402-04 須恵器 壺 L86 27号墳 SD79 ロクロナデ
やや
密

良好
灰

5Y6/1
口縁部1/12 櫛描波状文２条

225 404-01 土師器 台付甕 N86 27号墳 SD79
外面ハケメ？
内面ナデ

粗 良好
にぶい黄橙
10YR6/4

5/12 内面炭化物付着

226 403-01 土師器 台付甕 N86 27号墳
SD79
№1

外面ハケメ（5本/㎝）
内面ユビオサエ後ナデ

やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
6/12

227 508-01 土師器 高杯？ H90 28号墳 SD73 磨滅のため不明 粗 良好
淡黄

2.5Y8/3
基部

228 414-01 土師器 高杯 N92 30号墳 SD76 磨滅のため不明 密 ―
明赤褐

2.5YR5/8
（完存） 洗浄後細片化

229 608-05 土師器 壺 Q96 31号墳 SD75 ヨコナデ 粗 良好
明赤褐5
YR5/6

口縁部3/12

230 402-02 須恵器 杯蓋 O93 31号墳 SD75
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰
N5/

5/12

231 402-03 山茶碗 碗 N93 31号墳 SD75
底部外面糸切り痕、
杯部内面一方向ナデ

やや
粗

良好
灰白

2.5Y8/2
11/12

高台：籾殻痕
内面摩耗

232 513-01 土師器 小型鉢 L100 32号墳 SD176下層 磨滅のため不明
やや
粗

良好
明褐

7.5YR5/6
10/12

233 513-02 土師器 高杯 P97 32号墳 SD176上層 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

5Y6/8
基部

234 504-04 須恵器 杯蓋 M96 32号墳 SD176下層
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰
N5/

口縁部5/12

235 504-03 須恵器 杯身 M96 32号墳 SD176下層
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰
N5/

完存 受け部下：ヘラ記号

236 504-06 須恵器 壺 M96 32号墳
SD176
黒土中

やや
密

良好
灰白

2.5Y7/1
底部小片 底部：ヘラ記号

237 504-05 須恵器 壺 L97 32号墳
SD176
黒土中

下半外面ケズリ
内面オサエ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
5Y7/1

体部2/3 肩部：突帯＋櫛描波状文

238 504-07 須恵器 甕 L98 32号墳
SD176
黒土中

外面粗い平行タタキ
内面ナデ

やや
密

やや
不良

にぶい黄
2.5Y6/3

口縁部2/12

239 509-05 土師器 高杯 5ﾄﾚﾝﾁ 34号墳 SD175 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
脚部3/12

240 514-02 土師器 高杯 H104 35号墳
SD177
黒層中

磨滅のため不明 粗 良好
橙

7.5Y6/6
杯部

241 510-01 土師器 高杯 H104 35号墳
SD177
黒色土

磨滅のため不明
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
脚部11/12

242 510-02 土師器 壺 I103 35号墳
SD177
黒色中

ヨコナデ 密 良好
褐灰

10YR4/1
口縁部6/12 赤色顔料付着

243 512-01 土師器 壺
H101
I103

35号墳
SD177
№1～3他

磨滅のため不明瞭
外面ハケメ？
内面板ナデ

密 良好
にぶい黄橙
10YR7/4

1/6 赤色顔料付着

244 510-03 土師器 壺 I103 35号墳
SD177
黒土中

ヨコナデ
やや
密

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部1/12 赤色顔料付着

245 513-03 土師器 壺 I104 35号墳 SD177下層
磨滅のため不明瞭
内外面ナデ

やや
粗

良好
浅黄

2.5Y7/3
底部完存

246 511-01 土師器 壺 H103 35号墳
SD177
№1～3他

磨滅のため不明瞭
内外面ハケメ

やや
密

良好
明黄褐
10YR7/6

5/12 体部下半：穿孔１

247 514-01 土師器 壺 F104 35号墳 SD177 ナデ
やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

底部6/12

248 514-03 土師器 甕 E103 35号墳
SD177
下層

ナデ
やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

台部

249 551-07 鉄製品
やりがんな

� H103 35号墳
SD177
№4･5

― ― ― 切先欠損

250 518-03 石製品 砥石？ I103 35号墳
SD177
黒土中

― ―
にぶい黄橙
10YR6/4

小片 砂岩

251 504-01 須恵器 杯身 L109 42号墳 SD162
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰

7.5Y6/1
1/2 底部：ヘラ記号

252 504-02 須恵器 杯身 M111 44号墳
SD163
№1

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰白
5Y7/1

4/5

253 509-02 土師器 高杯 M114 45号墳 SD151 ヨコナデ
やや
粗

良好
にぶい橙
5YR6/4

脚部2/12

254 509-03 土師器 小型壺 M114 45号墳 SD151 ヨコナデ
やや
密

良好
橙

7.5YR7/6
口縁部3/12

255 508-05 土師器 甕・壺 L116 45号墳 SD151 オサエ・ナデ
やや
粗

良好
橙

7.5YR6/6
底部完存
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第12表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（７／９）

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

256 508-04 土師器 甕・壺 P114 45号墳 SD151 オサエ・ナデ
やや
粗

良好
灰白

2.5Y8/2
底部5/12

257 509-01 土師器 壺 N113 45号墳 SD151 ヨコナデ
やや
粗

良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部1/12

258 507-02 土師器 甕 P115 45号墳 SD151 磨滅のため不明
やや
密

良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部1/12

259 507-04 土師器 壺 P115 45号墳 SD151 磨滅のため不明
やや
粗

良好
浅黄橙
10YR8/4

口縁部2/12

260 507-03 土師器 甕 L114 45号墳 SD151
体部外面オサエ・ナデ
他は磨滅のため不明

やや
密

良好
橙

5YR6/6
口縁部1/12

261 508-06 土師器 甕 O113 45号墳 SD151
磨滅のため不明瞭
ナデ？

やや
粗

良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部3/12

262 507-01 土師器 甕 M117 45号墳 SD151 磨滅のため不明
やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/6

口縁部1/12

263 503-03 須恵器 杯蓋 P115 45号墳 SD151
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

粗 良好
にぶい橙
7.5YR6/4

口縁部小片 図上復元

264 503-02 須恵器 壺 L116 45号墳 SD151 ロクロナデ 密 良好
灰

5Y6/1
体上部2/12 肩部：沈線１条

265 503-01 須恵器 提瓶 P115 45号墳 SD151
外面平行タタキ
内面オサエ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰

5Y5/1
4/5

266 501-01 須恵器 甕
O113
P114

45号墳 SD151 外面細い平行タタキ 密 良好
暗灰
N3/

口縁部1/12
頸～底部3/12

頸部：突帯３＋櫛描波状文２

267 502-01 須恵器 壺
M113
N114

45号墳
SD151
№1～5

外面平行タタキ後丁寧なナ
デ、内面当具痕ナデ消し

密 良好
オリーブ黒

5Y3/1
11/12

頸部：突帯＋櫛描波状文
肩部：沈線＋櫛描波状文

268 502-02 須恵器 壺
P115
P116

45号墳
SD151
第7層

外面平行タタキ
内面当具痕ナデ消し

やや
密

良好
灰黄

2.5Y7/2
11/12

調査時第７層
→第58図第４層

269 518-04 石製品 砥石 M114 45号墳 SD151 ― ―
にぶい黄
2.5Y6/3

小片
砂岩
粒度：♯320細目

270 602-03 土師器 椀 R55 46号墳 SD301
磨滅のため不明瞭
オサエ・ナデ

やや
密

良好
明赤褐
5YR5/8

口縁部5/12

271 603-01 土師器 甕 Q53 46号墳 SD301
内面ハケメ（7本/㎝）
外面粗いハケ？

密 良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部3/12

272 603-02 土師器 甕 Q54 46号墳 SD301 ハケメ（内外4本/㎝）
やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部1/12

273 604-01 土師器 甕 Q54 46号墳 SD301
ハケメ（内外4本/㎝）
底部内面ケズリ

やや
粗

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部4/12

274 602-02 土師器 把手 Q54 46号墳 SD301 オサエ・ナデ
やや
密

良好
にぶい黄橙
10YR7/4

把手

275 601-01 須恵器 杯蓋 Q55 46号墳
SD301
№1

天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

ほぼ完存

276 601-03 須恵器 杯蓋 Q55 46号墳 SD301
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
褐灰

10YR5/1
10/12 天井部：自然降灰

277 601-05 須恵器 杯蓋 Q55 46号墳 SD301
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
褐灰

10YR6/1
稜部3/12 天井部：自然降灰

278 602-01 須恵器 杯蓋 Q55 46号墳 SD301
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰

5Y6/1
受部3/12

279 601-02 須恵器 杯身 Q55 46号墳
SD301
№2･3

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
黄灰

2.5Y6/1
11/12 底部：ヘラ記号？

280 601-04 須恵器 杯身 Q55 46号墳
SD301
№2

底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
5Y7/1

口縁部1/12

281 601-07 須恵器 杯身 Q55 46号墳 SD301
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰
N4/

稜部5/12

282 601-06 須恵器 杯蓋
Q54
O57

46号墳
SD301

SD67上層

天井部外面ヘラオコシ
内面ナデ
他はロクロナデ

やや
粗

良好
灰白

7.5Y7/1
7/12

283 606-03 土師器 椀 P70 47号墳 SD304
磨滅のため不明瞭
底部外面ケズリ？

密 良好
明赤褐
5YR5/6

2/3

284 607-01 須恵器 甕
P69
P70

47号墳 SD304
外面平行タタキ
内面細同心円文当具痕

やや
密

良好
灰
N4/

7/12
外面：ナデ消し線
頸部：突帯３＋櫛描波状文３

285 606-02 須恵器 甕 Q71 47号墳 SD304
外面は平行タタキ
内面は細同心円文当具痕

＋ナデ＋工具痕
密 良好

黒褐
10YR3/1

体部片

286 606-01 須恵器 甕
Q71
ｶﾍ゙

47号墳 SD304
外面は平行タタキ
内面は細同心円文当具痕

密 良好
黄灰2.5Y6/1
黒褐2.5Y3/1

体部片

287 608-03 須恵器 杯蓋 Q74 48号墳 SD306
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰
N6/

口縁部3/12

288 608-01 須恵器 杯蓋 Q74 48号墳 SD306
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
暗灰黄
2.5Y5/2

天上部1/2
SD307出土品と接合
尾張産

289 608-02 須恵器 杯身 P74 48号墳 SD306
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
黄灰

2.5Y4/1
天上部3/4

内面：自然降灰
尾張産

290 608-04 土師器
壺
�？

U116 55号墳 SD317 ロクロナデ 密
やや
不良

にぶい黄橙
10YR6/4

口縁部1/12 頸部：突帯＋櫛描波状文

291 413-01 鉄製品 刀子 H63 SK92
SK92
№4

― ― ― 完存 柄部：木質残存

292 413-03 鉄製品 刀 H63 SK92
SK92
№7

― ― ― 刃部完存 木質残存

293 412-01 鉄製品 鎌 H63 SK92
SK92
№1

― ― ― 完存 直刃鎌

294 412-03 鉄製品 鎌 H63 SK92
SK92
№2･3

― ― ― 完存
斧（295）と融着
曲刃鎌

295 412-02 鉄製品 斧 H63 SK92
SK92
№2･3

鍛造 ― ― ― 完存 鎌（294）と融着

296 413-02 鉄製品 剣 H63 SK92
SK92
№5･6･7

― ― ― 切先欠損
鞘木質残存
柄部有機質付着

297 413-04 鉄製品 剣 H63 SK92
SK92
№6

― ― ― 欠損あり 木質残存
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第13表 北山Ｃ遺跡・西山古墳群 出土遺物観察表（８／９）

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

298 413-05 鉄製品 剣 H63 SK92
SK92

№6･7付近
― ― ― 欠損あり 297と同一個体

299 413-06 鉄製品 刀装具？ H63 SK92
SK92
棺内南

― ― ― 小片
有機質残存
柄金具？

300 413-07 鉄製品 刀装具？ H63 SK92
SK92
棺内南

― ― ― 小片 吊金具？

301 551-01 鉄製品 鎌？ R114 SK152
SK152
№1

― ― ― 完存 柄部：木質残存

302 551-03 鉄製品 鉄鏃 R115 SK154
SK154
№2

― ― ― 小片

303 551-02 鉄製品 鉄鏃 R115 SK154
SK154
№1

― ― ― 茎部欠損

304 551-04 鉄製品 刀子 P109 SK159
SK159
№1

― ― ― 完存 柄部：木質残存

305 551-05 鉄製品 鉄鏃 P109 SK159
SK159
№3

― ― ― 刃部のみ
茎部付近：木質残存
（根挟みの部品？）

306 519-01 石製品 砥石 P109 SK159
SK159
№2

穿孔１ ― ―
灰
5/

完存
砂岩
粒度：♯1000極細目

307 551-06 鉄製品
やりがんな

� C106 SK174 SK174 ― ― ― 小片
木質はない
柄巻痕跡が錆筋として残る

308 552-07 鉄製品 刀子 G74 SK202
SK202
№1

― ― ― 完存 茎部：木質残存

309 517-01 石製品 砥石 K101 SK185
SK185
№7

― ―
黄橙

10YR8/6
―

流紋岩
粒度：♯1000極細目

310 516-02 石製品 砥石 K101 SK185
SK185
№3

― ―
黄橙

10YR8/6
―

流紋岩
粒度：♯1000極細目

311 518-01 石製品 砥石 K101 SK185
SK185
№6

― ―
灰
N5/

―
砂岩？
粒度：♯1000極細目

312 517-02 石製品 砥石 K101 SK185
SK185
№5

― ―
灰

7.5Y5/1
―

砂岩
粒度：♯1000極細目

313 518-02 石製品 砥石 K101 SK185
SK185
№18

― ―
明褐

7.5YR5/6
破損

凝灰質泥岩
粒度：♯1000極細目

314 516-01 石製品 叩き石 K101 SK185
SK185
№4

金属付着 ― ―
灰白
5Y7/1

完存 ホルンフェルス

315 519-03 石製品 勾玉 L102 SK185
SK185
№1

両側穿孔 ― ―
青灰
5B5/1

完存

316 519-04 石製品 勾玉 K102 SK185
SK185
№2

両側穿孔 ― ―
青灰

10BG5/1
完存

317 519-05 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185

北棺内北東
― ―

オリーブ灰
5GY6/1

完存

318 519-06 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185

北棺内北東
― ―

緑灰
10G6/1

完存

319 519-07 石製品 臼玉 K102 SK185
SK185

北棺内南東
― ―

明緑灰
10G7/1

完存

320 519-08 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185

南棺内北東
― ―

緑灰
10G6/1

完存

321 519-09 石製品 臼玉 K102 SK185
SK185

南棺内南東
― ―

明緑灰
10GY7/1

完存

322 519-10 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185
堀形北東

― ―
明青灰
10BG7/1

完存

323 519-11 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185
堀形北東

― ―
青灰

5BG6/1
完存

324 519-12 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185
堀形北東

― ―
緑灰

10G6/1
完存

325 519-13 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185
堀形北東

― ―
緑灰

10G6/1
完存

326 519-14 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185
堀形北東

― ―
青灰

5BG6/1
完存

327 519-15 石製品 臼玉 K101 SK185
SK185
堀形北東

― ―
青灰

5BG6/1
完存

328 519-16 石製品 臼玉 K102 SK185
SK185
堀形南東

― ―
明緑灰
10GY7/1

完存

329 552-01 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№9

有頸鏃 ― ― ― ほぼ完存

330 552-04 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№13

有頸鏃 ― ― ― 完存 茎部：木質残存

331 552-03 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№13

― ― ― 完存

332 552-06 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№16･17

― ― ― 完存 茎部：木質残存、樹皮巻

333 551-09 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№14

有頸鏃 ― ― ―
切先・茎部
欠損

334 552-05 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№15

― ― ― 欠損あり

335 551-10 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№14

― ― ― 茎部片 樹皮巻

336 552-09 鉄製品 鉄鏃？ K101 SK185
SK185
№20

― ― ― 小片 木質残存

337 552-08 鉄製品 鉄鏃 K101 SK185
SK185
№10

― ― ― 茎部のみ

338 551-08 鉄製品
たがね

鏨 K101 SK185
SK185
№8

― ― ― 完存？

339 552-02 鉄製品
のみ

鑿？ K101 SK185
SK185
№12

― ― ― 先欠損

340 029-05 須恵器 杯 H12 SK2 SK2
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
受部1/6残 ロクロ右回転

341 009-02 土師器 鉢 I55 SK57 SK57
底部外面未調整
他は簡単なナデ

粗 良好
浅黄橙

7.5YR8/4
口縁部
1/2欠損

全体的に雑な仕上げ
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※砥石の粒度は、JIS研磨剤の規格に準拠するサンドペーパーと比較して示している。

報告
番号

実測
番号

種類 器種等 地区 遺構名
出土遺構
出土位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

342 030-01 土師器 甕 M27 SD3
SD3
№1

ハケメ 粗 良好
にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部1/6残

343 030-02 土師器 甕 M27 SD3
SD3
№1

ハケメ 粗 良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部
1/12残

344 032-02 須恵器 蓋 G15 SD11 SD11
天井部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

2.5Y7/1
天井部1/6残 ロクロ左回転

345 031-03 須恵器 提瓶 G15 SD11 SD11 ロクロナデ 密 良好
青灰
5B5/1

口縁部1/6残 頸部：沈線

346 032-01 須恵器 杯蓋 P20 SD18 SD18
杯部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

7.5Y7/1
口縁部1/4残 ロクロ右回転

347 024-01 須恵器 高杯 O53 SD51
SD51
№1

杯部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白
N7/

脚部1/2欠損 透孔３方

348 022-03 土師器 鉢 J57 SH59
SH59
竈

外面ハケメ（10本/1㎝）
内面ナデ

密 良
黄橙

7.5YR8/8
口縁部1/5

口縁端部外面：沈線
内面：黒斑状

349 022-04 土師器 鉢 J57 SH59
SH59
竈

外面ハケメ
磨滅のため調整不明確

密 良好
橙

7.5YR7/6
口縁部1/6

350 022-02 土師器 甕 J57 SH59 SH59 外面ハケメ 密 良好
明黄褐
10YR7/6

口縁部1/4 口縁外面：一部黒斑

351 022-05 土師器 甕 J57 SH59
SH59
№4･5･7

底部外面ヘラケズリ
底部内面ナデ

やや
密

良好
にぶい橙
7.5YR7/3

底部完存

352 023-01 土師器 甕 J57 SH59
SH59
№7

ハケメ（8本/1㎝） 密 良好
明黄橙
10YR7/6

体部1/8

353 025-03 土師器 杯 Ｉ58 SH60
SH60
№1

底部外面ヘラケズリ
内面ナデ

密 良好
橙

5YR6/8
底部3/4
口縁部1/3

口縁部外面：凹線

354 025-01 土師器 皿 H59 SH60
SH60
竈

磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

2.5YR6/8
底部完存
口縁部3/4

355 025-02 土師器 甕 Ｉ59 SH60 SH60
体部外面下半ヘラケズリ
内面ナデ
他はハケメ（5本/1㎝）

やや
密

良好
にぶい橙
7.5YR7/4

口縁部1/12

356 025-04 土師器 甕 Ｉ58 SH60 SH60 ハケメ（5本/1㎝） 密 良好
にぶい橙
7.5YR7/4

頸部1/8
口縁部小片

357 025-05 須恵器 杯身 H58 SH60 SH60
底部外面未調整
他はロクロナデ

密 良好
灰
N4/

受部1/8
口縁部小片

358 301-03 土師器 甕 L55 SH66 SH66 磨滅のため不明
やや
密

良好
橙

7.5YR6/6
口縁部1/12

359 313-03 須恵器 杯身 N56 － SK69
底部外面ヘラオコシ
他はロクロナデ

密 良好
灰白
5Y7/1

1/6 109に接合して収蔵

360 402-01 須恵器 杯 L88 SK74 SK74
底部外面板状圧痕、
他はロクロナデ

やや
密

良好
オリーブ灰
5GY5/1

ほぼ完存

361 605-01 土師器 甕 P55 SK302
SK302
第1･2層

内外面ハケメ 粗 良好
にぶい橙
7.5YR7/4

口縁部4/12

362 605-04 土師器 把手 P55 SK302
SK302
第1･2層

体部は内面ヨコナデ
外面ケズリ
把手部はオサエ・ナデ

粗 良好
にぶい橙
7.5YR7/4

把手のみ

363 605-02 須恵器 杯身 P55 SK302
SK302
第1･2層

底部外面ヘラオコシ
内面ナデ、
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰白

7.5Y7/1
1/4

364 605-03 須恵器 � P55 SK302 SK302
底部外面ケズリ、
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰

5Y6/1
1/4 肩部：沈線１条

365 515-01 土師器 甕 K99 ―
包含層
溝上

ナデ
やや
密

良好
にぶい橙
7.5YR7/4

口縁部1/12 32号墳か34号墳の周溝上

366 509-04 土師器 高杯 L109 ― 包含層 磨滅のため不明
やや
粗

良好
橙

7.5YR7/6
脚柱部

367 410-01 須恵器 杯身 O84 ― 表土
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

やや
密

良好
灰

7.5Y4/1
受部2/12

368 505-04 須恵器 杯身 東区 ― 表土
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰
N6/

受部3/12 367と同一個体か

369 032-04 須恵器 杯身 包含層
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

粗 良好
灰白

10Y7/1
口縁部1/4残 ロクロ左回転

370 032-05 須恵器 杯身 K17 包含層
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

粗 良好
灰白

10Y7/1
口縁部小片
受部1/4残

ロクロ左回転

371 032-06 須恵器 杯身 O8 包含層
底部外面ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
灰白

10Y7/1
口縁部小片
受部1/8残

ロクロ右回転

372 032-03 須恵器 高杯 O22 包含層
杯外下半ロクロケズリ
他はロクロナデ

密 良好
青灰
5B6/1

口縁部小片
杯底部完存

波状文
透孔３方

373 505-03 須恵器 �？ 北東部 ― 表採 ロクロナデ
やや
密

良好
黄灰
2.5Y4/

口縁部1/12 口縁部：櫛描波状文

374 505-02 須恵器 �？ ― ― 表採 底部内面ナデ、内面オサエ 密 良好
灰黄

2.5Y6/2
頸～体部1/3

頸部：櫛描波状文
肩部：沈線＋櫛描波状文

375 410-04 須恵器 甕 L64 ― 表土 ロクロナデ
やや
粗

良好
灰

7.5Y5/1
口縁部1/12 頸部：突帯＋櫛描波状文

376 031-02 須恵器 甕 西端 表採 ロクロナデ 密 良好
青灰
5B5/1

口縁部1/8

377 410-03 須恵器 甕 I85 ― 表土
外面格子タタキ
内面無文当具痕

やや
密

やや
不良

灰
7.5Y5/1

体部小片

378 409-03 土製品 土錘 ― ― 表土 密 良好
にぶい橙
7.5YR7/4

完存

379 552-13 鉄製品 不明 R106 ― 攪乱溝 ― ― ― 小片 刀装具の一部？

380 552-12 鉄製品
板状
鉄製品

R106 ― 攪乱溝 ― ― ― 小片
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第５次調査で検出した３基の円形土坑ＳＫ182・

186・192には共通した特徴が認められた。直径1.3

ｍ×深さ0.9ｍ前後で、断面逆台形を呈し、底部中

央にはいずれも小穴（直径15～25㎝×深さ15～40㎝）

が１つ見られた。埋土は自然堆積の特徴があり、下

半は黄褐色系の地山類似土である。

ＳＫ192は西山35号墳の周溝内側で検出された。

周溝とは重複していないため新旧関係は不明である

が、深さからみて、古墳盛土が無い時期、つまり古

墳造営以前もしくは削平後のものと考えられた。出

土遺物がないため時期を確定することはできないが、

形状から縄文時代の陥し穴状遺構と想定した。

これらの土坑の用途・時期を明らかにするために、

埋土を採取し分析を行った。陥し穴状遺構以外の用

途も想定し、墳墓についてはリン・カルシウム分析

で遺体埋納の可能性を、食料等の貯蔵穴については

植物遺体・樹種同定で植物・木材利用と古植生を検

討した。そして、時期を確認するために放射性炭素

年代測定を行った。 （山中）

パリノ・サーヴェイ株式会社

高橋敦 田中義文 芝口怜

（１）調査遺構

今回の分析調査では、３基の円形土坑のうち、

ＳＫ182とＳＫ186の２基について分析調査を実施す

る。試料採取位置を第121図に示す。各土坑の充填

堆積物は、調査時の断面写真をみると、現生植物お

よび遺構埋没後に形成された根成孔隙によって、著

しく乱れているものの、堆積物中に混じる炭片の分

布状況などから、土坑壁斜面上部側から土坑内にか

けて堆積斜面を形成しながら堆積物が累重している

ようにみえる。また、明瞭な葉理・層理構造が存在

しないことから、土坑周囲からの崩積やクリープな

どの重力性の堆積物と推定される。また、これら充

填堆積物中下部には、明瞭な土壌生成が進行してい

る層準が確認されないことから、比較的短期間に埋

没している可能性もある。なお、ＳＫ182の遺構底

の基盤層との層界付近は基盤層のブロック土が確認

されるが、これは掘削期の加工痕跡の可能性がある。

（２）放射性炭素年代測定

２－１ 試料

年代測定試料は、ＳＫ182の第９層（C-1）、第６

層（C-2）の炭化材片２点と、ＳＫ186の第４層から

出土した炭質物２点(C-1,C-2)の合計４点である。

ＳＫ182のC-1・C-2は炭化材の小片、ＳＫ186の試料

は組織構造が認められない炭化物である。

２－２ 分析方法

試料中の土壌や根などをメスやピンセットを用い

て取り除いた後、HClによる炭酸塩等酸可溶成分の

除去、NaOHによる腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、

HClによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可

溶成分の除去を行う（酸・アルカリ・酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、１gの酸化銅（Ⅱ）

と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を

真空にして封じきり、500℃（30分）850℃(２時間）

で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノールの温

度差を利用し、真空ラインにてCO２を精製する。真

空ラインにてバイコール管に精製したCO２と鉄・水

素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部の

みを650℃で10時間以上加熱し、グラファイトを生

成する。化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料

を内径１mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイ

オン源に装着し、測定する。

測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースと

した14C-AMS専用装置（NECPelletron9SDH-2）を

使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立

標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX-Ⅱ）

とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定

中同時に13C/12Cの測定も行うため、この値を用いて

δ13Cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使

用する。また、測定年代は1,950年を基点とした年

代（BP）であり、誤差は標準偏差（OneSigma;68%）

Ⅴ 自然科学分析

１ 分析の目的

２ 分析
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に相当する年代である。暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATIONPROGRAMCALIBREV7.1.0.（Copyright

1986-2014MStuiverandPJReimer）を用い、誤

差として標準偏差（OneSigma）を用いる。

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期

が5,568年として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃

度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5,730±

40年）を較正することである。暦年較正は、CALIB

7.1.0.のマニュアルにしたがい、１年単位まで表さ

れた同位体効果の補正を行った年代値および北半球

の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正結果はσ･2σ（σは統計的に真の値が

68.2%の確率で存在する範囲、2σは真の値が95.4%

の確率で存在する範囲）の値を示す。また、表中の

相対比は、σ・2σの範囲をそれぞれ１とした場合、

その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示し

たものである。なお、較正された暦年代は、将来的

に暦年較正曲線等の改正があった場合の再計算、再

検討に対応するため、１年単位で表された値も併記

する。

２－３ 結果

放射性炭素年代測定および暦年較正結果を第15表、

第122図に示す。各遺構別に結果について記載する。

ＳＫ182

炭化材および炭化物の同位体効果による補正を行っ

た測定結果（補正年代）および、補正年代に基づく

暦年較正結果（2σ確立1位の値）は、第９層の炭化

材（ C-1）が2990±30BP、calBP3238-3072、第

６層の炭化材（ C-2）が3130±30BP、calBP3405-

3322を示す。

ＳＫ186

第４層の炭質物の同位体効果による補正を行った

測定結果（補正年代）および暦年較正結果（2σ確

立１位の値）は、 C-1が3180±30BP、calBP3449-

3363、C-2が3160±30BP、calBP3449-3342を示す。

このように分析を行った２試料はほぼ一致する年代

値を示した。

２－４ 考察

今回得られた年代値は、谷口（2001）、工藤（2012）、

西本編（2006・2007）などの考古相対年代と14C年

代の比較を参考にすると、ＳＫ182の第９層（C-1）

が縄文時代晩期初頭、第３層（C-2）が縄文時代後

期後葉、ＳＫ186の第４層（C-1・C-2）が縄文時代

後期後葉を示している。このように得られた年代値

は、縄文時代後期後葉から晩期初頭の年代値を示し

ており、円形土坑の埋没がそのころに進行したこと

を示唆している。なお、ＳＫ182の年代値は層位的

に逆転しているが、これは古木効果による影響や、

土坑埋土の層相を踏まえると、上位層準からの落ち

込みに起因する可能性が考えられる。この点につい

ては発掘調査成果を踏まえた評価が必要である。

（３）リン・カルシウム分析

３－１ 試料

試料は、ＳＫ182の土壌試料４点（９層；№1、３

層；№2、北検出面；№3、南検出面；№4）と、Ｓ

Ｋ186の土壌試料４点（４層；№1、３層；№2、北

検出面；№3、南検出面；№4）の合計８点である

（第121図）。このうち、各遺構の北検出面および南

検出面の土壌試料は、比較対照試料である。

３－２ 分析方法

リン酸含量は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブ

デン酸比色法、カルシウム含量は硝酸・過塩素酸分

解－原子吸光法（土壌標準分析・測定法委員会，

1986）に従った。以下に各項目の操作工程を示す。

分析試料の調製

試料を風乾後、土塊を軽く崩して２mmの篩で篩い

分ける。この篩通過試料を風乾細土試料とし、分析

に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕

し、0.5mm篩を全通させ、粉砕土試料を作成する。

風乾細土試料については、105℃で４時間乾燥し、

分析試料水分を求める。

リン酸・カルシウム含量の測定

粉砕土試料1.00gをケルダール分解フラスコに秤

量し、はじめに硝酸（H№３）約10mlを加えて加熱

分解する。放冷後、過塩素酸（HClO４）約10mlを加

えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100ml

に定容し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取

し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸

（P２O５）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験

管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度

計によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これ
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ら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あた

りのリン酸含量（P２O５mg/g）とカルシウム含量

（CaOmg/g）を求める。

３－３ 結果

リン・カルシウム分析結果を第16表に示す。野外

土性（ペドロジー学会編、1997）は、全試料でCL

(埴壌土)～LiC(軽埴土）とやや粘質な土壌である。

土色は、10YR4/3にぶい黄褐色から7.5YR4/6褐色と

全体的に黒色味に欠ける。リン酸含量は全試料で

1.00mg/g未満と少ない。カルシウム含量はＳＫ182

の南検出面試料№4で1.00mg/gを超えたものの、他

の試料では1.00mg/g未満と少ない含量であった。各

遺構ともに、比較対照試料と同等またはそれ以下の

リン酸・カルシウムの保持量である。

３－４ 考察

リンは生物にとって主要な構成元素であり、動植

物中に普遍的に含まれる元素であるが、特に人や動

物の骨や歯には多量に含まれている。生物体内に蓄

積されたリンはやがて土壌中に還元され、土壌有機

物や土壌中の鉄やアルミニウムと難溶性の化合物を

形成することがある。特に活性アルミニウムの多い

火山灰土では、非火山性の土壌や沖積低地堆積物な

どに比べればリン酸の固定力が高いため、火山灰土

に立地した遺跡での生物起源残留物の痕跡確認にリ

ン酸含量は有効なことがある。

土壌中に普通に含まれるリン酸含量、いわゆる天

然賦存量については、いくつかの報告事例があるが

(Bowen,1983;Bolt･Bruggenwert,1980;川崎ほか,1991;

天野ほか,1991)、これらの事例から推定される天然

賦存量の上限は約3.0mg/g程度である。また、人為

的な影響(化学肥料の施用など)を受けた黒ボク土の

既耕地では5.5mg/g(川崎ほか,1991)という報告例が

あり、当社におけるこれまでの分析調査事例では骨

片などの痕跡が認められる土壌では6.0mg/gを越え

る場合が多い。一方、カルシウムの天然賦存量は普

通1～50mg/g(藤貫,1979)といわれ、含量幅がリン酸

よりも大きい傾向にある。これは、リン酸に比べる

と土壌中に固定され難い性質による。これら天然賦

存量は、遺体の痕跡を明確に判断できる目安として

重要ではあるが、天然賦存量以下だからといって遺

体埋納を全て否定するものではない。遺体が土壌中

で分解した後、その成分が時間経過とともに徐々に

系外へと流亡し、その結果含量が天然賦存量の範囲

となってしまうことも考えられるからである。

今回の分析調査では、リン酸およびカルシウムの

天然賦存量を考慮すると、リン酸の天然賦存量であ

る3.0mg/g、カルシウムの賦存量である50mg/gを超

える試料は認められない。また、各遺構の埋土試料

が比較対照試料と同等またはそれ以下の含量であっ

たことから遺体が埋納されていたとは考えにくく、

土壙墓とは異なる用途が推定される。

（４）植物遺体同定

４－１ 試料

試料は、ＳＫ182の第９層から採取された土壌試

料１点で、リン・カルシウム分析と同じ堆積物試料

を用いる。

４－２ 分析方法

試料中の炭化物はいずれも微細であり、土壌を水

洗すると流亡する恐れがあることから、自然乾燥さ

せた後、土塊を手で割って細かくする。実体顕微鏡

で観察しながら炭化物を抽出・同定する。

４－３ 結果

植物遺体同定結果を第17表に示す。土壌試料中か

ら、40片(0.2g)の炭化物が抽出された。全て炭化材

であり、種実遺体は認められない。このうち、組織

が観察できた炭化材20片は、いずれも広葉樹のクリ

に同定された。詳細については、次節で詳述する。

（５）炭化材の樹種

５－１ 試料

試料は、ＳＫ182の第９層から出土した炭化材１

点と、上記の植物遺体同定で抽出された炭化材片40

片である。この他、ＳＫ182の第６層からも炭化材

が採取されており、併せて同定を実施する。

５－２ 分析方法

炭化材を自然乾燥させた後、木口(横断面)・柾目

(放射断面)・板目(接線断面)の３断面の割断面を作

製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて

木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標

本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材

識別データベースと比較して種類(分類群)を同定す

る。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東(1982)
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やWheeler他(1998)を参考にする。また、日本産樹

木の木材組織については、林(1991)や伊東(1995,

1996,1997,1998,1999)を参考にする。

５－３ 結果

樹種同定結果を第18表に示す。土壌試料中から、

40片(0.2g)の炭化材のうち、組織が観察できた炭化

材20片は、いずれも広葉樹のクリに同定された。ま

た、第９層から出土した炭化材１点、第３層出土炭

化材１点も、いずれもクリに同定された。クリの解

剖学的特徴等を記す。

・クリ（CastaneacrenataSieb.etZucc.）ブナ

科クリ属

環孔材で、孔圏部は3-4列、孔圏外で急激に径を

減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組

織は同性、単列、1-15細胞高。

５－４ 考察

ＳＫ182の第９層および第３層から検出された炭

化材と植物遺体同定で抽出した微細な炭化材片は、

いずれもクリに同定された。これらクリ炭化材は、

埋土の層相を踏まえると、周辺から堆積物とともに

取り込まれたものと推定される。クリは二次林など

に生育する落葉高木であり、木材は重硬で強度・耐

朽性が高い。また、果実は、生食可能であり、縄文

時代には重要な植物食糧の一つであったと考えられ

ている。ここでのクリ炭化材が、人間活動に伴うも

のかは判断できないが、当該期に周辺にクリが生育

していたことが推定される。

伊東・山田(2012)のデータベースによれば、三重

県内で縄文時代後期～晩期の木材・炭化材について

樹種を明らかにした例は少なく、上箕田遺跡から出

土した自然木がエノキ属、金森遺跡から出土し、年

代測定に用いられた用途不明の炭化材がアカガシ亜

属とツバキ属に同定されている。そのため、縄文時

代後期～晩期の器種・用途別の木材利用や古植生と

その地域性については、さらに県内で多くの事例を

蓄積することが必要である。
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第122図 暦年較正結果（２σ）

第15表 放射性炭素年代測定結果

第121図 試料採取位置
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第123図 植物遺体・炭化材

第16表 リン・カルシウム分析結果

第17表 植物遺体同定結果

第18表 樹種同定結果
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今回の北山Ｃ遺跡の調査では、縄文時代から飛鳥

時代までの遺構と、弥生時代から中世までの遺物を

確認することができた。なかでも、全く想定されて

いなかった55基もの古墳（西山古墳群）が発見され

たことは大きな成果と言える。

以下、調査で確認された遺構・遺物について、時

代ごとにみていきたい。

ａ 縄文時代

丘陵上の平坦面東部（第５・６次調査区）で土坑

５基（ＳＫ182・186・192・318・319）を確認した。

遺物はないが、規模・形状・埋土の特徴と、ＳＫ182・

192出土炭化物の放射性炭素年代測定結果（「Ⅴ自然

科学分析」参照）から、縄文時代後期後葉～晩期初

頭の陥し穴と推定できた。

円筒もしくはバケツ状を呈し、底面中央に小穴１

個を有する共通した形態的特徴の陥し穴は、北勢地

域でも散見される。近年の調査では、伊坂遺跡で４

基①、小牧南遺跡で３基②、釜垣内遺跡で４基以上③、

鈴山遺跡で９基④が確認された。遺物の出土は稀な

ため、時期を絞り込めるものは少ないが、鈴山遺跡

の陥し穴は出土遺物から縄文時代中期後葉とされて

いる。

ｂ 弥生時代

第２次調査西区で終末期の土坑１基（ＳＫ６）を

確認した。弥生時代の遺構・遺物は、過去に丘陵南

斜面で行われた調査⑤で少なからず確認されている

ものの、概して終末期の生活痕跡は著しく希薄であ

る。

ｃ 古墳時代

丘陵上の平坦面で、古墳55基、木棺墓などの墓壙

20基、竪穴建物１棟、土坑を確認した。

古墳には、円墳（８基）と方墳（47基）があり、

丘陵上平坦面に設けた第２～６次調査区のほぼ全域

に分布するが、木棺墓などはその北東部（第５次調

査区）に集中する。古墳と木棺墓は平面的に重複し

ない。

木棺墓などの墓壙とした20基には、木棺痕跡が確認

されたもの（ＳＫ92・174など）のほかに、木棺痕

跡は確認できなかったものの規模・形状から木棺墓

と考えられるもの（ＳＫ64・170など）、木棺墓では

ない墓と考えられるもの（ＳＫ200）がある。

古墳の墳丘は削平され、大半は周溝を残すのみで

あったが、11・16・24号墳では主体部を１基ずつ、

45・53号墳でもその可能性のある土坑を１基ずつ確

認した。墳丘側から転がり落ちたとみられる礫が周

溝から多数出土した32号墳を除いて、その他の古墳

から葺石の痕跡は全く見い出されなかった。

古墳の平面規模（周溝を含めず）は、方墳では最

大の45号墳で16.2×13.5ｍ、最小の53号墳で4.2ｍ

四方、円墳では、最大の55号墳で直径14.0ｍ、最小

の２号墳で8.2ｍ（推定）である。

辛うじて残存していた主体部から土器の出土は無

い。周溝からの出土土器も少なく断片的で、隣り合

う古墳の周溝間で破片が接合することもあり、個別

の古墳の時期を細かく絞り込むことは困難である。

こうした状況であるため、全体的な傾向をおおまか

に把握することにした。築造順序の具体的な検討に

ついては次項を参照されたいが、遺物の内容を簡潔

にまとめると以下のようになる。

・主体部や木棺墓からの出土品は、鉄製品（刀子・

刀・鎌・斧など）や石製品（勾玉・砥石など）のみ

で、土器（土師器・須恵器）は含まれない。

・周溝から出土した遺物は土師器・須恵器が多く、

それ以外で注目される遺物としては、21号墳の埴輪、

15号墳のガラス小玉がある。

・須恵器は、猿投窯や伊勢在地窯（小杉大谷窯・久

居窯）など、複数の生産地からもたらされている。

地域色を織り込んだ詳細な時期検討は今後の課題と

なろうが、初期須恵器の時期から須恵器蓋杯が大型

化する時期（概ね陶邑編年⑥のＴＫ10型式）までの

ものがある。

・須恵器では、把手付椀・把手付高杯・樽型�や、

口頸部の外反が著しい壺・甕、外面格子叩きの甕な

ど初期須恵器を含む古手のものが目を引く。とりわ

Ⅵ 結語

１ 調査のまとめ（第125図）
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け珍しい�形土器（平底鉢）については、別項を参

照されたい。

西山古墳群の２㎞ほど南東に所在する広古墳群⑦

は、かつて埴輪が出土したと伝えられていることか

ら比較的古手の古墳群として注目されてきた。方墳

主体で円墳も混在する状況や、葺石の存在、埴輪の

出土など、西山古墳群との共通点は複数あるが、発

掘調査が行われていないため詳細な比較検討は困難

である。近隣の古墳群の調査例としては、城ノ広古

墳群（三重郡朝日町）があり、方墳５基と前方後円

墳１基が調査されている。前方後円墳の築造時期に

ついては検討課題とされているが、５世紀末に築造

され始めた方墳群は、埴輪を伴う⑧。西山古墳群の

ように50基を超える大規模な初期群集墳の調査例は、

北勢地域では石薬師東古墳群（鈴鹿市）くらいしか

無く、稀である。石薬師東古墳群も墳丘は完全に削

平され、主体部は検出されていないが、周溝から出

土した須恵器や埴輪など豊富な遺物から個々の古墳

の築造時期を推定し、配置の法則性や周溝内祭祀に

ついても検討されている⑨。初期須恵器が目立つ西

山古墳群よりも形成開始時期は遅れるが、存続期間

（概ね陶邑編年ＴＫ23～ＭＴ15型式）は大きく重複

することが注目される。

ｄ 飛鳥時代以降（第124図）

調査区中央部（第３次調査区付近）で竪穴建物２

棟と掘立柱建物３棟、東方に離れて土壙墓１基を確

認した。５棟の建物は、平面的に重複することなく、

同じ方向性で配置されていることから、ほぼ同時期

に建てられていたと考えられる。明確に建物に伴う

形での遺物の出土は少ないが、近くの古墳周溝をゴ

ミ捨て場として利用していたようで、11号墳の北半

部の周溝からは当該期の遺物が一定量出土した。遺

構のあり方から長期間継続した集落とは考えられな

いため、ここでは周辺から出土した当該期の遺物を

合わせて時期を考えてみたい。

暦年代推定の上では、該当する遺物のなかに尾張

（猿投窯）産とみられる須恵器が含まれていること

が手掛かりとなる。尾張産須恵器は、他産地のもの

と峻別することが容易な形質的特徴を有しており、

実年代推定根拠が豊富な飛鳥藤原地域での出土例も

比較的多く知られている⑩。西山８号墳や11号墳の

周溝から出土した尾張産須恵器蓋杯（50・107）は、

645年の乙巳の変との関連が指摘されている甘樫丘

東麓遺跡焼土層ＳＸ037出土品⑪よりもやや新しい一

方で、660年に建設された漏刻の覆屋ＳＢ200廃絶時

の廃棄遺物である水落遺跡貼石遺構埋立出土品⑫よ

りも僅かに古相を呈する。ＳＢ200の廃絶時期は確

定できないものの、漏刻本体が大津宮に移されたと

考えられる667年もしくは671年を遡るとは考え難い

ので、西山８・11号墳周溝出土の尾張産須恵器は概

ね７世紀第３四半期頃のものと考えられる。

飛鳥時代よりも新しい遺構は見つかっていないが、

31号墳からは13世紀頃の山茶碗の完形品が１個出土

した。古墳盛土の自然崩壊がおさまって安定した時

期の表土と目される周溝埋土中層からの出土で、当

時は墳丘がある程度の高さを保っていたとみられる。

墳丘がすっかり削平されたのはそれ以降のことであ

ろう。 （水橋）
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第124図 飛鳥時代の建物と遺物出土範囲の関係（１：300）
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第125図 主な遺構の時期別変遷（１：3,000）
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いずれも墳丘は完全に削平されて、大半が周溝の

みの残存であったことに加え、出土遺物も全般的に

乏しいため、各古墳の造営時期を決定し、西山古墳

群全体の形成過程を詳細に検討することは甚だ難し

い。

しかし、当該期の古墳群の調査例が少ない北勢地

域にあって、55基以上もの大古墳群の評価は、地域

の歴史理解にとって非常に大きな意味を持つ。

そこで、僅かではあっても土器が出土した古墳に

ついて、努めて造営時期を推定し、古墳群の形成過

程を大まかに把握することを試みた。

（１）土器編年にあたっての基本的な考え方

西山古墳群造営の最盛期は、土師器に須恵器が共

伴するようになる古墳時代中後期である。

古墳時代における北勢地域の土器については、亀

山市山城遺跡の報告書で編年案が示されて①いるが、

土師器のＳ字甕や宇田甕②と有稜高杯を基軸とした

編年であり、むしろ須恵器が主体を占める西山古墳

群出土品の検討に、いまそのまま適用することは難

しい。一方、須恵器については、北勢地域の当該期

の窯跡が小杉大谷古窯址③（四日市市）や稲生山古

窯址群④・徳居１号窯⑤（鈴鹿市）程度しか知られて

いない現状では、研究の進んでいる和泉の陶邑窯や

尾張の猿投窯の編年観⑥を参照・援用せざるを得な

い面がある⑦。しかし、西山古墳群へ持ち込まれた

須恵器には、猿投窯だけでなく、北勢の小杉大谷窯

や中勢の久居窯⑧など、系統の異なる複数の産地の

製品が含まれていると考えられるため、型式認定や

時期的併行関係の検討には注意を要する。

（２）段階設定と土器様相（第126・127図）

以上の点を踏まえ、ここでは主に須恵器のあり方

から、西山古墳群の各古墳出土遺物を次に示すよう

に大きく４時期（段階）に分けて捉えることとした。

①須恵器普及以前（西山古墳群において）

②初期須恵器を含む古手の須恵器の時期

③須恵器に伊勢の地域色が顕在化する時期

④須恵器蓋杯が大型化する時期

以下、各期について説明する。なお、個々の遺物

を説明する際に、須恵器については器種のみを表記

した。

【西山１期】須恵器普及以前

北勢地域で須恵器が出現する直前期の良好な一括

資料と目されている亀山市地蔵僧遺跡ＳＢ22⑨出土

品と類似の土器が出土した古墳、すなわち西山21号

墳・35号墳がこの時期に該当する。ただし、西山21

号墳から埴輪とともに出土した土師器のＳ字甕（151）

は、Ｓ字甕としては最も新しく位置づけられるＤ類

であり、杯部の稜や脚部の屈折がやや鈍くなってい

る35号墳出土の土師器屈折脚高杯（240・241）と共

に、地蔵僧遺跡ＳＢ22出土品より僅かに新しく見え

る。したがって、既に他地域では須恵器生産が始まっ

ていたとも考えられるが、西山古墳群では須恵器の

存在を確認できないため⑩、１期を須恵器普及以前

と位置づけておく。

【西山２期】初期須恵器を含む古手の須恵器の時期

陶邑窯編年でＴＫ208型式以前とされる器種や形

態的特徴をもつ須恵器が出土した古墳、すなわち西

山８号墳・10号墳・12号墳・15号墳・19号墳・20号

墳・24号墳・25号墳・27号墳・31号墳・44号墳・45

号墳がこの時期に該当する。

これらの古墳の中で、時期的にも量的にもまとま

りのある土器群が出土したのは、45号墳である。口

縁端部からやや離れた位置に凸帯をもつ甕（266・

267）の口縁部形状は、古手の壺・甕に認められる

特徴の一つで、ＴＫ73号窯出土品の中に類例を見い

だすことができる。また、小片のため断言はできな

いが、杯蓋（263）のような特徴的な段状の窪みを

有する口縁端部もＴＫ216号窯出土品に類品がある。

提瓶（265）については、かつてはＭＴ15型式に出

現するとされていた⑪が、ＴＫ13号窯の発掘調査に

よってＴＫ216型式ないしＯＮ46型式にまで遡るこ

２ 西山古墳群の変遷
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第126図 西山２～４期の主な須恵器１（１：４）
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第127図 西山２～４期の主な須恵器２（１：４）
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とが明らかになっているので⑫、存在自体が古く遡

らせて考えることの否定材料にはならない。つまり、

これらの須恵器から45号墳の造営を初期須恵器の時

代と考えることには充分な合理性があると言えよう。

量的に45号墳出土品ほどのまとまりはないが、類

似した形状の口縁部をもつ甕（220）を含む25号墳

の出土品も、四方透かしが施された深手の高杯（219）

などにＴＫ208型式以前の古手の須恵器の特徴が色

濃く認められる。

また、20号墳から出土した樽形�（150）や、24

号墳から出土した把手付椀（213）は、存続時期が

ＴＫ208型式までに限定される器種とされており⑬、

付け根が細く全体に小ぶりな頸部を有する19号墳出

土の�（147）もＴＫ216号窯やＯＮ46号窯出土品と

の形態的類似性が高い。27号墳も、壺（224）の頸

部形状が、やや小型ではあるが25号墳出土品（221）

に類似することから、やはり西山２期に位置づけら

れる。

８号墳は、７世紀になってから隣接地に竪穴建物

や掘立柱建物が建てられたこともあって、周溝には

後世の遺物が少なからず紛れ込んでいるが、古相を

示す蓋杯（47）はＴＫ208号窯出土品と、�（58～

60）はＴＫ216号窯やＯＮ46号窯出土品との高い形

態的類似性を示す。また、大きく外反する形状の頸

部をもつ壺（57）の口縁部形態は、猿投窯を代表す

るＨ-111号窯出土の甕口縁部と類似しており、８号

墳の造営が初期須恵器の時代にまで遡ることを示し

ている。

同様に、近接する10号墳・12号墳の遺物にも７世

紀のものとみられる土師器・須恵器の紛れ込みが認

められるが、10号墳出土蓋杯の大半（66～71）や12

号墳出土無蓋高杯（134）には、ＯＮ46号窯やＴＫ

208号窯出土品との形態的類似性を見て取ることが

できるため、やはり古墳の造営時期は西山２期と考

えられる。31号墳出土品には、鎌倉時代に降る「山

茶碗」（231）が含まれているものの、古墳の造営年

代は10号墳出土品との共通性が高い杯蓋（230）の

時期と考えておく。

このほか、土器の出土量が少ないため、位置付け

にはやや不安も残るが、やはりＯＮ46号窯出土品に

似た杯身（252）が出土した44号墳や、極めて精良

な胎土で、口縁端部の形状が12号墳出土無蓋高杯

（134）に近似している壺（142）が出土した15号墳

も、西山２期の古墳と考えることができよう。

概して、西山２期に位置づけた古墳から出土した

蓋杯（８号墳：47、10号墳：66～71、31号墳：230）

は、形態的特徴や胎土の質感が斉一的で、同一の産

地からもたらされたもののように見受けられる。胎

土の質感からは尾張地域（猿投窯・尾北窯）を有力

な候補として想定でき、全体形状だけでなく、僅か

に窪む口縁端部の形や広範囲に丁寧に施されたヘラ

ケズリ調整などは、城山２・３号窯出土品⑭に似る。

なお、土師器の椀状杯高杯は、８号墳の出土事例

（45・46）から判断して、西山２期には出現してい

るようであり、同じく土師器椀状杯高杯（228）が

出土している30号墳の造営はこの時期まで遡るかも

しれない。ただし、中北勢地域の出土例を概観して

みると、土師器椀状杯高杯は西山２期だけでなく西

山３期に相当する時期の土器群にともなう事例⑮も

存在しているので、30号墳の造営は西山３期に下る

ことも十分に考えられる。

【西山３期】伊勢の地域色が顕在化する時期

前述のように、西山古墳群へもたらされた須恵器

には、尾張地域（猿投窯・尾北窯）産のほか、伊勢

地域の在地窯産のものが少なからず含まれており、

形質的特徴から判断すると、伊勢地域産の須恵器の

中には北勢の小杉大谷窯産と中勢の久居窯産と考え

られるものが混在しているようである。このため、

おおむねＴＫ23型式以降と考えられるこれら伊勢在

地窯の操業開始以後については、工人集団の系統を

考慮せずに、特定の形態的特徴だけを根拠にして須

恵器の時期を決めることは極めて難しい。将来的に

は、良好な一括資料における共伴関係を通して、異

なる産地の時期的併行関係を検証すべきではあるが、

蓋杯が一旦小型化（ＴＫ23・ＴＫ47型式）した後に

再度大型化（ＭＴ15・ＴＫ10型式）するという変化

の方向性自体は、多くの須恵器産地に共通している

ように見受けられるので、ここでは小型の蓋杯が出

土品の主体を占めている古墳を西山３期、出土した

蓋杯に顕著な大型化が認められる古墳を西山４期と

して、大きく２時期に区分することとした。ただし、

西山３期の古墳に少なからず須恵器を供給していた
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と考えられる四日市市の小杉大谷窯からは、多数を

占める小型の蓋杯にともなって大型の蓋杯も少量出

土しているため、量的に僅かではあるものの大型の

蓋杯の出現自体は西山３期にまで遡ると考えている。

西山３期に位置づけられる古墳には、３号墳・４

号墳・６号墳・７号墳・11号墳・14号墳・32号墳・

42号墳・46号墳・47号墳がある。

時期的・量的にまとまりのある土器群が出土した

古墳としては、４号墳・６号墳・７号墳がある。こ

のうち蓋杯については、６号墳出土品（20）が胎土

の質感から尾張地域（猿投窯・尾北窯）産、７号墳

出土品（34～36）が胎土は異なるものの形態的には

猿投窯系工人による製品とみられるのに対して、４

号墳出土品には尾張地域産（６・13・14）に加えて、

小杉大谷窯産とみられる蓋杯（５・８・10・11など）

が含まれている点が異なる。ただし、６号墳からは

形態的に久居窯産と思われる有蓋高杯（22～30）が

多数出土しており、出土須恵器の産地構成は古墳ご

とに顕著な相違を示す。

小杉大谷窯産とみられる須恵器がまとまって出土

した古墳としては、４号墳以外に11号墳・46号墳を

あげることができる。11号墳・46号墳は、近接して

７世紀に竪穴建物や掘立柱建物が営まれていること

もあって、周溝からの出土品には本来それらの遺構

にともなうと考えられるものを少なからず含むが、

古相を示す蓋杯（98～102・105・106・275～281）

は、概ね小杉大谷窯産とみられる。

他に、当該期に属するとみられる蓋杯が出土した

古墳としては、３号墳（４）・32号墳（234・235）・

42号墳（251）があり、32号墳からはやや古相を示

す�（237）も出土しているが、中層から出土した

小破片であるため、７号墳出土品と共通性が高い下

層出土の蓋杯を重視し、西山３期に位置づけておく。

蓋杯の出土はないものの、14号墳は�（140）の

形態から西山３期への位置づけが可能である。この

�は、櫛描波状文が櫛描列点文に変化している点を

やや後出的要素とみることができるものの、全体的

な形状は７号墳出土例（38）に近似している。頸部

の付け根が太く、頸部全体が大型化している４号墳

出土例（16）より古相を示しており、西山３期への

位置づけを支持する。４号墳出土例は、これらの�

の中では明らかに新相を示していることから、４号

墳を西山３期の中では新しく位置づけることが可能

である。４号墳出土の尾張地域産蓋杯が、猿投窯の

中でもＨ-10号窯出土品⑯やＨ-61号窯下層（推定Ｈ-

39号窯）灰層出土品⑰に形質的類似性が高く、同じ

く西山３期に位置づけた６・７号墳の尾張地域産も

しくは猿投窯系須恵器と比べると、やや新相を呈す

ることもこの推論の裏付けとなろう。

また、47号墳出土の甕（284）は、頸部に凸帯で

区画された３段の櫛描波状文を有する点で、西山２

期に位置づけた25号墳出土例（221）と近似するが、

頸部の外反が弱くなっている点に後出的要素を見出

すことができる。共伴の土師器椀（283）も、西山

２期に出現する土師器椀状杯高杯より後出の器形と

されていることを考え合わせるならば、47号墳につ

いては西山３期への位置付けが妥当かと思われる。

また、須恵器を欠くため詳細な位置づけは難しい

ものの、47号墳と同様の土師器椀の出土が認められ

る９号墳（63・64）・23号墳（211・212）も、西山

３期以降の古墳と考えておく。

ところで、西山３期の古墳のうち、小杉大谷窯産

と目される須恵器が４号墳・11号墳・46号墳という

円墳ばかりから出土している実態は、４号墳を西山

３期の中でも新しく位置づけた所見とあいまって、

西山古墳群における墳丘形状の主流が、方墳から円

墳へと推移したことを示しているかのようである。

【西山４期】須恵器蓋杯が大型化する時期

西山４期に位置づけられる古墳としては、２号墳・

48号墳の２基のみで、西山３期以降とした９号墳・

23号墳がこの時期まで降るとしても合計４基に過ぎ

ず、古墳の造営は明らかに衰退傾向を示している。

２号墳出土の杯身（３）と48号墳出土の杯蓋のうち

１点（287）は伊勢在地産とみられるのに対して、

48号墳出土の蓋杯１組（288・289）は尾張地域産で、

Ｈ-61号窯出土品⑱に類似する。

（３）古墳群の変遷

以上、出土土器の検討を通して推定できたものに

限るが、各古墳の造営時期からは、西山古墳群の形

成過程を第128図のように考えることができた。

西山１期 丘陵の東端近くの、現桑名市域の眺望が

良好な北端に21号墳・35号墳が造営されることから
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第128図 西山古墳群 築造過程推定図（１：3,000）
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古墳群の形成がはじまる。２基とも比較的大型の方

墳で、21号墳は西山古墳群のなかで唯一埴輪をとも

なう。

西山２期 初期須恵器を含む古手の須恵器の時期に

は、丘陵東部に広く方墳が築造されるようになる。

この時期の古墳の分布は、平野部を見下ろすことが

できる丘陵の北端や東端ばかりでなく、丘陵の内側

にも広がりをみせている。

西山３期 須恵器に伊勢の在地色が顕在化してくる

時期になると、丘陵西部や丘陵東部内側に分布域が

広がるとともに、丘陵東部では２期までに築かれた

古墳の隙間に小規模な古墳が築かれるようになる。

また、この期間内の、おそらく後半に円墳が築造さ

れ始める。

西山４期 須恵器蓋杯が大型化する時期には、丘陵

内部に小型の円墳と方墳が築かれる。すでに存在し

ていた古墳の隙間に新たに築かれたようにみえる。

特に48号墳は、隙間に無理矢理合わせたのか、やや

不自然な平面形を呈している。 （水橋）
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く、韓国考古学界では「�」と呼称している③。こ

の�形土器については、土田純子氏によって既に分

類と編年が示されている④。�形土器は外反口縁の

Ｂ形と直立口縁のＣ形に分類され、Ｂ形は徐々に器

高を減じ５世紀後半を降ったあたりでＣ形へと変化

するとされる。そして、詳細な特定は困難とするも

のの百済地域または全羅道の朝鮮半島南西部に故地

を求め、日本出土の百済（系）�の大部分は栄山江

流域と関連があることを想定している⑤。これによ

ると西山８号墳出土の�形土器（61)は百済系土器

で、Ｂ形となる。時期的にはＢ形からＣ形へ移り変

わる時期で、Ｂ形としては最も新しい部類となるが、

口径に対する器高が高く、古相を呈する。したがっ

て製作年代としては共伴する須恵器より先行する可

能性もある。

また、国内出土の�形土器を集成⑥した辻川哲朗

氏は、国内では20個体ほどの出土しかなく、どの遺

跡からも１個体か２個体しか出土しない状況を浮き

彫りにしている。また、分布が大阪府と福岡県に偏

り、他は兵庫県、滋賀県、和歌山県の近畿地方であ

る。詳細にみれば、渡来系集団の居住が想定される

地域から出土するとしている。近畿より東では、唯

一千葉県に出土例がある。今回の出土は千葉県に次

いで東方からの出土となるが、近畿地方の出土地群

の東端と位置付けるべきであろう。また、西山古墳

群やそれを含む北山Ｃ遺跡の調査でも61以外に�形

土器は出土しておらず、全国の出土状況に沿うもの

である。そして、破片試料が多い中、ほぼ完形の61

は全国的にみても貴重な個体⑦と言える。さらに特

徴として注目したいのが法量である。出土例の大半

は、口径10～15㎝、器高４～５㎝であるのに対し、

口径20㎝以上、器高10㎝以上になるものは国内に４

例しかなく⑧、61はそのひとつの希少例である。焼

成は明灰色で、瓦質とまでは言えないが、やや甘い

ものである。朝鮮半島でも焼成の状態は多様であ

り⑨、国内では４～５世紀には瓦質焼成等の軟質の

ものが多く、５世紀代になると硬質のものが増え

る⑩ようである。既述したように西山８号墳の61が

古相を帯びる点と矛盾しない。

このように、出土例が希少で共伴須恵器より時期

的に若干先行する特徴を有するとなれば、国内生産

が開始されていた可能性⑪を踏まえても、百済から

の搬入品の可能性も考慮しておきたい。

次に�形土器が西山８号墳に埋納された背景につ

いてであるが、今回の調査では�形土器以外には百

済を彷彿させる遺構は検出されておらず、遺物も出

土していない。渡来人の直接の関与を想定すること

は困難である。この状況は、国内の出土例の中で地

理的に最も近い滋賀県草津市の谷遺跡⑫と類似する。

鈴鹿山脈を間に挟んで東西約65㎞の位置にあり、列

３ 西山８号墳出土�形土器
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島的視点でみれば、比較的近いと言える。両者とも

方墳を主体とする古墳群に円墳が混じる群集墳であ

る。ただし、谷遺跡のものは古墳からの出土ではあ

るものの近隣に竪穴建物があり、1／2の残存率も加

味して、竪穴建物からの混入も想定できる⑬として

いる。いずれにしても、谷遺跡の所在する近江盆地

は多数の渡来人が関与する遺跡があり、その背景で

持ち込まれたことは容易に想定できる。

一方、西山８号墳の周辺に目を向けると、西山古

墳群に隣接する西大鐘町及び大鐘町は『和名類聚抄』

記載の「大金郷」と同名で、製鉄（鍛冶）集団の存

在が想定され⑭、渡来系集落が考えられている。し

かし、今回の調査区は北山Ｃ遺跡北端部で、その大

半は桑名市となる。段丘北端部に位置し、段丘北麓

の志知集落住民が所有する畑であった。この関係を

古墳時代にまで遡らせることが可能かどうかは不明

であるが、古墳の立地が段丘北端部で、北側に広が

る員弁川の沖積平野を見晴らす位置にあることから、

その可能性は高いものと考えられる。つまり、この

古墳群を築造した集落は、「大金郷」よりも志知集

落近辺に存在したものと考えざるを得ない。現在の

志知集落は、元は久米村に属し、集落内の平群山に

は式内社の平群神社が鎮座する。このように志知集

落周辺には「平群」や「久米」の中央豪族につなが

る名称が残る。久米氏は大伴氏の配下にあり、その

大伴氏は雄略朝で強力な軍事力を背景に最盛期を迎

え、朝鮮半島での軍事行動等が日本書紀に記されて

いる⑮。一方の平群氏については、新羅討伐のため

応神天皇十六年に「遣平群木菟宿禰・的戸田宿禰於

加羅。⑯」とあり平群木莵宿禰等を加羅に遣わした記

載、履中天皇二年には「都於磐余。當是時、平群木

莵宿禰・蘇賀滿智宿禰‥‥共執國事。⑰」とあり平群

木莵宿禰等が国政に携わった記載がある。このよう

な平群氏の５世紀代からの活躍には、始祖伝承とし

て否定的な意見もある⑱が、４世紀末から５世紀に

かけて大きな勢力をもっていた葛城氏が衰退する間

隙をついて平群氏が勢いを増したことは認められ

る⑲かも知れない。日本書紀の記述に誇張があった

としても朝鮮半島に直接関わっていた可能性も大き

い。このように両氏とも５世紀から６世紀初頭にか

けて朝鮮半島との関わりを想定できる豪族である。

特に、祭神を平群氏族の祖神とする平群神社につい

ては、社務所建設の際に完形の土師器・須恵器が出

土し、平群山を神奈備として、古墳時代の祭祀場で

あったと考察されている⑳。『桑名市史』にはその際

に出土した短脚の須恵器高杯等の写真が掲載されて

おり、西山８号墳と同様な時期にまで遡るものと考

えられる。このことから�形土器（61)は、どちら

かと言えば平群氏との関係で搬入されたものと想定

したい。既述したように、他に百済系土器の出土が

無いため、渡来人集落に係る古墳群に想定すること

はできず、渡来人の直接的関与の可能性は低いもの

と考えられる。平群氏が朝鮮半島から搬入したもの

を同氏との関係から志知集落近辺に所在した勢力が

所有することになったものと推測する。�形土器

（61)は、５世紀から６世紀へかけての激動する朝鮮

半島情勢に関わりながら勢力を増す平群氏の地方へ

の伸長を示しているのかも知れない。 （森川）
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桑名市教育委員会『桑名市史補遺』1960年。
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東上空から見た北山Ｃ遺跡・西山古墳群（御在所岳を遠望） 中日本高速道路㈱提供

写 真 図 版
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第２次調査（西から）

第２次調査 東区（真上から） 第６次調査（西から）

第７次調査（北東から）

第２次調査 西区（西から）

第４次調査（真上から）

第５次調査（真上から）
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ＳＫ182（北から）

ＳＫ186（南から）

ＳＫ318（東から）

ＳＫ６ （南東から）

ＳＫ182 土層（東から）

ＳＫ192（南から）

ＳＫ319（東から）

ＳＫ６ 遺物出土状況（拡大）
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１号墳（北東から）

２号墳（東から）
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４号墳（東から）

１号墳 土層（北から） ２号墳 土層（南西から）

３号墳（東から） ３号墳 土層（北西から）

４号墳 土層（南西から）

５号墳 （東から） ５号墳 土層（北東から）
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６号墳（北東から）

７号墳（北東から）
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６号墳 遺物出土状況（北西から） ６号墳 遺物出土状況（北西から）

８号墳（北西から）

７号墳 遺物出土状況（北西から） ７号墳 遺物出土状況（北西から）
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８号墳 遺物出土状況（北西から） ８号墳 遺物出土状況（南東から）

９号墳（西から）

９号墳 遺物出土状況（北から） 10号墳（南から）
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11号墳（西から） 11号墳 土層（西から）

12号墳（北から）

11号墳 遺物出土状況（北から） 11号墳 主体部（南から）
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13号墳（東から） 13号墳 東溝 土層（南から）

14号墳（北東から）

14号墳 南溝 土層（西から） 14号墳 西溝 遺物出土状況（北東から）
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16号墳（南西から）

15号墳（西から） 16号墳 主体部（南から）

17号墳（北西から） 17号墳 北溝 土層（西から）
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18号墳（南から）

18号墳 西溝 土層（南から） 19号墳（東から）

19号墳 南溝 土層（西から） 19号墳 遺物出土状況（南から）
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20号墳（南から） 20号墳 土層（南から）

21号墳（南から） 21号墳 南溝 土層（西から）

21号墳 東溝 遺物出土状況（北から） 21号墳 北溝 遺物出土状況（西から）

22号墳（南から） 22号墳 東溝 土層（南から）



―176―

写
真
図
版

13

24号墳（西から）

24号墳 主体部（北東から） 24号墳 南溝 土層（西から）

23号墳（北から） 23号墳 南溝 土層（東から）
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14

25号墳（北西から） 25号墳 西溝 土層（東から）

25号墳 南溝 遺物出土状況（西から） 25号墳 西溝 遺物出土状況（西から）

26号墳（東から） 26号墳 北溝 土層（西から）

28号墳（南から） 28号墳（北西から）



27号墳（北西から）
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27号墳 東溝 土層（北から） 27号墳 南溝 遺物出土状況（西から）

29号墳（北西から） 29号墳 東溝 土層（南から）
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30号墳（北西から） 31号墳（北から）

32号墳（北から）

32号墳 西溝 遺物出土状況（南から） 32号墳 東溝 遺物出土状況（南から）
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34号墳（北から） 34号墳 東溝 土層（南から）

35号墳（南東から） 35号墳 南溝 遺物出土状況（東から）

36・37号墳（東から） 37号墳 南溝 土層（東から）

38号墳（南から） 38号墳 南溝 土層（東から）



43・44号墳（南から）
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39～42号墳（南から） 39号墳 南溝 土層（東から）

44号墳 西溝 遺物出土状況（北西から） 43号墳 南溝 土層（西から）
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45号墳（北から）

45号墳 西溝 土層（南から）

ＳＫ161（北から） 45号墳 西溝 遺物出土状況（南から）
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46号墳（東から）

46号墳 遺物出土状況（東から） 46号墳 土層（北から）

47号墳（東から） 47号墳 土層（西から）
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48号墳（東から） 48号墳 土層（南から）

49号墳（北西から） 49号墳 土層（西から）

50号墳（北東から） 50号墳 北溝 土層（西から）

51号墳（北東から） 51号墳 東溝 土層（北から）
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52号墳（東から） 52号墳 土層（南から）

53号墳（東から） ＳＫ312（南から）

54号墳（東から） 54号墳 東溝 土層（南から）

55号墳（北から） 55号墳 北溝 土層（西から）
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ＳＫ92（南から）

ＳＫ92 遺物出土状況（拡大） ＳＫ92 土層（北西から）

ＳＫ92 遺物出土状況（拡大） ＳＫ92 遺物出土状況（拡大）
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ＳＫ152（北から）

ＳＫ154（西から） ＳＫ159（東から）

ＳＫ152 遺物出土状況（北から）
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ＳＫ174（北から） ＳＫ179（東から）

ＳＫ181 遺物出土状況（北から） ＳＫ183（東から）
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ＳＫ185 上層遺物出土状況（東から）

ＳＫ185（西から） ＳＫ185 下層遺物出土状況（東から）

ＳＫ185 遺物出土状況（拡大）
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ＳＫ184（東から） ＳＫ187（北から）

ＳＫ191（北から） ＳＫ207（北から）

ＳＫ197（南から）
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ＳＫ200（西から）

ＳＫ315（北から）
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29

ＳＨ59（西から）

ＳＨ59 竈（南西から） ＳＤ３（北西から）

ＳＤ３ 遺物出土状況（拡大） ＳＤ51 遺物出土状況（東から）
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ＳＨ60（東から）

ＳＨ66（南東から）
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ＳＢ62（南東から）

ＳＢ70（北東から）



―195―

写
真
図
版

32

ＳＢ71（北東から）

ＳＫ74 遺物出土状況（北東から）
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１（上）

１（下）

10

15

５

６

11

16
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21

23
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35

34

35

35（ヘラ記号）

38

36

36（ヘラ記号）

37

39
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36

41

47

50

52

42

47（口縁部）

51

57



―200―

写
真
図
版

37

58

60

63

68

59

61

64

69
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38

71

75

80

90

74

78

89

91
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39

92

97

103

107

93

99

105

108

98
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40

109

111

114

120

110

112

119

122
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41

123

125

129

131

124

128

130

132
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42

134

140

143

153

139

142

151

147
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43

154

167

174

176

156

171

175

177
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44

178

185（表）

187

187（底）

179

185（裏）

196

201
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45

205

212

215

219

207

213

217

221
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

北山Ｃ遺跡 集落跡

縄文 陥し穴５基 なし

第２～７次の

調査面積は、

合計22,725㎡

古墳
竪穴建物１棟

木棺墓など20基

須恵器・土師器・鉄器・
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（ａ155-1

～ａ155-55）

要 約

過去の調査では、丘陵南斜面に広がる弥生時代後期と古墳時代後期の遺跡とされていたが、

丘陵頂部の平坦面まで遺跡が広がることと古墳群の存在が明らかになった。このため北山Ｃ遺

跡の範囲を変更し、古墳については西山古墳群として新規に遺跡を登録した。

古墳は墳丘がすべて削平され、主体部が残存していたものは僅か３基（確実なものに限る）

であった。古墳55基の内訳は、円墳８基・方墳47基で、方墳が主体の古墳群である。周溝から

出土した土師器・須恵器から、概ね古墳時代中期から後期初頭の築造と考えられる。

古墳の脇にある長方形土坑は、木棺痕跡が確認できるものや、木棺固定用とみられる粘土の

存在から、大半は木棺墓とみられる。

ほかに、縄文時代の陥し穴、飛鳥時代の建物・土壙墓などが確認された。
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